
        
            
                
            
        

    

































二度目の勇者は復讐の道を嗤い歩む 5
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　まるで地面に薄く降り積もる雪のような、そんな世界。

　日の光を受けて綺き麗れいに光る雪景色は、幻想的で、とても美しくて。

　私はずっとその上をはしゃいで歩き回っていました。世界がどこまでも広がっているように思えたあの頃の私は、けれど、それは違うとすぐに思い知らされることになったのです。




　我に返れと怒鳴りつけるように、その柵は唐突に私の目の前に現れました。




　世界を囲むその柵に気付かず、私は強したたかに体を打ちつけてしまった。

　初めての痛みに呆ぼう然ぜんとして、その柵が何なのかもよく分からなくて。

　ぼんやりと振り返って見てみれば。




　……そこには踏み荒らされて土が混じった、汚れた地面があるだけで。




　顔を背そむける暇もなく体にぶつかったのは泥と砂利が混じった雪の玉。

　汚れた私を見下ろして、物陰で笑うその顔を見て。

　そうしてやっと気付くのです。




　私がいた場所は、そんなに広い場所ではありませんでした。




　私が綺麗だと思っていた景色は、ただずっと綺麗なわけじゃありませんでした。




　雪で薄く覆われた地面の下で、ニタニタ笑いの汚泥を振りまく。

　泥にまみれた相手には近づきもせずに石を投げて遠ざける。







　ウサギわたしにとって、あの場所は。ウサギわたしにとって、あの村は。







　あそこはきっと、そんな世界。






第一章　卵は孵かえり、勇者は厄介ごとにため息をつく






　ダートラスの街の宿屋、ちょうど正午を知らせる教会の鐘の音が響いていました。

　一晩を超えて、二晩を超えて、けれど、ご主人様は未いまだ目覚めていません。

　事件の後始末を、ご主人様には頼まれました。だから、シュリアと交代でご主人様を看病しています。

「…………ご主人様」

　ベッドに横たわるご主人様の、その頬ほおを撫なでる。

　頬にはまだ傷口が塞ふさがったばかりの跡が残されていて。

「…………」

　倒れた直後に比べ、顔色は随分と良くなりました。

　本当に苦しげにしていたのも最初の晩のみで、今は穏やかに寝ています。

　今すぐにでも目を開けてくれそうなのに、部屋には静かな吐息が響くだけでした。

「大丈夫、大丈夫、だいじょうぶです……」

　自分に言い聞かせ、ドクンドクンと胸を打つ心臓を抑える。

　この感じは嫌いです。大嫌いです。

　お母さんが死んでしまった時の、あの感じ。

　ご主人様に命の危機がないことは分かっています。けれど、どうしても思い出してしまいます。

　やせ細って、どんどんと弱って、最後に笑って息を引き取ってしまったお母さんのことを。

　あの時も私は何もできないままでした。そして、それは今も……。

　無力な自分は、大嫌いです。

「…………んっ」

「ご主人様っ!?」

　そして、ゆっくりとご主人様の目が開いていく。

　だから、その時に私の心に浮かび上がってきたのは、泣きそうになるくらいの安あん堵どと、これまで以上にご主人様の隣に立つのに相応ふさわしくならないといけないという決意でした。

　いえ、ならないといけないのではありません。なりたいのです。

　復ふく讐しゅう者として、ご主人様と過ごしていきたいから。





　　　　☆






「ご主人様っ!?」

「……ったく、なんて顔してるんだよ」

　目を開けると、目の前にはミナリスの顔があった。

　それはどこかで見た顔だった。

　死ぬわけでもないのに、心配そうな顔。

『大丈夫か、海かい人と。りんご、食べるか？』

『ほら、おかゆ作ってきたわよ。火傷やけどしないように気を付けてね』

『兄様、プリン買ってきてあげました、豚のように食べ零こぼされると迷惑ですので、舞まいが食べさせてあげます』

　たまに風邪を引くと、父、母、妹と家族は代わる代わる看病に顔を出してきた。

　ミナリスが今しているのと、全く同じ顔だ。

　思わず苦笑しながら体を起こす。

「ご主人様っ、よかった……っ。痛むところはありませんか、食欲はありますか？」

「……心配するな、って言っても無駄なんだろうな。あれから、何日経った？」

「今日で三日目です、先程教会の昼鐘が鳴りました」

「そうか、……腹減った。野菜も肉もトロットロに柔らかくしたシチューが食いたい」

「かしこまりましたっ、すぐにご用意しますっ!!」

「期待してるぞーっ、っと」

　慌てて部屋を飛び出したミナリスに後ろから声を掛けたが、聞こえていたかどうか。

　だが、生真面目なミナリスのことだから、これでしばらくの間は一人になれる。

「っつぁ、はぁ、きっつ……」

　起こした体をゆっくりとベッドに沈め直す。

　全身が鉛に置き換わってしまったかのように重く、油が切れて錆さびついた人形のように関節を動かす度に痛みが走る。

　相も変わらず嫌な感じだ。体の中で他人の魔力が這はいずり回っている。

「まさか、まだこの呪いを掛けられたままとはなぁ」

　聖女に掛けられた呪い。あいつら風に言うのなら聖約の発動条件は、俺が【大罪の剣】を冠する心剣を使用し、その心剣を自分の中へと戻すこと。

　条件を踏み越えれば、聖女に大まかな位置を探られ、強制的に俺の体内に性質の違う魔力が押し込まれる。俺が倒れたのはその魔力に対する拒絶反応でダメージを受けたからだ。

　自然に魔力が体から抜け切るまで、そのダメージが回復することはない。

　居場所を知られることは言わずもがな、体内に居座る魔力の方も当然だが厄介極まりない。

　一度目の俺にとっては、拒絶反応で起きるダメージ自体は耐えられないものではなかった。だが、大罪シリーズはどれもこれも十分すぎるほど重い対価を求めてくる。

　その上、大罪シリーズを使うということはそれだけ厳しい戦いをしているということだ。

　消耗の上に心剣のデメリット、そしてダメージ。そんな状況で大まかな位置情報を敵に知られる。

　一度目の世界の逃亡生活では事実上、大罪シリーズは完全に封じられたと言ってよかった。

「……、そろそろマジでレベル上げをしておいた方がいいか？」

　今の俺のレベルはまったく上がっていない。１のままだ。

　心剣の解放にしか経験値を配分していないから当然だが、今のステータスでは呪いのダメージ単体だけでもそれなりに厳しい。

　ほとんど全快だったにもかかわらず、意識を保つのも厳しい状態になってしまった。

「いや、だめだ。少なくともあいつを殺すまではそんなもったいないことできるわけがない」

　そう言って俺は頭を振る。

　現状、致命的な影響があるわけじゃない。今、俺のことを血眼になって探しているのは王国ぐらいのものだろう。

　何より聖女の呪いと大罪シリーズの代償で弱ったところで、今の俺には共犯者もいる。

「……いいじゃねぇの。この程度の苦痛で、あいつの絶望を買えるなら安いもんだ」

　そうだ、この身の苦痛を笑え。

　体を這いずりまわる痛みは奴らの苦しみを買うための代価だ。

　いずれレベルを上げる必要も出てくるだろうが、今はまだその時じゃない。たかだかこの程度のことで、復讐を盛り立てる要素を放り出すなんてナンセンスの極みだ。

　唯一の懸念は聖女に俺の居場所が伝わることぐらいだが、今の聖女に俺のことは分からないはず。

　何より、教会も一枚岩じゃない。たとえ不審に思って調べようとしても、あいつはそうやすやすと法国を離れられないはずだ。

（まぁ、今は先のことはいい。とりあえず、この街で後始末をつける方が先だな）

　何のためにと言われれば、ただの自己満足にすぎないと答えるしかない行為だろうが、このけじめだけはつけないわけにはいかない。

　ミナリスやシュリアも動き始めているはずだ。

「三日目か……。まだ辛つらいが、とりあえず飯を食べたら動き出さないとな」

　今の俺はまだ心剣やスキルも封じられたままだ。

　心剣を作ろうとしても俺の体に宿る魔力は欠片かけらも動かせなかった。動かそうにもすり抜けて手ごたえがないような感じだ。鬱うっ陶とうしく居座る魔力の拒絶反応もある。

　だが、何もできないほどでもない。

「自分の尻しり拭ぬぐいをあいつらだけにさせるわけにはいかないしな」







　翌日、俺は街の郊外にあるスラムを訪れていた。

　そこは『ラムネ』をばら撒まいていたクズどもがいた場所の、その更に奥にある建物。

　当然、茶を飲みに来たわけじゃなく、取引を履行するためだった。

「……あぁ、そうか。なら、こっちが予想してたのと大体同じぐらいだな」

　目の前にはそのスラムのまとめ役の男。

　どこにでもいそうな普通の風貌をしたそいつは、部下からの報告を聞き、こちらを向いた。

「品物の査定が終わったよ。概おおむね事前に話をつけていた通りの値だ。きっちりと半値ずつ。ほれ、持っていけよ」

　ガチャンと机の上に置かれたのは、多くの銀貨が詰め込まれた袋。

　そこに入っているのは、グロンドから奪った物資を売れば手に入れられるだろう金額の半分だ。

　そういう契約でいろいろと協力をしてもらった。おかげで随分と容易たやすくグロンドの護衛として潜り込むことができた。

「…………」

「おいおい、そんな顔しなくても誤魔化しちゃいねぇよ。王都のジュフェインさんの知り合いにそんなことしたらこっちも随分とまずいことになる。てめぇも裏を知ってる人間なら分かるだろ？」

　男は肩をすくめてみせた。

「なんだったら中身を確認してもらってもいい。ちゃんと耳を揃そろえて用意してある」

「……ま、どっちでもいいさ。こっちの目的はもう達成できてる。こんだけあれば十分だ」

　この資金調達については完全なおまけ。ちょっとした迷惑料の代わりになればいいと思っていただけだから、必要数以上があるならそれでいい。

　だから、俺はその金を受け取り、相手の首元を掴つかんで引き寄せた。

「っ!!」

「おいっ、おまえっ!!」

　敵意を向けてくる男の部下を無視し、その耳に囁ささやく。

「こっちの金はどうでもいい。てめぇらがいくらか抜いてようが別に構やしねぇよ。けどな、もう一つの契約を反ほ故ごにしてみろ」

　強く、強く、まるで呪じゅ詛そを刻み込むように。

「───てめぇらも、必ず潰つぶしてやる」

「安心しろよ、バケモノと駆け引きする趣味はねぇよ」

　目の前の男は顔色一つも変えず、悪びれもせず、そう言葉を吐いた。

（さすがはスラムの取りまとめ役、この程度じゃ動じないか）

　さらりと恫どう喝かつを流されてしまった。

　まぁ、取引だろうが駆け引きだろうが、約束を守るのなら何でもいい。

「その言葉、忘れるなよ」

　パッ、と手を放し、俺はその場所を後にした。





　　　　☆






「ふぅ、いい天気です。これなら子供たちの服もすぐに乾いてくれそうですね」

　サンサンと照る日差しの暖かさを感じながら、物干し竿ざおに干し終えた小さな服が並んでいます。

　私は洗濯籠の中から最後の一枚を取り出すと、空になった籠の中を見下ろしました。

「…………」

　夫が死んで、今日でちょうど二ヶ月。

　以前は想像すらできなかった、夫のいない生活も少しずつ日常になり始めていました。

「お、今日も頑張ってるわねぇ、ミュン先生」

「あら、ユーフォン」

　現れたのは以前から養護院にいろいろな品物を卸してくれている商会の女会頭さんでした。

　私の幼い頃からの幼おさな馴な染じみで、夫と二人でこの養護院を建てた時も、その後もいろいろと力を貸してくれていました。

「たまにはあんたの飯が食いたくなってね。ほら、上等な手土産持ってきたからよろしく頼むよ」

　カラカラと笑って、手提げの中に入っている食材を揺らしてみせます。

「もう、いいんですか、こんなところで油を売っていて。詳しいことは分かりませんが、いろいろと大変なのでしょう？」

　いろんな商会からお金がなくなっているという話は聞いていました。

　そして、その災難がユーフォン商会にも降りかかったことも最近の様子から察していました。

　損失を埋めるために忙しく動きまわっていたことも知っています。

「あぁ、その件はなぁ。よく分からないんだけど、解決しちゃったんだよねぇ」

　ですが、ユーフォンは私の心配とは裏腹に、多少困ったように頬をポリポリと掻かきながらそう言いました。

「噂うわさで聞いてるだろうけどさ、最近その、例の商会から受け取った金が消えるって話あっただろ？」

「……えぇ」

　例の商会、という言葉に、少しだけ言葉に詰まります。

　冒険者時代、夫がダンジョンで手に入れた『葉は石せきの剣つるぎ』を求めて嫌がらせをしてきた商会。

　夫は決してその剣を売ろうとしませんでした。ですが、夫が死んでしまい、たった一つ戻ってきたその剣も、半ば脅しすかすように手放すことになりました。

　その形見を失った代わりに手に入ったのは幾ばくかのクスんだお金。

　残されたこの養護院を守るためには、そうするしかなくて、けれど、その名前を聞く度に心の中に空いた穴は余計に広がっていくようで。

　グロンド商会の看板が降ろされた時も、喜びも悲しみも湧き上がってきませんでした。

「実はな、大きな声じゃ言えないんだけどさ、……いつの間にか戻ってきてるんだよ」

「？」

「いや、恥ずかしい話なんだが、金がなくなった時と同じでさ。消えた金よりもほんの少しだけ多い金額が入った袋が金庫に置かれてたんだよ。どうやらほかの商会も同じみたいだね」

「それは、なんともまぁ、不思議な話ですねぇ」

「……いやいや、『不思議な話ですねぇ』で済むことじゃないんだけど。まったく、こんなに勝手に金庫に出入りされちゃ、こっちの顔は丸潰れだよ」

　ユーフォンはお手上げとばかりに肩をすくめて、ため息をつきました。

「とにかくまぁ、そんなわけでね。何とかこっちに顔を出せるくらいには余裕ができたからさ。ちょっと気が向いたから出張ってみたんだよ。疲れ切った私の心を癒す、愛情たっぷりのごはん食べさせてね？　先に中で待ってるからさ」

　一方的に言い切ったユーフォンは、そのまま建物の中へと入っていきました。

「あ、もうっ、ユーフォンったら……。大丈夫だって、言ってるのに」

　ため息をつきながら、空になった籠を持ち上げます。

　ちょっと気が向いたからで顔を出せるほど、商会の会頭という仕事が楽なものではないのは私でも分かります。

　本当に、私はいい幼馴染を持ちました。

「……あの子たちも戻ってくる頃ですし、頑張って美お味いしいものを作りましょう」

「「「せんせーっ!!」」

　と、噂をすれば影とばかりに、若干遠い場所から声が聞こえてきました。

　振り向いてみれば、ぶんぶんと手を振る子供たちの姿が見えます。

　お昼が近づいてきたので遊びから戻ってきたのでしょう。

「ミュンせんせーっ、見て見て、プレゼントつくった。ピカピカの泥だんごーっ！」

「だめだよケリー、女の子はそんなの喜ばないよー」

「えー、なんだよシェンファ、こんなにピカピカなのにーっ」

　シェンファちゃんの言葉に、ケリーくんは不満げに口をとがらせました。

　その手には、太陽の光を受けて金属球のように輝く泥団子があります。

「そうよ。ミュン先生はレディなんだから、シェンファの言う通り泥団子なんて似合わないわっ！　これだから男の子はだめなのよっ！」

　そう言って二人の後ろからトリアちゃんも戻ってきました。

　最近背伸びしたがっているトリアちゃんのことですから、小さい男の子の好きな遊びは受け入れがたいのだと思います。

　小さくても、やっぱり女の子ですからね。

「ミュン先生、かがんでかがんでっ！」

「ん？　どうしたの？」

「いいから早く早くっ！」

「あ、もうっ、はいはい」

　後ろ手に何かを隠しているトリアちゃんは、待ちきれないとばかりに片手で引っ張ってきます。

　言われるままに腰を屈かがめると、トリアちゃんは可愛かわいらしく『ニヘー』と笑って私の頭に何かを載せてくれました。

「えへへー、ミュン先生へのプレゼント！」

「わーっ、ミュンせんせー、おひめさまみたーいっ」

「すげーっ、せんせー、きれいじゃん」

「え？　……ん、これは……」

　頭から手に取ってみると、それは可愛らしい草花を編み込んだ冠でした。

　白と黄色の花で揃えられたその草の冠は、まるで物語に出てくるティアラのように綺き麗れいです。

「とっても綺麗ね、本物のティアラみたいよ」

「ふふーんっ、トリアがつくったのよっ!!」

「私も私もっ、トリアおねえちゃんといっしょにつくったんだよー！」

「でも、ちゃんと頭にのっけなきゃダメなのよ？　もっかいのっけてあげるから、しゃがんでしゃがんで!!」

「ふふっ、じゃあ、お願いするわね」

　私が膝を屈めると綺麗に編み上がったそれを、トリアちゃんが頭にのせてくれます。

　やっぱり綺麗ねーっ、とトリアちゃんとシェンファちゃんの二人が女の子同士でキャッキャッと笑い合っていました。

「むーっ、でも、金ぴか団子だってすげーもんっ、ほらっ、こんなに光ってるんだぜっ！　女の人って光ってる石とか好きなんだろー？」

「もうっ、全然違うわよケリーったらっ。女の人がほしいのは光ってるものじゃなくて『じゅぇりー』なのーっ。だから泥団子とは違うのよ、飾り物の方がいいのよ」

「えーっ、そんなことないよなっ、なっ、シェンファ」

「『女の人は綺麗に着飾るものなんですよ』って、うけつけじょーのおねえさんが言ってたもん。だから、泥団子じゃなくってこっちなのーっ!!　ねぇ、シェンファ」

「ふぇ？　え、え、えっとぉ」

　トリアちゃんとケリーくんの二人に挟まれて、シェンファちゃんが困ったようにオロオロとしています。

「こらこらっ、二人して無茶言わないの。シェンファちゃんが困ってるでしょう？」

　膝を落としてケリーくんからもピカピカと光る泥団子を受け取りました。

「この草の冠も、この泥団子も、先生、とっても嬉うれしいわ。ありがとうね、三人とも」

　そう言うと、子供たちは目を見合わせて、バッ、とこっちを向いた。

「「「嬉しい？　せんせー、元気出た？」」」

「えっ？」

　子供たちの『元気出た？』という言葉に言葉が止まり。

　そうするとトリアちゃんが代表するように話を始めました。

「あのねー、先生がね、夜に泣いてるの見ちゃったの。だから、みんなで話し合って元気出してもらおうと思ったの。それでね、それでね、なにかミュン先生にあげようと思ったの。そうしたら先生、喜んでくれると思ったから……」

　だから、元気出た？　と子供たちがキラキラとした顔で見上げてきます。

　私は泣きそうなのを見られないように子供たち三人を抱きしめました。

「……ええ、ええ、とっても元気が出たわ」

「「「やったーっ!!　作戦大成功ーっ！」」」

　腕の中でキャッキャッと喜ぶ小さいぬくもりに、まだ私に残されているものを自覚し直しました。

　夫が残してくれたこのぬくもりを、私が守っていかないと。

「それにしても、こんな草飾りや泥団子、見たことがないわ。どこで覚えてきたの？」

「黒髪のにーちゃんが教えてくれたっ!!」

「あとねあとねー、うさぎさんの獣人のおねえちゃんと、銀色の髪のおねえちゃんがいたよー」

「きっと泥沼の関係なのよ！　うけつけじょーのおねえさんが『男一人と女二人がいたらもうしゅらばなの、しゅらばっ』って言ってたもん」

「あらあら」

　……今まで大目に見ていましたが、トリアちゃんを冒険者ギルドの受付嬢と会わせるのは考え直さないといけませんね。

　養護院育ちの子がつける職はそう多くないので、今のうちに冒険者ギルドに知り合いができるならと思っていましたが、さすがにこれは……。

「『ありがとう』はちゃんと言えた？」

「「「言えたーっ！」」」

　そんなことを考えながら子供たちに問いかけると、いい返事が返ってきました。

「でもねー、トリアおねえちゃんが『ありがとーっ』って黒髪のおにいちゃんに言ったら、おにいちゃん、涙ぽろぽろしてたの」

「冒険者だって言ってたのに、よわむしにーちゃんだったー」

「あら、そうなの？」

　ケリーくんとシェンファちゃんの言葉に、トリアちゃんも頷うなずきます。

「でも、あのお兄ちゃん泣きながら笑ってたの。変なのーって言ったら、自分でも『あぁ、変だよな』って。きっと子供だと思ってバカにしてたのよっ、トリア、もう大人なのにしつれいしちゃうわっ!!」

　プンプンッと、トリアちゃんは可愛らしく怒りました。

　冒険者の中にはいろいろな事情を抱えた人たちがいます。子供にお礼を言われて泣き笑うなんて、よほどの事情があったのでしょう。

「ちょっ、ちょっとミュンッ!!　急いでこっち来てっ」

　すると、養護院の方からユーフォンの声が聞こえてきました。

　きっと私が戻ってこないので待ちきれなくなったのでしょう。

「あ、ユーフォンおねえさんの声だー」

「やったっ、美味しいご飯が食べられるーっ!!」

　ユーフォンの声を聞いて、子供たちが嬉しそうにはしゃぎます。

　子供たちもユーフォンとは顔見知りでした。ユーフォンが来る度、いい食材を使ったいつもよりも豪華なご飯になるので、子供たちには大人気です。

　それに、子供たちはユーフォン商会が所有している果樹園の一つを、仕事の手伝いをする代わりによく遊び場にしていました。

　今日もきっと三人以外の子供たちと一緒にそこで遊んできたのでしょう。

「それじゃ、ほかの子たちを呼んできてちょうだい。もう少ししたらご飯にするから」

「「「はーいっ」」」

　子供たちは元気よく返事をすると勢いよく駆け出しました。

　私もご飯の準備をするために養護院の厨ちゅう房ぼうへと戻ります。

「ちょっと、何してたのよっ、遅いじゃない」

　扉を開けると、なぜか厨房の片隅でユーフォンが待っていました。

　厨房の中央にあるテーブルにはユーフォンが持ってきた食材が並べられています。

　どれも普段食べるにはお高めのいい食材です。

「もう、そんなに慌てなくてもちゃんと料理は作りますから」

「そうじゃなくっ、これよこれっ!!」

「？　なんですか？」

「ああっ、もうっ！　なんですかじゃないわよっ!!」

　いつになく慌てた様子のユーフォンに首をかしげます。

　すると、そんな私の反応に焦じれたようにユーフォンが、強引に部屋の片隅まで手を引きます。

「いったいどうしたのよこれっ、教えてよ」

「？　だから、いったい何の……」

　ユーフォンに促されるまま視線を落とした先にあったのは、少し大きめの木箱。

　その中にはたくさんのお金が入れられていました。

　けれど、そんなものに意識を割く余裕は、その時の私にはありませんでした。

「この養護院、こんなお金あったの？　私にとっちゃ珍しくもないけど、パッと見ただけも、小さなお店ぐらいだったら今すぐ開けるぐらいの金額はあるわよ、これ。それに、その剣って……、ちょっとミュン？」

　そんな風に問いかけてくる幼馴染の言葉も、どこか遠くからしか聞こえてきませんでした。

「これ、この、剣は……」

　木箱の中にはお金以外に、一振りの剣が入れられていました。

　深い緑と明るめの黄土色の装飾が鞘さやになされた剣。

　握り手が樹きの幹のような質感で、鍔つばの部分も含め細い木が捻ねじれて合わさったような特徴的な見た目をしたその剣。

　冒険者時代に、あの人が、いつもその手で握って私を守ってくれた、『葉石の剣』。

　あの人の、形見の剣。

「あぁ、あぁ、あああぁあああああっ」

　胸の奥から湧き上がってくる感情に耐え切れず、気が付けばその剣をかき抱くようにして泣いていました。

　もう泣かないと決めていたのに、いつまでも、いつまでも。

　そんなことあるわけがないのに、腕の中に抱きしめたその剣は、とても温かく感じて。

　まるで、あの人を抱きしめているようでした。





　　　　☆






　月の出ていない暗い夜。

　俺たちは森の中で、パチパチと火の粉を散らす焚たき火にあたりながら食事をとっていた。

「……シュリア、せこい真似しないでちゃんと野菜も喰くえ」

「ギクッ、なのです!?」「『ニシシッ!?』」

　ミナリスお手製の野菜炒めから、ナスに似た野菜をこっそりと『ネコさん』へと食べさせていたシュリアを窘たしなめる。

　上う手まいことミナリスから隠れて行われた犯行だったが、俺の位置からはバッチリと目撃できた。

「……シュリア？　またですか？」

「ひっ、だ、だってグニャッとしててやーなのですよっ!!　あんなの野菜じゃないのですっ、悪魔の実なのですっ」

　ニッコリと笑いながら怒るという器用なことをするミナリスに、シュリアは気まずそうにしながらもブンブンと頑かたくなに首を振った。

　どうも、シュリアは俺たちと出会うまでこのナスに似た野菜を食べる機会がなかったらしい。どうにもあの特徴的な触感がダメなのだそうだ。

　まぁ気持ちは分からないわけじゃないが、それはそれ、これはこれ。

「まったく、前に『食べ物を粗末にしちゃいけないのです』とか言ってたくせに。シュリア、好き嫌いせずに……」

「じゃあカイト様は虫さんを食べられるです？」

「ミナリス、人間、誰しも苦手なものはあるもんだ。なぁに、食材の一つや二つ、食べなかったところで死にはしないさ」

「ご主人様……、バカなこと言って甘やかさないでください」

　俺の見事な手のひら返しの言葉には、ミナリスから氷点下な視線とお言葉を頂戴しました。

　うむ、飯まで冷えそうな感じです。

「食べ物を粗末にするのは許しません。ほら、シュリアの好きなお肉と一緒に食べれば大丈夫でしょう？」

「うぅ……、はむっ」

「よしよし、シュリアはいい子ですね」

「やめるのです、食べにくいのですよっ！」

　ミナリスがナスもどきを肉で包んで差し出すと、シュリアは渋い顔をしながらも目の前の料理にパクついた。

　ミナリスに頭を撫でられながら、抗議しつつもモグモグと食べ続けるシュリアは満更でもなさそうだった。

（そういえば、俺もこんな風に子供たちにご飯食べさせてやってたな）

　その様子を見て、俺はそんなことを考えていた。

　俺の妹も割と好き嫌いが多い方だったし、その時の経験を生かして子供たちの相手もしていた。

（今度こそ、元気に生きてくれればいいな）

　ダートラスの街を離れて、もう二週間になる。

　俺たちは金を奪った全ての商会にちょっと色を付けて金を返して回った後、養護院に残った金と一緒に預かりものを渡してきた。

　スラムの連中には裏から養護院に手出しさせないように釘くぎを刺した。

　俺ができるのはこの程度で、あとはこんな風に祈るぐらいのことしかできない。

　自分の欲望のために、立ち止まって守り続けることもできないのだから、やはりこれはどうしようもなく無責任な自己満足なのだろう。

（やらない善より、やる偽善か。慰めにはちょうどいい言葉だな）

　絶対に忘れない。

　けれど、俺は次に進まなきゃならない。いや進む以外の道なんてない。

　潰して潰して潰して、グチャグチャに轢ひき潰してやらなきゃならない奴らがまだいるのだから。

　と、考え込みながら食事をしている間に、目の前の皿は空になっていた。

「うぅー、なんか口の中がうじゅうじゅするのですよ。やっぱり悪魔の実なのです」

　ザワザワという葉なりの音とともに冷えた風が吹きつけてくる。

「ぴゃっ!!　寒いのです」

　シュリアは寒冷用に誂あつらえた『体温保持』の付与を持つマントをギュッ、と体に巻きつけた。

　もともと寒い地方で過ごしていたらしいミナリスと、大体の悪環境には慣れてしまった俺は平気だったが、温暖な気候しか知らないシュリアには少々キツいらしい。

　マント以外にもミナリスとシュリアの服には『体温保持』が付与されてはいるが、雪でも降りそうな気温に太刀打ちできるほど強力なものでもない。

「ここ数日で一気に冷えたなぁ。まぁ、かなり西に来たし、明日の夕方には魔法の都、カーバンヘイムに着く。あそこは都の中が大結界で覆われてるから、いつでも過ごしやすい気候になってる。そこまでの辛抱だ」

　そう、ギリガル帝国に向かうため北を目指す予定だった俺たちは、国境を越えて帝国の領内に踏み入った後、帝都には向かわずその西、『魔法国家・カーバンヘイム』へと向かっていた。

　名前の通り、国名と同じカーバンヘイムを国都とし、そこにある魔法学園を中心とした国で、無理やり戦争に駆り出された王国と獣国の魔術師たちが立ち上げた。

　その他の大国と比べて二十分の一程度の領土しか持たない小国だったが、魔法の技術では大陸の中で群を抜いて優秀な国だ。

　国の興おこりは帝国ができた頃とほぼ同時期だったが、野心的に領土を求めていった帝国に対して、カーバンヘイムはある程度の領土を獲得すると国の守りへと力を注いだ。

　その結果、生み出されたのが、各都市を覆う都市結界と国全体を覆う大結界。

　物理、魔術ともに優秀な耐性を発揮する都市結界に、一定以上の魔法適性を持たない人間の魔法を阻害する大結界は、カーバンヘイムを守りに易やすく、攻めるに難かたい国へと変えた。

　帝国、王国、獣国の全てに隣接しながら、どこにも潰されずにいるのはそういった理由だ。

　そして中立を宣言したカーバンヘイムは、『新しい魔法を生み出す』という魔法学園の理念の下、今では大陸中から優秀な魔術師が集まり魔法の腕を磨く場所となっていた。

　そして、俺たちが行き先を変更したのはその国にあるダンジョンと学園が理由だった。

「デザートに小さいリコルの実を用意してありますから、焼いて食べましょう。焼きリコルは病気の予防にもいいですから」

「！　シュリアは二個食べるのですっ！」

「はいはい、食べすぎでお腹が痛くなっても知りませんからね」

　小さくため息をつきながらも、蜜み柑かんぐらいの大きさのリコルの実を四つ取り出したミナリスも十分にシュリアに甘いと思う。

　食事に使う木の串に刺して、焚き火でリコルの実を炙あぶりながら、静かな空間でパチパチと火が弾はじける音を楽しむ。

「さて、それじゃあもう一度、カーバンヘイムに着いてからの方針を確認しておくぞ」

　俺は一度そう言って言葉を切った。

「とりあえず学園には生徒として潜り込む。まぁ長々といるわけでもないし、基礎クラスなら必要なのは入学金だけだ。普通に冒険者も魔法を覚えに来てることが多いからな」

　で、と俺は話を続ける。

「お前たちは試験に合格して魔法の基礎理論を教えている『上級クラス』に通ってほしい」

　上級クラスは一定以上の魔法の素養がある者だけが入ることのできるクラスで、純粋な魔術師のための授業を行っている。基礎クラスが『使い方』を教わるクラスなのに対し、上級クラスは『仕組み』を教わるクラスといえば分かりやすいだろうか。

「さて、その間の俺だが、今回は一人でダンジョンアタックさせてもらう。片っ端から経験値に変えて、本来の装備を調えてくる。他にもやりたいことがあるからあれだが、大体、三週間ぐらいか。その間に、お前たちは普通に授業を受けておいてくれ」

「ええっ!?　私たちを置いていかれるのですか、ひどいです」

「いやなのですっ、捨てないでほしいのですぅ!!」

「……いや、とっくに話しただろうが。というか何なのその手抜きな泣き真似」

　示し合わせたようにヨヨヨ泣きしてみせる二人に、反応に困って顔のパーツが棒線のようになる。

「密ひそやかな抗議の気持ちです」

「内緒内緒の抗議なのですよ」

「いやいや、どこが密やかで内緒内緒なんだよ」

　ため息をつく俺に、二人が口を開く。

「……だって、ご主人様を蔑ないがしろにした国に教えを乞うなんて」

「分かってても嫌なのですよ」

　はぁ、とため息をつくと、ミナリスとシュリアは二人してそっぽを向く。

　国の成り立ちを考えれば当たり前の話だが、あの国は魔法が占めるウェイトが大きい。

　そして、俺の魔法適性は全てにおいて皆無だ。

　我流の魔力操作技術はあったが、身体強化魔法の一つも使えない。

　心剣のおかげで何一つ困ることもなかったが、どんな簡単な魔法も使えない俺に対する扱いがいいはずもなかった。

　もちろん、表面上は勇者として最低限の扱いはされていたが、逆に言うとそれだけだ。

「……それでも、俺は魔法を使えないし、教えてやれないからな。基礎を知らない我流はどこかで行き詰まる。実際、ミナリスは『術魔法』を『魔導』まで上げられていないし、シュリアは『傀かい儡らい憑つく代よ』に頼り切りだろ。一度しっかり学んでこい」

　そう、そこが問題だったのだ。

　俺には、元の世界の知識を利用して新しい魔法のアイディアを出すことはできても、それを実現するための術式を編むことができない。

　そもそも魔力を魔法を使えるように変換できない俺が、魔法の使い方を理解できるわけもない。

　きちんと体系化された魔法の中身を理解していないミナリスも、高い適性任せで強引に魔法を発動している節がある。

　シュリアも系統外の適性はまだ高いままなのだから、教会が秘匿している神聖系の魔法は無理でも呪術系の魔法なら覚えられるかもしれない。

「と、いうことで街に着いたらしばらくは、二人とも固有スキルの使用は禁止な」

「「えぇー……」」

「『えぇー……』じゃない。普段から魔力の使いすぎでよく魔力酔いしてるだろ。何でもかんでも軽快に飛ばしすぎるからだ。魔法の基礎を覚えて魔力変換効率を上げること」

　微妙な顔をした二人をそれに、と窘たしなめる。

「お前ら、酔うとその、自分でも分かってるだろ？」

　魔力酔いは理性を抑制し、本能を強める。

　症状としては酒に酔っぱらうようなものだったが、酒と同じように人によって酔い方が違う。

　俺の場合だと徹夜明けのハイテンションか、いろいろ怠だるくてクダを巻くのを我慢できなくなる。

　それに対して二人はその、あまり人に見せられない感じになるからな。

　毎回いなすのに苦労するこちらの身にもなってほしい。

「それは……」

「まぁなのです……」

　スッ、と二人が視線を逸そらす。

「で、でもっ、ご主人様もいけないのですよ？　『これはどう？』『あれはどうだ？』っていろいろ殺し方を言い始めるから、どんどん手が込んで消費魔力も高くなるんです。まだまだ試せてないのだって……」

「それに、『使いこなすには普段から使いまくるのが一番』って言ったのはカイト様なのですー。シュリア、悪くないですぅー」

「うっ、ま、まぁ……」

　と、今度は俺が視線を逸らす番だった。

　どちらも身に覚えがありすぎて反論が……。

「とにかく、今後厄介な敵が増えてきますっ！　復讐相手も戦闘寄りだし、魔物も活性化し始める頃だ。固有スキルでゴリ押しとか危なくなってくるので戦力強化は必須です！　ハイ決定！」

　と、ちょうどよくジャアアアアアッ、と音が鳴った。

　熱の入ったリコルの実から漏れ出た果汁が火に降りかかった音だった。

「っと、そろそろ焼けたんじゃないか？」

「むぅ、強引に話を逸らしすぎですが、確かにこれ以上火を入れると逆に味が落ちます」

「じゃあ、この一番おっきいのがシュリアのです♪」

　シュリアがシュパッ、と素早く手を出して焼きリコルの実を確保する。

「こらシュリアっ、はしたない。火傷しても知りませんよ」

「だいじょ……っ、ひぁっ、あっちちっ、か、かじゅうが、くひのなひゃでっ」

「あぁ、まったくもう。だから注意したのに」

　呆れたようにため息をついたミナリスが氷術魔法で冷やした水を渡す。

「うぅー、舌がヒリヒリするのです。あぁでも、これもちょっと……」

　シュリアが頬に手を当てて、へにゃんとした顔をする。

　相変わらず、復讐が関わらない時のシュリアは変態的に残念なことになっている。

　外見だけを見ればまるで想い人を憂う乙女のようなのに、内側を分かっている身としてはどうしてこうなったの一言だった。

　まぁ、性癖なんてものは人それぞれだし、俺が原因とか考えるのはもうやめよう。うん。

「っと、そろそろ『クー卵たま』にも飯をやらないとな」

　そう言って俺は丸袋から引っ越し用の段ボールぐらいの大きさをしたケースを取り出す。

　四方がガラス張りになった水槽のようなそのケースの中には、干し草と白く輝く殻を持つ卵が入れられていた。その卵の正体は、王都を脱出する時に瓶に詰めて持ち出した一匹の『ウォールイーター』だった。いずれ何かに使えるかもと、魔力を込めた肉を与えて育てていたら、どんどん成長し、少し前に突然、卵へと進化した。そうして、卵になる前から『クーちゃん』と名前をつけて熱心に世話をしていたミナリスにより、この卵は『クー卵』と名付けられることになったのだ。

　地面に置かれたケースの中で、カタッ、カタッ、と卵は揺れ動く。

　この姿になってからも、クーは食事を欲しているようだった。

　口などないので食べ物を食べられないのは見た目通りだったが、手に抱えていると体から漏れ出る魔力を必死に吸い取ろうとしていた。なので、ある程度魔力を与えてやると途中で『お腹一杯』とばかりに卵を揺らして魔力の吸収をやめた。

　これがこの形態での『食事法』なのだろうということで、あれから朝昼夜と間隔を置いて魔力を与えていた。

「むっ、さぁ、シュリアの出番なのですよっ！　アチチッ」

　スッ、と気合満々で立ち上がったシュリアが残ったリコルの実をむしゃむしゃと一気に食べきって、ケースの前にまでやってきた。

　これもいつものことだった。まずはシュリアが一番にクーに魔力を与えようとする。

「さぁ、美味しい美味しい魔力なのですよー」

　ケースの上うわ蓋ぶたを取り外し、卵を抱きかかえたシュリアがまるで赤ん坊にミルクをあげるように魔力を注ごうとするのだが……。

「……完全に見向きもされていませんね」

「全部ダダ漏れになってるな」

「はうっ！」

　……相変わらず、シュリアからの魔力は一切受けつけないようだった。

　好みと違うのか、卵になる前からクーはシュリアの魔力の込もった餌は食べようとしないのだ。

「ううぅ……ッ、なんでなのですぅ、そんなにシュリアの魔力はダメなのですか……？」

「よしよし、シュリアは頑張りましたね」

　涙目でイジけるシュリアをミナリスが慰める。

「『ガタガタッ』」

「はいはい、そう慌てるなって……」

　俺が卵を受け取ると、待ってましたとばかりに卵が嬉しそうにカタカタと揺れる。

　後はいつものように卵からの吸収が止まるまで魔力を与え続けるだけだ。

　と、そう考えた瞬間だった。

　ピシィッ。

「「「え……っ？」」」

　俺の手の中で、卵にひびが入った。

　ピシッッ、ピシッ！

「お、ま、まてっ、やばっ、ど、どうするんだっ!?　どうすればいいっ？」

　断続的な音とともにどんどんひびが入っていく卵に、サッ、と周りを見回す。

「お、落ち着いてくださいご主人様っ、ケースの中に卵を戻しましょう」

「ゆっくり、衝撃を与えないように慎重にやるのですっ」

「お、おう」

　ミナリスとシュリアにそう言われ、少しだけ冷静さを取り戻した俺は、ケースの中に卵を戻す。

　その瞬間だった。

　ピシシシシッ!!

「「「あ……っ!?」」」

　限界を超えるように鳴り響いた音とともに、卵は見事に割れた。




「……あー、うきゅ？」

「「「うきゅっ？」」」




　パッカリ分かれた卵の中から現れたのは、高さ二十センチ程度の人型の何か。

　まるで元の世界で友人の末すえ彦ひこに見せられた女の子のフィギュアのようだ。

「うきゅ、うゅ、ゆきゅう、おひさまーっ」

「こいつはまた……」

　大きさを無視しても、その見た目は奇異なものであるように思えた。

　ベースは普通に、というのもおかしいが、若干緑がかった黒髪と、どこかミナリスに幼さを足したような顔立ちをしている。

　しかし、肩から手首のあたりまで、外側が爬は虫ちゅう類るいを思わせる鱗うろこに覆われ、背中には鳥類の翼が生えている。尻尾は獅子のような細い尻尾の先にふわふわとした毛玉がついて、チラリと覗のぞく手のひらには肉球らしきものもまでついている。

　頭には今割れたものとは別の、小さな卵の帽子をかぶっており、耳を出すために開いているらしい穴からはウサギ耳が二つ飛び出ていた。

　端的に言えば、盛りすぎだよ、乗っければいいってもんじゃないよね？

「うーきゅ、うきゅ、おそとーっ、ぱんぱ、まんぁま、ぃもーとっ、うきゅう！」

　そんな当人（？）は知ってか知らずか小さな手で俺たちを順繰りに指す。

「うきゅーっ、ふさふさーっ、もふもふーっ！　うきゅーっ♪」

　きょろきょろと周りを見回したクーは、敷き詰められたやわらかい藁わら房ぶさを見つけると、ケースに敷き詰められた藁をふぁさふぁさと巻き上げながら、嬉しそうに笑っている。

「これは、また可愛いらしい姿になりましたね、クーちゃん」

「わーっ、かわいいのです、お人形さんみたいなのです」












「うきゅぁあっ♪　きゃっ、きゃっ、まんぁー、まんぁ～……」

「あら、私ですか？」

　と、藁からミナリスに興味の対象が移ったらしく、ケースの中からミナリスに向けて手を伸ばす。ミナリスが両手をお椀わんの形にしてケースの中に差し込むと、クーはミナリスの手によじ登った。

　それでもなおミナリスのそばに近づきたがるので、ミナリスが顔を近づけると、クーが嬉しそうにミナリスに頬ずりした。

「まんぁーっ！　まんぁーっ！　うきゅぁっ♪」

「あ、あぁ、これは、いけません。なんでしょう、この異常に母性を刺激される感じは」

　その仕草がツボだったのか、ミナリスのしっかり者の仮面が剥はがれ落ちてへにゃんとする。

　ちなみに俺が指示して以降、ミナリスはスキルを使わず表情を作るように訓練していた。おかげで、ミナリスのスキル『鉄面皮』は、『操面皮』という上位スキルに変化している。

「シュリアにもっ、シュリアにもっ!!」

「きゃう？　きゃうーっ、ぃもーとっ、もぉーとー！」

　自分の中の何かと戦っているらしいミナリスの手から、クーはシュリアの手へと乗り移る。そこでも楽しそうにペチペチとシュリアの手のひらをあちこち触って、羽を動かして飛び上がった。

「わわっ!?　飛んだのですっ」

　ちょこんと頭の上に飛び乗ったクーは、満足げにシュリアの頭を柔らかな肉球でペチペチとしていた。

「いもぉーっ、くー、ネネーッ！」

　一通りぺちぺちと触って、クーは満足したようにバンザイして胸を張った。

　そしてシュリアの髪を掴んで軽く引っ張っている。

「いたたっ、あぁ、なんか下に見られてる気がするです。納得いかないのですぅ」

　と、そんなことを言いつつも、若干シュリアは嬉しそうだった。

　……子供にじゃれつかれて微笑ほほえましく思っているだけだよね？

　ドＭな性癖を爆発させてるわけじゃないと、信じたい。信じさせてください。

　そのままぺちぺちとシュリアの頭を叩たたいて満足したのか、今度は俺の方を向いてきた。

「うきゅっ!!　ぱんぱーっ!!」

「おおっと」

　ピョンッ、とクーが俺の方へと頭から跳んできたので両手で受け止める。

「ぱんぱー？」

　クリっとした目で首をかしげるその仕草は愛らしく、二人の反応も理解できないわけじゃない。

　だが、俺にはクーを見た瞬間、なぜか嫌な奴らを思い出していた。

（妖精に似てる……？　いや、大きさ以外に共通点は……、それに妖精はこんな風に生まれない）

　どうしてかあの外道虫どものことが頭にチラつく。

　妖精はその全てが妖精女王の子供であり、妖精郷にある妖精樹の実から産まれ落ちる。

　いずれその妖精郷は俺の手で押し潰すが、クーは明らかに妖精ではない。

　が、そのほんの少しの逡しゅん巡じゅんがクーには我慢できなかったらしい。

「ぱんぱ、くー、きらぁ？　うきゅ、うきゅぁあああああぁっ、うきゅぅうううっ!!」

「ちょっ、たんまたんま！　『ぱんぱ』って俺のことか？　嫌いじゃない、嫌いじゃないからっ!!」

　突如大泣きを始めたクーに慌てて弁明する。

「ほ、ほら、お腹減ってるだろっ？　魔力やるっ、魔力やるから！」

「うきゅ……、うきゅっ。ほ、ほんと？　ぱんぱ、くー、きらぁじゃない？　まりょぉ、くれる？」

「ホントホント、ぱんぱ、嘘うそつかない。ほら」

「ぱんぱっ、んぱーっ!!」

　急いで魔力を手のひらから出すと、クーは涙を引っ込めてまた花が咲くような笑顔を見せた。

　するとすぐに手のひらをかじかじと甘あま噛がみして魔力を食べている。

　幼虫姿の時も似たような食べ方をしていたが、小さな歯が肌を滑って微妙にくすぐったかった。

「ふぅ、何とかなったか」

「クーちゃんのこと虐いじめてはだめですよ、ご主人様」

「めーなのです、虐めるのはシュリアだけで……」

　と、そんな時だった。

　ミナリスから静かに声があがる。

「ご主人様、十六匹です」

「んん、正解。ちょっと遅かったが、探知の範囲も俺と同じくらいになってきたな」

「んぅー、シュリアにはまだ囲まれてることしか分からないのです」

「うきゅう？」

　と、不思議そうにクーが首をかしげた、その瞬間だった。

「「「ギギィーッ!!」」」

　現れたのは五匹のモンスタープロントと呼ばれる植物の魔物。

　元の世界で例えると、自走する巨大なハエトリソウの魔物だった。

　口から吐き出される溶解液は金属製の装備を腐食させ、ツタのような植物で構成される手足はいくら切りつけてもすぐに再生する。完全に倒すには核となる部位を潰さなければならない。

　だが、その核となる部位がモンスタープロントの溶解液が詰まる袋に纏まとわりつく一センチあるかないかのツタなのだ。つまり、普通に切りつければ袋も破れて溶解液で金属の武器はダメになる。

　なので、剣や槍やりで戦う手合いからは蛇だ蝎かつのごとく嫌われている魔物だ。

　しかし、完璧にツタだけを切り裂くことができれば剣をダメにせずに倒すこともできる。近接戦闘の技術を上げるのにはちょうどいい。

「モンスタープロントか、二人で半分ずつ相手な。飛び道具禁止、使い捨ての剣で相手をすること」

「「はーい」」

「よし、ミナリスは剣二本で、シュリアは四本までで……」

　失敗したらなんか罰ゲームと言いかけた、その時だった。

「うきゅぁあああああああっ!!　ゃーっ、やだゃーっ!!」

「なっ、うおっ？」

「ふぇ、ひゃっ」

　弾かれるように叫んだのはクーだった。

　誰が見ても分かるほど怯えた様子で涙目になったクーは、俺の手のひらから錯乱したようにミナリスへと向かって飛んだ。

　慌ててミナリスが受け止めようとして、しかしクーはミナリスの手をすり抜けた。それもミナリスが受け止め損ねたわけではなく、文字通りの意味でそのまますり抜けたのだ。

「「「え？」」」

　信じがたい光景に驚く間もなく、クーはミナリスの豊満な胸に飛び込み、やはり同じようにミナリスの身の中に沈んで同化した。

「っ!?　っ!?　っ!?　えっ、く、クーちゃんっ」

　その瞬間、ミナリスが混乱したように周りを見回す。

「ミナリスっ、落ち着け、大丈夫かっ」

「ミナリスさんっ、大丈夫なのですかっ!?」

「あ、い、いえ、大丈夫、では、あると思います？」

　慌てる俺とシュリアに、ミナリスは疑問符付きでそう答えた。

　だが、どこをどう見ても何の影響もないようには見えなかった。ミナリスの亜麻色をしていた瞳が海のような深い青色に変わり、龍の目のようにその瞳孔が縦に割れる。

　髪の色も半ばから毛先までが青白く染まり、薄く燐りん光こうを纏うように輝きを放っていた。

　急いでミナリスに鑑定を掛けると、状態表示の欄には【？？？？の同化（個体名・クー）】と表示が出ていた。ステータスは全項目に（＋？？？）と補正が入っているし、スキル欄には【？？？の加護（付与）】【能力覚醒（付与）】【創そう呼こ躁そう蟲ちゅう（付与）】と不可思議なスキルが追加されている。

「なんだ、こいつは……」

　こんなスキルも、『同化』なんていう状態も見たことがない。加護に至っては正しい名前すらも分からない。しかも、どれも名前から想像する以外の詳しい効果が何一つ分からない。

　表示される情報は文字化けを起こしたように全て判別のつかない文字になっている。こんなのは、レティシアやメテリアに鑑定を掛けた時ぐらいだった。

「み、ミナリスさんは大丈夫なのですっ？」

「よく分かりませんが……、クーちゃんの声が聞こえます。それに、これは……くふっ、くふふっ、ご主人様、ごめんなさい。この魔物、全部私に下さい」

「…………大丈夫、なんだな？」

　鑑定で分からない以上、能力を確かめられるのは本人だけ。

　本人のステータスボードで明文化されているかどうかは分からないが、試したいというのなら早い方がいいだろう。

「えぇ、大丈夫です、でも、これ、獣人の本能を刺激するみたいで、獲物が目の前にいるとっ、もうっ、もうもうもぉおおおっ!!」

　ギラりと獰どう猛もうな笑みを浮かべたミナリスが一人で魔物の群れへと突っ込んでいく。

　目にも止まらぬ速さでモンスタープロントに切りつけたミナリス目がけて一瞬遅れて溶解液が噴き出すが、その頃には次の獲物へと剣を振るっている。

（……速いな、闘争本能の強化にステータスの上昇、獣化みたいな能力か）

　闘争本能を増大させ、一時的にステータスを強化することができる獣化は、一部の獣人が覚えることのできる到達点の一つ。

　姿も変わる獣化とは違うし、獣化できるほどの力量は今のミナリスにはない。けれど、目の前のミナリスの動きは、明らかにステータスが大きく向上している。

「ギュルアァ!?」「ギギギッ!!」「ギュボッ!?」

「くふふっ、あはははっ」

　しかも、魔法が使えなくなるという欠点のある獣化と違い、魔法の使用もできているようだった。

　ミナリスの振るう剣は溶解液対策か、刀身が氷でコーティングされている。しかし、刺激された本能を制御しきれているわけでもないようでその剣は俺が教えたものではなく、本能に任せて振るわれているだけだった。

「うぁー、ミナリスさん、凄すごいことになってるのです。キラッキラなのです」

　シュリアが思わず呟つぶやいた通りに、ミナリスの動きに合わせて翻ひるがえる髪の光は、神々しいと言っても差し支えなかった。

　五、六、七匹目を引き裂いたところで、ミナリスはバックステップで魔物から距離をとった。

「ふふふ、それじゃ、残りはまとめて試しましょうか」

　獰猛な笑みはそのまま、ミナリスは魔物たちを睥へい睨げいする。

「ステータスが上がってるのは加護か、能力覚醒か、どっちかのスキルだろうな。試すってことならあとは……」

「──獰猛な触しょく餓がは幾億千。

　巡めくれ、目め呉くれ、芽め暮くれ、女め昏くれ。

　祖は遠く、されど我は太古を望む。

　────『サモンズ・アントティード』」

　詠唱と共に漏れ出す魔力は、普段のミナリスのものから明らかに変質していた。

　その異質な魔力に、ゾクリと背筋を危険な何かが這い上がるような感覚を覚える。

　モンスタープロントの群れの中、音もなく開かれたのは闇やみを漂わせる黒の靄もやが満ちた暗い穴。

　その奥からギチギチギチギチと重なり響く無数の音と、溢あふれ出るのはどれだけいるかも分からないほどに大量の黒くろ蟻ありに似た蟲むし。

「「「「「ギェアェャギャァアアッ!?」」」」」

「これはまた……」

　それはまさに飲み込むという表現が的確だった。

　荒れ狂う黒波は一息にモンスタープロントの姿を覆い尽くし、その断末魔さえも無数の蟻があげる歯噛みの音に押し潰される。

　全てが終わるのに、ほんの十秒も掛からなかった。

　蠢うごめく黒波はやがて求める先をなくし、元来た闇穴の中へと引いていき、穴も塞がる。

　残されたのはかすかに地面に零れた溶解液のシミだけ。

　黒蟻が這いつくした一帯には、モンスタープロントの遺い骸がいどころか、生い茂っていた下草すら残っていなかった。その場に残された戦闘の跡は、最初にミナリスが直接手を下したモンスタープロントの遺骸だけだった。

　と、途端にミナリスの体がフラリっと大きく揺れた。

「っ、ミナリスっ!?」

（ちっ、やっぱり使わせたのは失敗だったかっ!?）

　俺の心剣と同じように、強大な力の行使は大抵、比例するように対価を求められる。

　あの力は今のミナリスの手に余るものだったはず。なら、それに対応する対価も……。

「くふふっ」

「っ、うおっ!?」

　だが、倒れそうなミナリスを慌てて受け止めようとした俺はミナリスに地面に引き倒された。

「くふ、くふふっ、くふふふふふっ!!」

　それは、生暖かい湿り気を帯びた哄こう笑しょう。

　振り向いた上気した顔に、熱を帯びて濡ぬれる瞳。

（いつもの魔力酔い、じゃなさそうだな）

　触れた肌が熱に浮かされるように熱く、伝わる鼓動も息も異常に荒い。

「はぁ、はぁっ、ご主人様、体が、熱くて、喉が渇いて」

「落ち着け、まずはゆっくりと息を吸うんだ。んくっ、シュリアも見てないで引き剥がすの手伝ってくれっ！」

　想像以上にミナリスの力は強化されているようで、押さえ込まれての不利な体勢から引き剥がすのは難しそうだった。

　が、シュリアはというと、顔を赤くしながら顔を両手で覆い、『はわわっ、エッチぃのです、エッチぃのです』とガン見している。

「くぅっ、つ、使いものにならないっ」

　ドＭな方向に振り切れてるくせに、普段は初う心ぶなのはどういうわけか説明してほしい。いや、ガン見してるし初心ではないのか？

「んっ、いい加減に……」

　抱き合うようにのしかかられた俺の首筋を生温かく滑った舌が這い、ゾクリとした感覚が背筋を駆けた。

　ザラリと肌を刺激され、触れるか触れないかの撫でるような力加減でその指先が頬をくすぐった。

「ごめんなさい、ご主人様っ、私もうっ、もうっ!!」

　切迫して囁き漏れるように聞こえた声に、首筋を微かすかな痛みが走る。

　プツッ、とミナリスの牙が皮膚を突き破った。

「っ!?　この、感じはっ!?」

「はぁっ、はぁっ、甘い、美味しい……、んくっ」

　驚きに動きを止める俺の耳に、ピチャピチャと血を舐なめ上げる音が聞こえる。

　徐々に力が抜けていくような、逆らう意思を削そぐような感覚には覚えがあった。

「みっ、ミナリスさんっ!?　いくらなんでもやりすぎなのですっ!?」

　ミナリスの尋常じゃない様子にシュリアも我に返ったのか、慌ててそばに駆け寄ってくる。

　だが、シュリアの腕力では今のミナリスを引き剥がせるはずもない。

「ちっ、許せよミナリスッ!!」

「んぐっ!?　ぐっ、うぅ、う……」

　恍こう惚こつとしているミナリスの首に手をやり、頸けい動どう脈みゃくを締めて意識を奪う。

　やがてミナリスの体から力が抜け落ちる。

「うゅ、うきゅぅ……」

　ミナリスが意識を失うのに合わせ、クーもまたミナリスの体から分離して現れた。

　クーはまるで何もなかったかのように、ミナリスの腹の上ですやすやと眠っている。

　その後、状態を確認するためにまずは自分のステータスを開く。

「やっぱり、『鬼化毒』……。くそ、考えなきゃならないことがまた増えたな」

　ミナリスの体を抱えて体を起こし、痛む頭でため息をつく。

「えっと血がっ。ＨＰポーションなのですっ！」

「あー、いや、ＭＰポーション用意してくれ、傷はいい。それから万能タイプの解毒薬を」

「は、はいなのですっ」

　若干気け怠だるい体でミナリスに膝枕をすると二本の小瓶の中身を一気に飲み干す。

　体内の魔力を活性化させ、解毒薬で弱まった『鬼化毒』を押し潰す。

（これで『鬼化毒』は問題ないはず……）

　『鬼化毒』、正式には『吸血鬼化毒』は、その名の通り流し込まれると吸血鬼に変えられ、相手への従属を強制される。吸血鬼の真祖にしか使うことのできない毒だと聞いていたのだが……。

「あんにゃろう……っ、何が『【鬼化毒】は俺のような真祖の吸血鬼にしか使えない』だ。でまかせ言いやがって」

　あの俺様野郎っ、この世に残った真祖は俺だけだから、対処法を覚える必要はないって言っていたくせに。無理やり聞き出しておいて本当によかった。

　もし、この二度目の世界で出会うことがあったら顔面をグーで殴り飛ばそう。

「だ、大丈夫なのですっ？」

「あぁ、俺もミナリスも問題ない。とりあえずは、だけどな」

　ミナリスのステータスを開くと、ＭＰを大幅に消耗している以外は普段の状態に戻っている。

　クーには相変わらず鑑定が掛からなかったが、気持ちよさそうに寝ているので特に問題もないだろう。時折冷たく吹く夜風が寒いようで、もぞもぞと動いてミナリスの服の中へと潜り込んだ。

「んんっ……」

　もみ合っていたことと、クーが潜り込んだせいでミナリスの着衣がかなり乱れている。

　晒さらされた素肌が寒いようで、ミナリスは身を捩よじらせた。

「とにかく、このまま寝かせておくと風邪を引くな。毛布を……」

　これ以上は目の毒と、丸袋から毛布を取り出そうとしたその時だった。

「っとっ、ちっ!!」

　ビュンッ!!　と風を切る音とともに魔力で強化された弓矢が俺を狙って飛来した。

　考えるよりも先に反応した体がその弓矢を切り払う。

「ったく、誰だお前」

　弓が飛んできた方から甲高い女の声が響いて、俺はそちらに目を向けた。

「あんたっ、ミナリスちゃんをどうするつもりよっ!!　離れなさいっ!!」

　現れたのは金髪のショートカットをした少し年上に見える人間の少女。

　鋭い目つきをした目に濃い怒りを宿して、引き絞った弓をこちらに向けている。

「ったく、なんだっていうんださっきから。何でもかんでも詰め込めばいいって話じゃねぇんだぞ。少し休ませろよ」

　そう、思えば昔から、いつでもそうなのだ。

　厄介ごとはいつだって、冗談みたいに重なって襲い来るものだったのだ。






第二章　予期せぬ再会






「ふぅー、やっぱりこの辺りは寒いわねぇ」

　馬車を止めた、針葉樹の多い森の中。

　馬車の隙すき間まに差し込んだ朝日に起こされて、のそりと外へと這はい出した。

　時計なんてものがないこの世界では、日が昇った時が基本的に目覚めの時間になる。

　朝の冷たい空気にさらされながら桶おけに張った水に映ったのは、前世とは似ても似つかない金髪ショートカットのそこそこ整った顔。

　似ているところがあるとすれば、意地っ張りな性格がそのまま出ているような吊つり上がり気味の目尻ぐらいしかない。

『あぁー、もう、ダメ……、死ぬ』

　私が前世、死ぬ前に残した最後の言葉はそれだった。

　残業代も出ないブラック会社の勤めを終えて、スカートが皺しわになるのを気にする余裕もなくベッドに倒れこんだ私は、どうもそのまま過労死してしまったらしい。

　私、レオーネ＝ボルトがそんなしょっぱい前世の記憶を取り戻したのは、五歳の頃のこと。

　魔物も盗賊もほとんど現れない平和な町で冒険者夫婦の子供として生まれて、『いざという時のため』と意味不明なことをのたまう両親から受けさせられた訓練の最中に頭を打たれて思い出した。

　当然、日本人としての記憶を思い出してしまった私が、冒険者などというヤクザな日々を送ろうと思うわけもなく、もともと旅行が趣味だったのでいろいろな土地を回れる行商人になった。

　知り合いのおじさんのもと、行商人の見習い修業を経て独り立ちして、いろいろ苦い思いもしながらそこそこ顔も売れてきた。

　生まれ持った固有スキル【浴する瞳】が、『意識した相手の抱える感情の色が見える』なんていう便利スキルだったのもあって、いろいろ大変だったり危険な目に遭ったりしながら、周りの助けもあって商売も軌道に乗ってきた。

　まぁ売れてきた理由が、「あなたが戦って歌えて酒乱な行商人、『暴れ弓のレオーネ』殿ですかっ！」と素直に喜べるような内容ではないのが悩みなのだけれど、私に原因はないと思う。

　襲ってくる魔物と盗賊と魔族が何もかも悪かったのだ。それから、酒好きの趣向が変わらないのに悪酔いしちゃうこの体が悪い。元の世界じゃ、絡み酒なんてしなかったのに。

　あぁ、それに性根はともかく、乱暴な人が多いのも悪い。釣られてこっちまで乱暴になるのよ。

　けど、ようやく魔王が倒されて、人類と魔族の争いも目立たなくなって。

　巷ちまただと勇者が魔王に乗っ取られたとか、もともとはいろんな悪事を働いていて最初から魔王に成り代わるつもりだったとか、そんな噂うわさが一気に広まった。

　どうにも不自然に思ったけれど、そもそも勇者と面識なんてなかったし、大国のほとんどが口を揃そろえて言っていることに、私が首を突っ込めるはずもなく。

　とにかく、私の周りは魔王が倒されたことをきっかけに、だんだんと平和になって、たまに現れる盗賊や魔物を倒す程度でよくなった。散発的に暴れる魔族の残党も、魔王が討伐されて半年ぐらいで落ち着きを見せ、人々の顔に笑顔が増えた。

　そんなこんなで、これからようやく少しはのんびりと過ごしていけそうだと思っていた私は、ここでもまた痛い目を見ることになった。

　旅の途中、行商に使っている馬車で眠っていたはずなのに、起きたらなぜかある町の宿屋で寝ていた。寝ぼけているのかと顔を洗いに行った水桶には、前日に見たはずのものよりも明らかに幼い四年前の私の顔が、ぽかんと口を開けたまま映っていた。

　その後、慌てて情報を集めて回って、私は一つの結果にたどり着いた。

『う、うそーん、これってもしかしなくても、タイムスリップ？』

　生まれ変わりなんてことだけで十分すぎるぐらいに私的にはキャパオーバーなのに、加えて約四年分のタイムスリップを経験したようだった。

　それからは本当にタイムスリップなのか、もしかしたらただ長い夢を見ていただけなのか、事態を把握して数日は頭を抱え込むことになった。けれど、悩むのはすぐにやめた。

　どうしてそうなったかよりも、これからどうするかの方が大切だったからだ。

　未来にどんなことが起こるか分かる今なら、救えなかった命を救うことができるかもしれない。

　すぐに昔の記憶をできる限り思い起こして、いずれ本格化するはずの魔族との戦争に備えてきた。身を守る力を手に入れるために、前はやらなかった積極的なレベル上げをしつつ、固有スキルと未来の知識を利用して荒稼ぎする。

　物事は順調に進んでいる。唯一の不手際といえば、この世界でもまた『暴れ弓のレオーネ』の二つ名をいただいてしまったことぐらい。だけど……。

（商売はほぼ計画通りにいってる……。でも、本当ならもう勇者の噂が広まっている頃のはずだし……、ダートラスで魔力嵐なんて記憶にないし……、バタフライ効果、っていうのかしら）

　パシャパシャと顔を水で洗いながら考える。

「ふぅ、まぁいいか。何にしても訓練は無駄にならないし」

「何が無駄にならないんだ？　団長」

　と、現れたのはクスミ気味の赤毛の青年・ダン。

　故郷の幼おさな馴な染じみで、私が独り立ちする時に『護衛』として付いてきてくれた。

「ダン……、ううん、ちょっとこれからのこと考えてたの」

「これからって、カーバンヘイム行き、やっぱりやめるのか？」

　普段から無神経なダンがやけに気を使ったような言い方で聞いてくる。

　カーバンヘイムのそばにはあの村がある。

　だから、あの出来事を知って以来、意図的にカーバンヘイム周辺は巡業路から外していた。

「やめないわ。あの村に行く気はないけど、必要以上に避けることもしない」

　仲間の皆にはタイムスリップのことは話していないから心配されるのも仕方がないけれど、体感としてはもう八年ぐらい前の話。

　気にしていないわけじゃなくても、必要以上に避けるほど心の整理がついていないわけじゃない。

「本当、タイムスリップなんて起きるなら、もう少しだけ昔に戻ってくれればよかったのに……」

　脳裏には村を訪れる度、笑顔で私たちを迎えてくれた一人の少女の姿がちらついていた。

　どうして四年なんて中途半端にタイムスリップしてしまったのか。

　いっそのこと、この世界に生まれ直した直後ぐらいからやり直してくれればよかった。そうすれば、あの母娘のことを助けてあげられたかもしれなかったのに。

「忘れろなんて言わないけどさ、あんま気にすんなよ。お前が悪いわけじゃないんだからさ」

「……ありがと」

「大丈夫だってっ、きっといつか見つけられるさ。昔から俺の勘はよく当たるだろ？」

「もう、バカ」

　腰の長剣をコンコンッと叩たたいて、わざとおどけたように話すダンの気遣いがありがたかった。

　と、そんな話をしていると声が聞こえてきた。

「へぇー、レオーネちゃんを慰めるなんてダンくんも成長したわねぇ。鼻たれ小僧だった頃を知っているお姉さんとしては感慨深いものがあるわぁ」

「あっ、だめじゃないですか。こういうのはこっそり鑑賞して後で冷やかすのが楽しいのに」

「あ、あんたたち」「お、お前らっ」

　揶揄からかうように声を掛けてきたのは豊満かつ妖よう艶えんな体つきと服装をした女・シュピーネ。

　紫に近いピンク色のクルクルとしたクセ毛をいじりながら、いいおもちゃを見つけたとばかりにニヤニヤといやらしい笑みを浮かべている。

　その隣には男にしては若干小柄な体格をした青年・ザンク。

　黒髪に額には浅あさ葱ぎ色いろのバンダナを巻き、両腰には小剣を一本ずつ吊るしている。

　二人とも、ダンと同じく私が独り立ちする前から一緒の仲間だった。

「ザンクくんは相変わらず、見た目に反していい性格してるわねぇ。お姉さん、ザンクくんのそういう腹黒いところ好きよ？」

「僕もシュピーネさんのそういう悪いところ、好きですよ。っと、危ないですね」

「やんっ、乱暴ねぇ」

「うるさいっ、二人して揶揄うからいけないんでしょっ!!」

　ニコニコと笑みを交わす二人に向け、弓矢を放って吠ほえる。

　涼しげな顔をしてシュピーネは体を反らして、ザンクは剣で弓矢を払いのけた。

「さすがは暴れ弓……」

「んんっ！　何か言った!?」

「おおっと、その辺にしとけよ、弓矢代だってただじゃないんだろ」

　ついでにダンにも弓矢を放ったが、それも容易たやすく剣で防がれる。

　こいつも揶揄われているくせになんでこんなに平然としているのか。

「まったく。とにかく、さっさと朝食を済ませてカーバンヘイムに向かうわよ。ただでさえ、想定よりも魔物との遭遇率が高くて行程が遅れ気味なんだから」

「なぁー、本当にあの国の学園に通うのかー？　俺、魔法って苦手なんだけど……」

「だから行くのよ。剣士でも、もう少し魔法が使えないと、いざっていう時に困るわ」

　不満を言うダンにそう言って会話を終わらせバラバラと食事の用意を始めようと動き始める。

　と、こっそりとそばに寄ってきたダンが私の頭をポンポンと叩いた。

「ミナリスちゃんたち、見つかるといいな」

「……バカ、ダンのくせに格好つけちゃって」

「うわ、ひっでぇ」

　ふと見上げた空は青く澄み渡っている。今日もいい一日になりそうだった。







「よしよし、今日は順調に進めたわね。魔物との遭遇もなかったし」

　パチパチと鳴る焚たき火を囲み、私は上機嫌で火で炙った干し肉を口にする。

　この世界に生まれ直した直後は『なんだこの食事っ！』と眩暈めまいがしそうな思いだったが、体感時間で三十年も生きていれば人間も割と適応できるものだった。

「ちぇ、今度こそモンスタープロントにリベンジしたかったのにっ」

「モンスタープロントが出てきても、ダンじゃなくてシュピーネに対応してもらうわよ」

「ええっ!?」

「いやいや、何を驚いてるんですか。ダンさん、前の町を出てからいったい何本剣をダメにしてるんですか。数打ち物とはいえ、もったいないですよ」

「そうねぇ、そもそもモンスタープロントを剣で倒そうなんて普通は思わないものねぇ。むしろ、今までダンくんのわがままを許してたレオーネちゃんの懐が広すぎるわねぇ」

　呆あきれてため息をつくザンクにシュピーネも同意の声をあげる。

「うぐっ、も、もうちょっとで何か掴つかめそうなんだよっ！」

「それでもだめよ。だって、鉄製の剣、計二十五本で銀貨二十枚分、今月のダンのお小遣いは打ち止めだもの」

「えっ!?　うそっ!?　小遣いからの天引きなのっ!?」

「当たり前でしょー、タダじゃないのよタダじゃ。五本分はおまけしたんだから感謝してよね」

　ガビンッ、と想定外というような顔をして声をあげるダンにしれっと言い放つ。

　あと半年もすればダンは本当に宣言を成し遂げてモンスタープロントをバッサバッサと切り倒せるようになっていたので、きっと今言っている『もう少し』も嘘うそじゃないんだろうけど……。

「お金は無限に湧いてくるわけじゃないのっ!!　身体強化の魔法を覚えた時が次のボーナスね」

「ま、マジかよ……っ、まじかぁ……」

「ほらほら、逆に言えば頑張ればまた再挑戦できるってことですよ？　カーバンヘイムの周りにはモンスタープロントの上位種もいるっていう話ですから、ダンさんも頑張って魔法を覚えましょう」

「そりゃ、ザンクは器用だから魔法だってすぐに……、レオーネ、戦闘音がする。結構近い」

　と、弛し緩かんした空気から一転、ダンは鋭さを滲にじませた声をあげる。

「シュピーネ、数を探れる？」

「もうやってるわ。一、二……、全部で十六匹ね、相手にしてる方は三人ぐらいかしら」

「決まりね。先手必勝っ！　みんなっ、行くわよ」

　私が立ち上がると自分の愛弓を手に取った。

「どうせこうなるとは思っていましたけど……。加勢するなら急いだ方がいいですね」

「ま、ここでこのままキャンプしてたら巻き込まれるかもしれないしな」

　全員が武器を手に立ち上がり、その場へと向かう。

「っ、凄すごいな、どんどん魔物の気配が消えてくぞ。俺たちが着く頃にはもう全部終わってそうだ」

「高位の冒険者ってこと？　いいじゃないっ、商売のチャンスよ!!」

　それに、今後のことを考えれば、力のある人たちと友好関係を築いておくに越したことはない。

　商売のネタにも繋つながるのなら一石二鳥ってものよ。

「気配はその先だ」

「凄いですね、本当にもう終わってます」

　向かう場所の近くまでやってくると、すでに戦闘の気配はなかった。

「とりあえず、声だけでも掛けましょうか。素材の買い取り交渉もできるかもしれな……」

　と、その時だった、辿たどり着いたその場所に見えたのは、一人の少年と少女の姿。

　黒髪をした少年が見覚えのある少女を締め落としている姿。

　一瞬で頭に血が上り、私は番つがえた弓矢を放った。

　ずっと探していたその姿に、思考よりも先に体が動いていた。

　『獣人だったから』。

　ただそれだけの理由で村人たちに売られた少女のことを、助けたいと願い続けて、行く先々でその行方を捜した。

「あんたっ、ミナリスちゃんをどうするつもりよっ!!　離れなさいっ!!」

　そうして私はようやく、ミナリスちゃんを見つけることができたのだから。





　　　　☆






　さてと、『ミナリスちゃんをどうするつもり』ね。

（ミナリスの知り合いか？　直接ミナリスに確認を取りたいところだが……）

　残念ながら、その当人は俺の腕の中でぐったりとしている。

　俺が気絶させたわけだが、ミナリスの意識は闇の中、話を聞ける状態ではない。

「ちっ、面倒だな」

　いきなり矢を射かけてくるほど敵意丸出しにこちらを睨にらんでいる少女。

　到底、話を聞いてくれそうにはないし、ミナリスの関係者なら迂う闊かつな対応はとれない。

　奴隷として劣悪な環境で連れまわされたミナリスは、元いた村の正確な場所が分からないと言っていた。

　そもそも、近くの森以外、ミナリスは村から離れたことはなかったらしいし、気候と獣人嫌いの村人が集まる場所ということまでは分かっているが、それだけで村の場所を探すのは骨が折れる。

　もしミナリスの昔を知る人間だとしたら、ミナリスの復ふく讐しゅうのための糸口になる。

（となると、『制圧』か『逃走』か）

　だが、『制圧』は残念ながら状況が悪い。

　先程の矢の一撃、冒険者の中でも高位に位置するだけの力がある。

　目の前の少女と木陰に隠れている残り三人が同程度の技量があるとすると、手加減をできるような戦力差ではない。

　ミナリスを抱えたまま、俺とシュリアだけで相手にするのはこっちの身も危ない。

（とにかく、その気がなくても殺しかねない時点で却下だな。親しい相手ならミナリスが悲しむだろうし）

　ミナリスの復讐の記憶に、こいつらのことは何もなかった。

　つまり、復讐相手ではないミナリスの知り合いということになる。だとしたら、どんな対応を取るにしろまずはミナリスに確認を取ってからだ。

　王都の武器屋の親父や、ダートラスの街の養護院など、自分の救いたい相手だけを救っておいて、ミナリスの関係者を殺すような真似はできない。

（とにかく、今は逃げの一手だな。情報は別にこいつらから手に入れなきゃいけないわけじゃない。欲をかいて危険を冒す必要はない。そのためにもまずは……）

　そう考えつつ、俺は目の前の少女に鑑定を飛ばし……けれど失敗した。

「っ、ちょっと、なにすんのよっ!!」

「ち、やっぱりこのクラスには通用しないか」

　ノノリックの時と同様、特性やスキルで弾はじかれたのではなく、魔力操作で鑑定を弾はじかれた。

　やはり厄介な相手だと思いながら、次の行動へと移る。

「っ、シュリアっ、退くぞ!!」

「了解なのですっ、ネコさんっ!!」

「ニシシッ!!」

「なっ、くぅ!?」

　俺が使い捨ての投げナイフを、シュリアのネコ人形が食器ナイフをそれぞれ投げ放つ。

　もちろん、影に潜んだまま様子を窺うかがっている三人相手にも弾幕を張るようにいくつも。

「うぉおおおっ!?　っとぉっ!?」

「くっ、気が付かれてましたかっ！」

「『魔力障壁マジックバリア』っ!!　って、ちょっ、くぅ!!」

　その間にミナリスを抱え上げ、背を見せずに逃走を図る。

　が、当然それほどの相手がそう易やす々やすと逃がしてくれるはずもない。

「くっ、待ちなさいっ!!　『重じゅう[image: ]がの矢・特陣』っ!!」

　投げナイフを難なくいなした金髪の少女が、魔力を乗せて強化した弓矢を放つ。

　ミナリスを抱いているからか、正確に腕を狙ってきたその一射を構築した心剣で正確に弾く。

「っつ、上級魔射まで使えるのか。いったいどんな知り合いなんだよ」

　通常ではありえない重い一射に、未いまだ目覚めないミナリスにそんな問いを掛ける。

　ナイフでは弾かれるだけなので、そこらに転がっていた適当な大きさの岩を投げつけた。

「うらぁっ！」

　しかし、その岩を木陰から飛び出した赤毛の剣士が幅広の剣で砕き払う。

「お返しです！」

「『風神刃ウィンドカッター』！」

　同じように木陰から飛び出した黒髪の軽剣士風の男が投げナイフを、ピンク髪の魔術師風の女が風の魔術を放ってくる。

「ネコさんッ、クマさんッ」

　キンッ、と高い金属音が響き、シュリアのネコ人形が投げナイフを叩き落とし、クマ人形が風の刃やいばを飲み込むように吸収する。

「っ、どちらもやり手ですね」

「はぁ、軽い気持ちで厄介そうなのを相手にすることになったわね」

　それはこっちのセリフだと言いたかったが、その余裕すらなかった。

「『軽速・『矢魔霰あられ』』っ！」

　五本の弓矢を同時に番えた金髪少女が空に向けて弓を放つ。

　空で分裂するように五本だったはずの矢が数を増やし、雨のように降り注ぐ。

「ちぃっ！　シュリア、魔力を込めてメタルの傘をっ!!」

「お任せなのですっ!!」

　俺はミナリスを片腕に抱き、もう一方の手で【吸着剣】を作り出しながらシュリアのそばへと身を寄せた。同時にシュリアのメタルさんが傘のように俺たちの上を覆う。

　闇やみ夜よのせいで視認しづらい矢の雨は、一撃一撃が見た目以上の質量を持っていて轟ごう音おんを唸うならせる。

「『キキュルッ……!!』」

「くぅっ、矢のくせに重いのですぅっ」

　メタルさんにシュリアが魔力を注ぎ込み、ガガガガッと降り注ぐ矢を防ぐ。

（だがっ、よしっ、これで条件は整った！）

　俺は吸着剣を地面に突き立てる。

「『砂さ塵じんよ、地表に集え』」

　ブワッ、と剣の突き立った場所から半円状に黄色の光が広がり、地表を白い砂塵が覆う。

　当然、空から地面に落ちた矢はその威力に比例するようにして砂塵を舞い上げる。

「くっ!!　目隠しのつもりっ!?」

「待ってっ、今私が散らすわ!!」

　魔術師風の女性が魔力を練り上げる。それよりも一瞬だけ早く、その場を覆う土煙を纏まといながら二つの影が飛び出して木陰に飛び込んでいく。

「逃がさないわっ!!　『風神刃ウィンドカッター』!!」

　飛び出した影に向かって放たれた風の刃は、木の幹に深く傷をつけて消え去る。

「くっ!!　追うわよっ!!」

　金髪少女の掛け声に従い、四人が森へと飛び込んでいく。

　後には依然として濛もう々もうと立ち上がる砂塵だけが残されていた。

「…………行ったな、急いで移動するぞ。魔力の隠蔽も手を抜くなよ」

「ハイなのです」

　静まり返ったその場から大きく回り道をするように、俺たちは移動を開始する。

　最後にちらりと、シュリアが走らせた身代わり人形の行き先に目をやり、そしてそれを追いかけていった四人を更に尾行させているチュウスケの姿を確認した。

「『チュッ、チュチュチュュ！』」

（頼んだぞ、チュウスケ）

　そのあとはまず、ひたすらにその場を離れることに終始し、森の中をミナリスを背負って走りながら、片眼・片耳でチュウスケの五感を確認する。

「『……まさか、こんな手で騙だまされるなんて……』」

「『一杯食わされちゃったみたいね、レオーネちゃん』」

　レオーネというらしい弓士は、目の前に転がる木で出来た人形を前にため息をつく。

　それまで森の木に身を隠しながらただ逃げるという命令だけを与えられていた人形は、シュリアから最低限に与えられていた魔力を失いガラクタとなっている。

「『シュピーネ、ザンク、探せる？』」

「『……この人形からじゃあ、無理ね』」

「『集中して気配を探っても見つかりません』」

　シュピーネという女魔術師とザンクというらしい軽戦士はどちらも難しい顔をして首を振った。

「…………よし、距離的にもここらで十分だ」

　伝わってくる情報からそう判断して俺たちは足を止めた。

　ミナリスをしっかりと休ませたいし、情報も落ち着いて把握したい。

「ふぅ、疲れたのです」

「あぁ、シュリア。少しミナリスを頼む」

「了解なのです」

　ミナリスをシュリアに任せ、木に背を預けて丸袋から竹に似た植物で作った水筒を取り出す。

　乾いた喉を水で潤しながら、チュウスケから伝わってくる情報に集中する。

「『～～～～──っ、っ!!　せっかくミナリスちゃんを見つけられたのに……』」

「『落ち着け、近くにいるのは分かってるんだ。それに、ちゃんと生きてるって確認できた。それだけでも一歩前進だろ？』」

「『ダン……』」

　へたりこんだレオーネの肩にダンが手を置く。

　その様子からして本当にミナリスのことを大切に思っているのだろう。

　囮おとりに引っ掛かったのも、俺がミナリスを締め落としたところを見て冷静さを欠いていたからか。

「奴隷時代のミナリスがそんなに深い関係を築けたとは思えないが、かといって村の住人じゃない。んー、読めない、いったいミナリスとどんな関係なんだ……？」

　シュリアが地面に厚手の布を敷き、そこに寝かせたミナリスに布団を掛けて焚き火を起こした。

　未だ目覚めないミナリスを見て思考を巡らせながら、なおもレオーネたちの様子を探る。

「『ずっと探してきたけど、今までは足取りすら掴めなかったんだ。それに、さっきのあいつ、ミナリスちゃんを庇かばいながら戦ってたぞ。確かにミナリスちゃんを締め落としてたが、ミナリスちゃんの方が上に乗ってた。体勢を考えれば、話ぐらい聞いてみるべきだったんじゃないか？』」

「『それは……』」

「『最後の『矢魔霰』なんて、下手すりゃミナリスちゃんまで巻き込んでたかもしれない。探してたミナリスちゃんを見つけて焦るのは分かるけどよ。一度冷静になろうぜ』」

「『それに、さっきは戦闘になっちゃったけど、奴隷として売られたミナリスちゃんが正規の手段で購入されていたらこっちが犯罪者になっちゃうわ。先に手を出したのもこっちだしね』」

「『…………』」

「『とにかく、もう一度先程の場所まで戻りましょう。そこからなら足取りを追えるかもしれませんし、次に会えた時にどうするかも決めないといけません』」

　ザンクの言葉に残りの二人ももと来た道を戻り出す。

　そんな中、俯うつむきながらポツリとレオーネが呟つぶやく。

「『手加減ができるような相手じゃ、なかったのよ』」

　ポツリと呟くようなレオーネの言葉を拾うことができたのは人形の陰に隠れていたチュウスケと、俺だけだった。

「なんだってこんなに警戒されてるんだ？」

　固有スキルか何かで脅威度でも測られたのかと思考を回したが、それどころではなかったとすぐに思い知ることになった。

「『……特殊な能力を持つ剣を操って、それに、あの黒髪黒目に、あの顔立ち……、間違いない、あの男の正体は──』」

「っ!?　なん、だとっ!?」

　バキィッ、と音を立てて手にしていた水筒が砕け散った。

　ボタボタと手を伝って水が地面に落ちる。

「カイト様？　どうしたのです？」

「……そんな、馬鹿な……、いったい、どうして、どうやって……っ」

　ありえない、ありえないっ、ありえないっ!!

　なぜ、お前がそのことを、その存在を知っている。

　聞き間違いじゃない。レオーネという名の少女はかすかに漏れるような声で、けれど確かに、




　…………俺のことを、『日本人の元勇者』と、そう呼んだのだ。





　　　　☆






　朝の冷たい空気が頬ほおを切る。

　普段よりいくらか早い目覚めは、気持ちがいいものではなかった。

「あ、おはようございますなのです」

「…………あぁ、おはよう」

　ミナリスもクーも、あれからまだ一度も目を覚ましていない。

　魔物除よけの魔道具の中で、倒れたままのミナリスを俺とシュリアで交互に看病していた。まぁ、看病といってもステータスを見る限りおかしな点はなく、何かしてやれることもない。

　できることといえば、寒くならないように焚たき火の火を絶やさないことと、変化がないか様子を見ていることぐらいしかなかったが。

　見上げた空は薄暗く、日はまだ昇り始めといったところだろう。

「シュリア、俺は少し顔を洗ってくる。戻ってきたらシュリアも少し寝てくれ。完全に日が昇ってから、それからどうするのか考えよう」

　そう言って俺は近くの泉へと向かった。

　清水の湧き出る泉は、底まで見通せるほどに水が綺き麗れいだった。

　バシャバシャと顔を洗うとその水の冷たさが身に染みる。

「…………」

　あの後、すぐに立ち上がったレオーネは踵きびすを返して仲間たちとともに歩いていった。

　チュウスケには引き続き後を追わせたが、その後で分かったのは、あの四人組は冒険者ではなく行商が本業だということ。

　それからカーバンヘイムへと向かっていて、ひとまずそこで馬車を預けてから街を拠点に俺たちを探し回るつもりということだった。

　確認してみないと分からないが、行商人ということだとミナリスの話に出てきていた村にたまに来る行商人兼冒険者のお姉さんたち一行なのかもしれない。

　だが、そんなことはさして重要な問題ではなくなっていた。

　『日本人の元勇者』と、確かにあの女は言ったのだ。

　日本人の、元勇者と。

「ありえない……、どういうことだ？」

　俺がこの世界で日本という固有名詞を出したのは、一度目の世界の時と、それからミナリスとシュリアに向けてだけだ。

　なのに、どうして日本人なんて言葉が出てくる。

　……異世界の、と言ったのならともかく、日本人の、と。

「それに、『元』勇者だと？」

　百歩譲って、俺を勇者と判断するのはいい。

　俺の隠しステータスにある『勇者』称号を盗み見る固有スキルを持っていれば、可能性は低いが考えられなくもない。

　だが、ステータスを見るだけでは俺が今は勇者と認められていないことを知ることはできない。

「アレシアの追っ手なのか……？」

　ジクリと、それは染み渡る毒のように。

　その答えと、日本という単語を口にしたという事実が結びつく。

「まさか、また、地球から……、っ」

　言葉になりかけた結論は全身の血を凍らせてしまうようにひどく冷たい。

　喉奥がせり上がるような圧迫感が心を締め上げる。

「ちがうっ、それこそありえないっ!!」

　ブルブルと俺は頭を振る。

　あいつらはほぼ間違いなくミナリスの関係者。そして、俺が召喚されてからミナリスに出会うまでの間にはほとんど時間差はない。

　俺より後に召喚された人間がミナリスの知り合いとなれるはずもない。

「くそっ、なんなんだあいつは……」

　足らない、情報が足らなすぎる。

　手元にあるもので、満足のいく答えには辿り着けない。

　どちらにしても、捨て置くことはできず、取れる手段も多くない。

　まだ眠り続けているミナリスの話を聞いてから、早急に対応策を練る必要がある。

　だから、今俺が考えなければいけないことは……。

「なんであの時、俺はあの召還の魔法陣を壊さなかった……」

　この二度目の世界の針が進み始めた時に、俺はあの召還の魔法陣を潰つぶすことができたはずだ。

　あの時は、この二度目の世界への歓喜で頭に血が上り切っていた。

　満たされる愉悦に溺れていたことは否定しない。

　だが、俺のような存在を絶対に出さないためにも、あの魔法陣は壊すべきじゃなかったのか？

　難しいことじゃ、なかっただろう？

「……ぁあ、くそ、また間違えた」

　一度、その疑問が思い浮かべば、言葉はするりと静かに口を出た。

　まるで目の前の水面のように、心の奥底が凪ないで動きを止める。

　何も感じない、自分だけ時間が止まっているような奇妙な心の静けさは、けれどすぐに。

　どうしようもなく激しい後悔を連れてくるのだ。

「っぁあああぁぁあぁぁぁああっっ!!」

　それはまるで体中を巡る血が焼ける酸になってしまったようで、身の内が掻かき回される。

　なんであの召還の魔法陣を残したか。

　……それは、俺がまだ、元の世界に帰りたいと思っていたからだ。

　あの魔法陣は俺に残された、ほとんど唯一に近い手掛かりだったからだ。

「くそっ、くそっ!!　くそぉおおっ!!」

　家族も、友人も、何もかもがなくたって。

　その光景を見て再び絶望することになったって。

「悪いかよっ、そうだよっ、戻りたいよっ！　戻りたいに決まってんだろっ!!」

　ガンッ、ガンッ、と拳を地面に叩きつける。

　誰もいなくなった元の世界を目にしてはいないから。

　もしかしたら、元の世界に戻れば、あの暖かな日々に戻れるんじゃないかって。

　薄れて、薄れて、薄れて、……壊れて、なのに。

　そんな思いが、まるで亡霊のようにこびりついて離れずに、だから。

「戻って絶望するだけだとしても……、帰りたいに決まってるだろ……っ」

　……だから、無意識のうちにその可能性に縋すがった。

　王国には再び召喚を行うような余力はないと、このまま魔法陣を放置しても問題はないと。

　でも、やっぱりそれは『間違い』なのだ。

　そういうあやふやなものに縋るから、大切なものが手のひらから零こぼれ落ちる。

「何度やれば学ぶんだよ……、俺は……」

　絞り出すように声が漏れる。

　どうしようもない、まるで何の成長もできていない。

　何度も何度も何度も、それで痛い目を見てきたのに、それでも懲こりずに。

　その甘い毒の一滴が、世界を殺す。

　かすかな望みと逃げ出して、小さな不安と目を瞑つむって、気付かないフリ見ないフリ。

　そうやって間違えて間違えて間違え続けて。

　俺は今、この場所にいる。

「なぁ、俺よ。元の世界に戻れればなんて、もうそんなのいいだろ……？」

　間違いはたいてい、取り返しがつかない。

　今回のこともそうだ。今更王国には引き返せないし、隠し通路も潰されているだろうから召喚の間に辿り着くのも難しい。

「決めたんだ……、あの日、あの時、あの場所で、他の全てを犠牲にしたって」

　忘れないように、間違えないように、自分が一番優先したいことを、確実に成し遂げるために。

　未だ心の中は波立っていて、郷愁の念が消えたわけでもない。

　けど、元の世界に戻りたいと思っていたことを、無理やりにでも自分の中で受け止めたからこそ、はっきりと分かった。

　元の世界に戻るなんて、そんな遠すぎる未来の話はどうでもいいことなんだ。

「全員必ず、この場所まで引きずり下ろす」

　泉の雫しずくで濡ぬれた髪を片手でくしゃりと握り潰す。

　元の世界に戻ったらなんて意識しながら想像をしてみて、それが具体的なイメージになるよりも前に『冗談じゃない』と思った。

　帰還の手段がどうこうなんて話以前の問題だった。

　俺にはまだ、この世界でやり残したことがある。

　あいつらを殺すんだ。

　殺して殺して殺して殺してっ、全員殺して終わりにするんだ。

　それまで、俺に希望なんていらない。

「立ち止まってる暇も、振り返ってる余裕も、俺にはない……っ」

　そうだ、まだ終わってなんかいない。何も終わってなんかいない。

　俺の手の中にあるのは、自分の身すらも焼いてしまいそうなこの黒い熱だけでいい。

「……情けねぇ面つらのまんまで戻るわけにはいかないよな」

　俺はもう一度、泉の水で顔を洗った。







　元の場所に戻り、眠そうなシュリアに横になってもらってから二時間ほどが経った。

　そろそろシュリアを起こそうかと考えていた時、ミナリスから声があがった。

「んっ……、うぅ……」

　のそりと地面に手をついてぽやんとした雰囲気のまま、周囲を見回している。

「よう、おはよう。いい夢は見られたか？」

「ご主人様……？」

　ぽーっ、としたままのミナリスは目のあたりをこすると、次第に意識がしっかりしだしたのか、目線も定まった。

「私、は……」

「倒れる直前のことは覚えてるか？」

「……はい、モンスタープロントを倒して、そしたら、とても、とても喉が渇いて……っ、ご、ご主人様っ、わ、私っ、何てこと……」

「体に違和感はないか？　苦しかったり、不調があったりはしないか？」

「私のことよりっ、ご主人様は大丈夫なのですかっ!?」

「落ち着け、俺があの程度でどうこうなるかよ。十分ピンピンしてるだろ」

　狼ろう狽ばいするミナリスを軽く抱きしめて頭を撫なでてやる。

　ミナリスは自分の噛かみついた場所を何度も確かめるように指でなぞり、そこに傷跡がないのを確認している。若干くすぐったいが、ここは我慢するしかない。

　しばらくそうした後、ポンポンとあやすように背中を叩いて離れる。

「まずは自分の状態を確認しろ。一番変化があったのはお前だ。はっきり言って俺にも何が起こったのか分からない。ひとまず、危ない感じはしないか？　ステータスも確認しろよ」

　そう言われてミナリスは自分の体を見回す。

「私は、大丈夫なようです。あの時のような喉の渇きも……っ、ひゃんっ!?」

　突然、ミナリスが体をビクつかせて声をあげた。

「どうしたっ!?」

「あ、いえ、服の中に何か……っ、あひゃっ、ちょっとっ、やめっ、ひぅっ!!」

　ミナリスの服の中でモゾモゾと何かが動いている。

「あ、あー、そういやクーがお前の服の中で寝て……」

「えっ、じゃあこれっ」

「『ぷひゅっ、くーしぃーっ、きゃうぅー』」

「ひゃんっ!?　くすぐったいっ」

「『んぱっっ!!』　ぅ、あ、ぱんぱーっ、まんまーっ、くーしかった」

　ミナリスの胸元からぴょこんと顔を出したクーが、うーっ、と唸り声をあげる。

「まぁ、とにかく体に異常はないんだな？　クーと同化してた時のことはどれぐらい覚えてる？」

「はい、あの時は、体の奥底にグルグルとした力が止とめ処どなく溢あふれてきて、代わりに、まるで復讐してる時みたいに興奮してました。気力も魔力も、吐き出さないと内側から弾けてしまいそうな感じがして……」

　ミナリスは一つ一つ、自分の中の記憶を確かめるように言葉を口にしていく。

「それで、最後の魔法を使ったら、今度は急に体の中のエネルギーがキュウッ、って縮まって……、その、とてもお腹が空いて……、目の前が、赤と白に染まって、その、ご、ご主人様の血を……」

　そう言って、ミナリスは顔を真っ赤に染め、握った手を口元に寄せて俯いてモジモジしていた。

　チラチラとこちらを見る素振りは、どうにも申し訳なく思っているというよりも、照れているように見える。いや、待て待て、それは照れるようなことか？

「クーはミナリスの中にいた時のこと、覚えてるか？」

「んー？　わかんなーぃ、でもあーたたかったー！」

　クーは舌っ足らずな口調でそう言うと、何が楽しいのかキャッキャッと喜ぶ。

「またミナリスの中に入ってほしいって言ったらクーは入れるか？」

「うん？　たぶんできうぅー」

　そう言いながらクーはミナリスの胸元から出ると髪を伝って頭の上に登った。

「そうか……、正直な話、クーが何なのかも、あの状態がどんなものなのかもよく分からん。吸血鬼化したようにも思えるけど、どうにもそんなに単純な話でもなさそうだし、とりあえずはクーはミナリスと勝手に同化しちゃダメな」

「はーいっ！」

　分かっているのかいないのか微妙な調子でクーは答える。

　若干不安だが、これ以上何か言ってもどうにもならなそうだった。

「さて、それじゃあ今度はミナリスが倒れてからのことを話すとするか」

「倒れてからのこと、ですか？」

　不思議そうな顔をするミナリスに、俺はレオーネという名の女のことを話し始めた。







「お話を聞く限り、間違いなく村に来ていた行商人の一行だと思います」

　俺の話を聞いたミナリスは深く頷うなずいてそう答えた。

「そうか……、だとするとやはり、俺の後に召喚された勇者って線もないな。一番あり得るのは、俺より前に召喚されていたってことかな」

　顔立ちが日本人でないのはハーフとかで話はつくし、『日本』と口にしたことにも矛盾しない。

　誰がそんなことを、とか、なぜそんな存在が放置されているのか、など疑問も多いが、俺がこの世界に来る前に隠れて行われていたとしたら、絶対に勇者の召還がなかったとは言い切れない。

「なんにしても、直接話を聞くしかないか。勇者のことも、ミナリスの村のことも」

「……それでは、どこかに監禁して情報を……」

「いや、今回はその手の手段で聞き出そうとは思ってない。お前もあんまりそういう手段は取りたくないんだろ？」

　ミナリスの表情が小さく一瞬だけ歪ゆがんだのを、俺は見逃してはいなかった。

「だめです、ご主人様!!　そんな小さな感傷より、無理にでも確かな情報を得る方が重要です!!　私のことを気にしてくださるのは嬉うれしいですが、復讐の邪魔になるような気遣いはいりませんっ」

　そう話すミナリスの目には、一歩も引かないという冷たく強い意思が籠こもっていた。

「だからこそだよ。俺たちがこれから行くのはカーバンヘイムだ。あの街にはちょうどいい契約の魔道具がある。それを上手く使えば、合法的に知りたい情報を手に入れることができるさ。拷問なんて手間暇かけなくても、な。それに、殺したことで、逆に情報が伝わる可能性だってある。街に留まることを考えたらベストな選択じゃない」

「ですが……」

「それに、あいつがもし俺の知らない『勇者』だとしたら、どんな奥の手を隠し持ってるか知れたもんじゃない。できるなら何でもアリの状態になるのは避けるべきだし、やるにしても情報を集めきってからだな。『知らなかったから』が一番怖いのは分かってるだろ」

　俺たちは、そうやって全てを失ったのだから。

「……それは、そうですが」

「幸い、向こうはお前に執着してる様子だ。これだけ好条件が揃ってるなら最初から強硬手段に出る必要はない。……そうする必要が生まれてこないうちはな」

　ほとんどないと思っているが、あいつらがアレシア王女の紐ひも付つきである可能性もある。

　もしそうなら、確実に消さなければならない。例えミナリスが嫌がっても、俺はあいつらを殺すだろう。

「さてと、それじゃあ急いで移動するぞ。ほら、シュリアも起きろ」

「んぅー、まだ眠いのですー」

　睡眠を邪魔されたくない気持ちはよく分かるが、今回はそうも言っていられない。

「はぁ、いつもなら少しぐらい許してやるんだが……、クー、チュウスケ、やっておしまいなさい」

「やぅ？　やぅーっ！」

「『チュゥッ!!』」

「わぴゅッ!?　く、くすぐったいのですっ!?」

　じゃれ合って遊んでいたクーとチュウスケに指示を出すと、横になったままのシュリアの顔をペロペロと舐なめて起こした。

　顔をべとべとにされてしまったシュリアは、涙目で顔を起こす。

「さっさとその唾液まみれの汚い顔を洗ってこい貧乳エルフ。寝ぼけてる時間はないぞ」

「はうっ、こんな起こされ方して、しかもすぐにこの罵倒っ、ひどいのですよぉっ、うへへ～」

　まったくセリフと表情が合っていないが、まぁ平常運転だから良しとしよう。

「それじゃあキリキリいくぞ。俺はな、後から追いかけるより、待ち構えてる方が好きなんだ。その方が主導権を握りやすいからな」

　接触するなら可能な限り早く、それもできる限り人の目がある場所で。

　そう、例えば、街へと入る時の検問なんかが最適だ。







「な……っ、な……っ、な……っ」

「よぉ、思ったよりも遅かったな」

　そこはカーバンヘイムをグルリと囲む城壁の前。

　この国特有の晴天の空のような青色の城壁は、特殊な魔法が付与されたものらしい。その城壁に沿うようにして街全体を結界が覆っている。

　城壁の前に入場待ちの行列が長々と続いており、俺たちはその最後尾に陣取りながらやってくるレオーネたちを待っていたわけだ。

「くっ」

「おっと、手を出す前に状況を考えろよ」

　とっさに弓を構えようとしたレオーネを制するように声をあげる。

　正直、声をあげる間もなく攻撃されたらどうしようかと内心ビクビクしていたが、予想通り驚きで動きを止めてくれた。

「おい、ここで騒ぎはまずいぞ、レオーネ」

「そうよ、落ち着いて」

「……分かってるわよ」

　仲間に抑えられ、レオーネが動きを止める。

　それはそれでいいのだが、突っかかってこられないのも、また困るわけで。

「そうそう、これだけ人目がある前でなんて、どう言い繕っても言い訳は利かないぞ？　お前らがどう思おうと──」

「きゃっ!?」「ひゃわっ！」

「こいつらは、俺のモノだ」

　俺は記憶の中にある知り合いの俺様馬鹿野郎のイメージを参考に、できるだけ嫌らしく見えるようにミナリスとシュリアの腰を抱く。

　ミナリスの髪をかき上げ、見せつけるように奴隷紋を日にさらした。

「あっ、あんたっ!!」

「と、いうわけだが……、お前ら、こいつのことが欲しいんだろ？」

「んっ!!」

　ミナリスを更に強く抱き寄せ、見せつける。

「だったら、取引してやってもいいぞ。どうする？　それとも、この場で衛兵に呼ばれたいか？」

　軽く首を動かしてやれば、行列に並ぶ奴らの視線が集まってるのを感じる。

　検問近くの衛兵たちもチラチラとこちらを見ている。

　荒くれもの同士のいざこざを抑えるのも彼らの役目の一つだからだ。

「……最っ低ぇ」

　そこにはまっすぐな嫌悪の感情。

「はは、いいね、誉ほめ言葉だ。そんじゃあ、とりあえずは大人しく並ぼうか」

　久しぶりに心地のいい刺すような視線を感じながら、俺たちはレオーネたちに背を向けて列に並ぶ。

「（上手くいったのです、チョロイのですよ）」

「（あぁ、まったく、あの人たちは変わっていないようです）」

　ミナリスは嬉しいような困ったような、複雑な表情を浮かべる。

　話す時は心話を使うことはあらかじめ取り決めてあった。こいつらには、俺のことを無理やりミナリスとシュリアを従わせているクズと思ってもらいたい。

　でないと、取引条件であるミナリスの奴隷解放の価値が下がってしまう。

「（ったく、嫌になるほどまっすぐだ）」

　ああいう人間ばっかりだったら、俺はまだ『勇者』をやっていたのかもしれない。

　……いや、それはないか。

　何にしても、何を選んでも。

　全てを知った先で選べる道は、勇者で居続けられるようなものではなかっただろうから。

「（本当、できるなら穏便な手段で終わりにしてぇな）」

　それでも、こういう気持ちのいい奴らは、相応に報われてほしいとも思う。

　……それゆえに、絶対俺たちと相あい容いれないことも知りながら。

「よし、通ってよし！」

「はい、どーも」

　そうして小一時間が過ぎ、長かった列もようやく俺たちの番が回ってきた。

　検問で番兵の許可を取ると、青く色づいた半透明の膜をくぐる。

「ひぅ、うっ、急に暖かくなったのです」

「これは、本当に見た目だけではないのですね。これだけ暖かいと寒冷用のマントはむしろ暑いくらいです」

　先程までの肌を切り裂くような冷たい空気は、一転して春先頃の過ごしやすい暖かな空気になっていた。

　魔法都市という割には街並みはファンタジックな感じはしなかった。

　どの都市とも変わらない平凡な街並みが続くが、他の街と違うところといえば通りを歩く人間の中で魔術師の比率が異常に高いことくらいか。

「……それで、これからどうするのよ」

「まずは、『リッチモンドの契約書』を買いに行く。この街で取引するなら、アレが一番だろ」

　リッチモンドの契約書。

　それはカーバンヘイムの祖と言われるリッチモンド、歴代最強の魔術師として名高く、多くの魔法体系を作った昔の天才が生み出したと言われる魔術の契約書だ。

　契約を結ぶ本人同士が、その時点で本気で契約を望んでいないと発動しないが、羊皮紙に記された契約を強制的に遂行させるマジックアイテム。

　俺は現物を見たことはないが、その命令権を行使して下された命令には奴隷紋以上に強制力があるらしく、それこそ法国の秘儀でも使わない限り解呪ができないという話だった。

「まじかよ……」「うわぁ……」「豪気ねぇ……」

　レオーネ側の三人は契約書の値段を知っていたのか、そんな声を漏らす。

　契約書としては最高峰に位置するものだ。当然、それなりにお高い。

「……、お高いのですか？」「高いのです？」

「一枚で金貨十枚が相場だ」

「「…………」」

　仲良く同時に聞いてきたミナリスとシュリアにそう返すと、驚いたように目を見開いた。

　金貨十枚といえば日本円だと大体百万円。

　この金額がその品に対して高いか安いかは人それぞれだと思うが、一般的には大金であることには違いがない。

　実際、それだけの金貨を吐き出すのは懐が大変厳しい。

　出せなくはないが、ミナリスとシュリアの入学費用もあるしな。

「（ご、ご主人様、本当にそんな高価なものを買われるんですか？）」

「（あぁ、必要だからな）」

　小声で話しかけてくるミナリスにそうきっぱりと言葉を返す。

　まぁ、そんなものを買えば目立って仕方がないので、普通に購入などする気はさらさらないが。

　だからミナリスよ、ちらちらと金を入れている丸袋を見るのはやめなさい。

　シュリアは『今日は安宿なのですか』とか言うんじゃない、それから若干嬉しそうな顔もするな、安宿に泊まらなくても何とかなるから。

「っと、ここだよここ」

　記憶を頼りに辿り着いたのはボロボロの古物商。

「おいおい、リッチモンドの契約書を買いに行くんじゃなかったのか？」

　レオーネ一行の気持ちを代弁するようにダンとかいう男が言葉を放つ。

「いいんだよここで」

　俺はその言葉を無視して店へと踏み入る。

　中は店構えに相応しく、ほこりをかぶった統一性のない品々が乱雑に転がされていた。

「ひひっ、らっしゃい」

　店番をしているのはとても胡う散さん臭くさそうな老人。

　こいつが実は……、なんてことはなく、普通に胡散臭いだけの老人だ。切れ者だったり実は大物だったりもしない。

　ここは普通に胡散臭い品を、胡散臭い値段で売っている三流と呼ぶに相応しい店だ。

　実に俺好みでもある。

「今日は何をお求めで？」

「あぁ、いい。勝手に探す。……お、これこれ」

　店の中を見回して、棚の陰に山積みになっている本からお目当ての一冊を手に取る。

　パッ、パッ、と表面のほこりを払いながら老人を見た。

「おお、お客さんお目が高いっ。そいつは」

「解説はいらないよ。大銀貨二枚でどうだ？」

「へ？」

　カランとカウンターに金を置いた。

「足りないか？　ならもう一枚追加だ。これ以上は出す気はないが……」

「い、いえっ、これで十分ですっ!!」

　更にもう一枚大銀貨を置いたら、これはもう自分のものだとばかりに慌てて金をひったくった。

「用は済んだ、行くぞ」

「？　その本を買いに来たの？」

「あぁ、そうだよ」

　そう答えると、問いかけてきたシュピーネが怪け訝げんそうにこちらを観察してくる。

　レオーネの仲間たちは訳が分からないといった様子でこっちを見てくる。だが、その中でただ一人、レオーネだけは困惑ではなく、やはり警戒の目で俺を見ていた。

「……場を移そうか、立ち話で終えるような話でもない」







　昼も半ばを過ぎた頃。

　移動したのは、稼ぎ時を超えてもそこそこ賑わっている大衆食堂だった。

「それで、いい加減、取引とやらの話をさせてもらえるのかしら」

　座ったのは店の端にある長方形のテーブル。

　それぞれテーブルを挟むようにして向かい合って座っている。

　ミナリスとシュリアはというと、奴隷であることを強調させるために席には着かせずにいた。

　前もって話しておいた通り、『無理やり従わされてます！』的な顔をしてもらっている。

　いろいろと複雑な気分だが、見た目的には色物なミナリスのメイド服とシュリアのミニスカ和服も役に立つ。

「あぁ、腹も減ったし、さっさと話を進めるか」

　俺は先程買った古本を取り出すと、その表紙の装丁を破り取った。

「えっ」「まじかよっ」「これはまた」

　皮の装丁の下には絹のような温かみを持つ羊皮紙が現れた。

　白紙のリッチモンドの契約書だ。

　ただ、驚きの声をあげる中、レオーネだけは違った様子で顔を強こわ張ばらせている。

「俺があんたらに求めるのは三つだ。情報提供と、俺たちの不利益となる一切の行動の禁止、あとは一応、契約を解消しようとする行動の禁止だ」

「……情報提供？」

「あぁ、こちらの質問にウソ偽りなく、全て答えてもらう。代わりに差し出すのは、奴隷紋を消すこと、その後の行動を一切強制せずにミナリスの自由意志に任せること」

「それだけじゃダメよ。そっちの不利益になる行動を禁止させられてるんだから、あんたが私たちに手出しをしないことを条件に加えてもらうわ」

「ふむ、まぁ、当然だな」

　さすがにそのあたりは商人らしく抜け目がない。

　不利益になる行動を抑止している以上、こちらがどれだけ手を出しても向こうが反抗できないことになる。

「分かった。こちらからは不当にお前たちを害するための行動を起こさないこと。条件はこれでいいか？」

　最後に条件を確認するように問いかける。

「本当に、その条件でいいのね？」

　警戒感を強めてレオーネが俺を見る。

　正直、俺たちの不利益となる行動の禁止という条件さえ飲むのなら後はどうでもいい。この条項がある限り、たとえこいつらがどこぞの紐付きでも問題はなくなる。

　それどころか、『不利益な行動』とならないために取る行動は、俺たちの姿を上手く隠してくれるだろう。

　まぁ、この条件を受け入れる時点でどこかの紐付きである可能性は限りなく低くはなるが。

「あぁ」

　俺は返事を返して、条件を契約書に書き連ねていく。

「さぁ、あとはあんたら全員の名前を書くだけだ」

「……一応、全員で文面は確認させてもらうわよ」

　気を抜くことなく警戒したまま、レオーネは契約書に書かれた内容に目を通していく。

　他のメンバーも順繰りに目を通した後、名前を署名していった。

　そして最後には俺を含めて五人分の名前が入った契約書が出来上がる。

「よし、それじゃあ、これで契約は完了だ」

　俺が手にした契約書を縦に引き裂くと、下から白い火が燃え上がるようにして一瞬で契約書を焼き切った。

　そして最後に火の粉のように散った小さな白い火が名を書いた全員に吸い込まれる。

「「「「「っ」」」」」

　その瞬間、頭の中で声が響く。

『ミナリスの首輪をはずせ、今すぐ、一刻も早く』

「っ、うるせぇよ、命令されなくても、そうする」

　他のことを考えようとすると、それを掻き消すようにガンガンとその命令が頭の中で鳴り響く。

「ミナリス、首筋出してくれ」

「は、はい、ご主人様」

　髪をかき上げ、首筋を晒け出したミナリス。

　俺は手の甲の主人紋に魔力を込めて、濃い青白の光を放つ自分のそれをミナリスの首筋へあてた。

　まるで互いを相殺するように、俺の主人紋とミナリスの奴隷紋が、焼けた鉄板の上に水滴を落としたような音を立て煙を上げる。

　そして、ミナリスの首筋に刻まれていた奴隷紋は跡形もなく姿を消した。

　それと同時に頭の中でうるさく喚わめいていた声も消えていく。

「さってと、ようやく面倒な話は終わりだっ。まずは飯にするか飯。ほら、二人ともさっさと座れ」

「はいなのですっ、シュリア、お肉食べたいのですっ！」

「あぁ、何か、微妙に心細いですね……、今まであまり意識してもいませんでしたけど……」

「「「「…………（ぽかん）」」」」

　待ちくたびれたとミナリスとシュリアが両隣の椅子に座る。

　バッ、と態度を変えた俺たちにレオーネたちは驚きを隠せないようだった。

　うんうん、いいね、その表情。引っ掛けた甲か斐いがあるってもんだ。

「あ、お兄さん、この店のおすすめ肉料理を三つ、よろしく頼めますか？　あ、ご主人様もそれでよろしかったですか？」

「うん？　まぁいいんじゃないか？」

　本当は肉よりも魚の気分だったが、どうしてもというわけでもないのでそう答える。

　だが、その返答にミナリスはピクリとウサミミを揺らした。

「はぁ、だからご主人様はどうしてそう無意味な嘘を……。店員さん、先程の料理一つ取りやめで、代わりに魚料理を一つ追加でお願いします」

「カイト様の嘘は分かりやすいのですよ」

「え、なんで俺いきなりディスられてんの？」

　いつもの調子でそんな風に会話をしていると、ようやく再起動したらしいレオーネが声をあげた。

「あ、あの、ミナリスちゃん……？」

「あぁ、申し訳ありません、まだキチンとご挨拶できていませんでしたね。お久しぶりですね、レオーネさん。ダンさん、ザンクさん、シュピーネさん。お元気そうで何よりです」

　ミナリスは綺麗な所作で微笑ほほえんで見せた。

「え、え、なに、ちょっと待って。ミナリスちゃん、奴隷にされて無理やり従わされていたんじゃ……」

「騙すような真似をしてごめんなさい、でも、どうしても必要なことでしたので……」

「そもそもシュリアは奴隷じゃないのです」

　ミナリスは申し訳なさそうに頭を下げ、シュリアはしれっと言ってのけた。

「……んー、つまりこれって、ミナリスちゃんはその男の子の愛奴隷だったってことなのかしら？」

「ぶっ、ごほっ、ごほっ!!」

「あ、愛奴隷だなんて、からかわないでくださいっ」

「む、むむむ、愛奴隷……っ、とっても心惹ひかれる称号なのです」

　と、ちょうどよく頼んでいた料理が運ばれてきた。

　俺は妙に気まずくて、早速目の前の飯へと手を伸ばした。

「あー、なるほどなぁ。あのミナリスちゃんに騙される日が来るとはなぁ」

「そうですよね。まさか、こんな三角関係を築いているとは夢にも思いませんでした」

　おいお前らやめろっ、こっちは精一杯素知らぬフリしてるんだからっ。

　こういう時は本当に、難聴鈍感系の主人公ってのはどういう精神構造してるんだと思う。

「う、うそぉ……、な、なにこれ、私、ピエロ……？」

「まぁまぁ、騙して悪かったよ。ここの食事代はこっちで持つからそれでチャラな」

「はぁ、あぁー、もぉー、店員さんっ！　この店で一番高い料理四人分！」

　レオーネはヤケッぱちだと言わんばかりにそう注文した。

「ぁあああっ!!　もうっ、悔しいっ!!　美少女を二人も侍はべらせてっ、しかも、色物メイド服に和装ミニスカなんて格好をさせてるから絶対変態の屑くず男だと思ったのにぃっ！」

「……ほぉ、言いたい放題言ってくれんなお前」

「うっさいわね。なんか反論の余地でもあんの？　周りから見たら他にどう見えるっていうのよ」

「うぐっ」

　あまりな言い草にカチンときたが、逆にギロリとした視線を返された。

　しまった、いらぬ藪やぶをつついてしまった。だから、こういう方向性の話は避けたいんだって。

「それで、欲しい情報って何よ。聞きたいことがあるんでしょ！」

「まずはそうだな……、この街で一番質のいいベッドを置いてる宿屋を紹介してくれ」

「は？」

「あ、あらあらぁ」

「お、おおぅ、漢おとこだ」

「いやいや、こう堂々とされるとこちらが照れてしまいそうですね」

　キョトンとした顔で唖あ然ぜんとしたレオーネだったが、すぐにガタッ、と立ち上がると、顔を真っ赤にして叫んだ。

「あっ、あんた何言ってんのよっ!!　へ、変態変態変態っ!!　最っ低ぇ!!　やっぱりただの色情きょ、いたぁっ!?」

「何勘違いしてんだこのむっつりスケベ。てめぇの方がよっぽど変態だろうが。てかツバ飛んだぞ、汚ぇな」

　顔を真っ赤に染めて身を乗り出すレオーネの額を俺は小突いた。

　距離が縮まったことを利用し、レオーネにのみ聞こえるように声を掛ける。

「本命は、とりあえず飯を食べた後にな。……『ニホン』の話とか、周りに話してないんだろ」

「っ！」

　ピクリと反応したレオーネにそれ以上言葉は返さず、俺は食事を食べ始めるのだった。







「……『転生』かぁ、まじかぁ、その可能性、なんで思いつかなかったかなぁ」

　とりあえず食事を取り終え、俺とレオーネだけは席を移して話をしていた。

　いろいろと考えてはいたが、そのパターンは思いつかなかった。

　日本人の生まれ変わりで、時間が巻き戻る前の世界の記憶持ち。

　本人がタイムスリップだと思っているのはまず間違いなく、俺のチュートリアルモードに巻き込まれたのだろう。

　俺が二度目の世界を生きているとしたら、レオーネは三度目の世界を生きているということか。

（前の記憶があるのは俺だけだと思ってたが……、やっぱり転生者だからか？）

　俺と彼女の共通点といえば、そんなところぐらいしか思いつかない。

「そういうこと。それよりもどうして私が元日本人だなんて分かったのよ」

「企業秘密だ。そうやすやすと冒険者が手の内を見せたりするわけがないだろ」

「……そりゃそうね。それにしても女神様にチュートリアルモードって……」

「最後にもう一度確認しておくが、誰かしらの密偵だったりはしないよな」

「しつこいわね。さっきも言ったけど、誰かの密偵で行商人をしてるわけじゃないわ」

「確認だよ確認」

　と、そんな風に肩をすくめる。

「なんせ、一度目の世界じゃ魔王にされて、今もオロルレアの王女様から捜されてる身だ。安全確保に神経質になるのは仕方がないだろ？」

「まぁ、そうかもしれないけど……。それじゃあ、元の世界に帰る方法を探すのが、あんたの旅の目的なの？」

「あぁ、まぁ、そんなところだ」

　もちろん、そんなものが目的ではないが、わざわざ物騒な目的を告げる必要もない。

　ミナリスもこいつらと再会できて嬉しそうだし、無駄に警戒されて良いこともないし。

　それに、彼女たちの性格を考えれば、正直に話したらどうなるのかなんて目に見えてる。

「……君は帰りたいのか？　元の世界に」

「いいえ、今の私はこの世界の『レオーネ』なの。日本人の私は死んだし、帰るつもりはないわ。私の居場所はここにあるもの」

　レオーネは迷うこともなくそう言った。

　きっと、彼女自身が元の世界に戻るということについて何度も考えた上で出した答えなのだろう。

「……そうか」

　さて、余談はこの程度でいいだろう。

　そろそろミナリスの村がある場所を訪ねておこうと、そう思った時だった。

「おい、そろそろ行かねぇと宿屋が埋まっちまうぞ！」

　と、先程からチラチラとこちらの様子を窺っていたダンが痺しびれを切らしてやってきた。

　その言葉に外を見れば、街が夕暮れに染まり始めている。

　確かにその言葉通り、そろそろ宿を探さなければ最悪、街の中で野宿などという惨めな醜態を晒しかねない。

「ミナリス、シュリア、今日のところはここら辺にして宿を取りに行こう。街にまで来て野宿とか笑えない」

　ミナリスの村の場所については、また明日聞くことにしよう。

　どうせそれ以外にも、オロルレア王国の動向などの情報を仕入れる必要があるのだ。

　俺がいなくなったことで、俺が知る未来から一番離れていくのは間違いなくあの王国だ。俺の知識からの乖かい離りはあの国を起点に広がっていくはず。

　一度目と行動を変えることで、俺の知識は少しずつその正確性を失なくしていくのだ。

　それを補強する情報はいくらあっても無駄にはならない。

　あのゴミ王女がただ大人しくしているはずはないのだから。

「かしこまりました、ご主人様」

「はーい、なのです」

　二人も素直に立ち上がり、俺自身も席を立つ。

「ひとまず俺たちは行くが、お前らはどこに逗とう留りゅうするか決まってるのか？　できれば明日にでもまた話を聞きたいんだが」

「逗留先は『猫の小森亭』よ。だけど、明日はちょっと無理ね。今回の荷を下ろさなくちゃならないから、ゆっくり話をする暇はないわ」

「そうか、あんたらは冒険者じゃなくて行商人だったな」

「四日後のお昼過ぎに、またこの場所で落ち合うことにしましょ。情報料は応相談で」

「金とるのかよっ！」

「あったり前じゃない。商人がただで情報を渡すわけないでしょ！　契約の内容も『嘘をつかない』とはあっても対価をもらわないとは書いてないわ」

　……いやまぁ、そうだけどさぁ。

「まぁ、質の高い情報が入るならそれでいいや」

　そう言って立ち上がると、約束通り食事の支払いを置いた。

「それにしてもミナリス、もう奴隷じゃないんだし、ご主人様扱いする必要はないんだぞ？」

「いえ、奴隷紋があってもなくても、ご主人様はご主人様ですから」

「いや、しかしだな」

「ご主人様ですから」

「…………」

　そうですか、譲る気はありませんか。

「あ、私たちはしばらくこの街にいるから、用があったら『猫の小森亭』の女将おかみさんによろしくね」

　店を出る直前に声が掛かった。

「あぁ、それじゃあな」

　いやぁ、それにしても、交渉がまとまってよかった。

　実際のところ、上手いこと話が進むかドキドキだったのだ。

　俺は問題が処理できたことに満足しながら、ミナリスとシュリアに続いて店を出たのだった。





　　　　☆






　宇う景けい　海かい人と。

『人類史上最悪の裏切り者、元勇者ウケイ・カイト』

　極悪非道と言われていた勇者の実物は、言われていたほど無茶苦茶な相手じゃなかった。

　ミナリスちゃんと、もう一人のシュリアちゃんという子に無理を強いている下げ種すかと思っていたけれど、それも演技だった。

　全体的にひょうきん、というか、若干お調子者な感じがする。

　前世の学生時代、毎度くだらないことに熱を上げていたクラスの男子たちのことを思い出す。

　少なくとも過剰に敵視し続ける必要がある相手ではなさそうだと、話していて思った。

「……君は帰りたいのか？　元の世界に」

「いいえ、今の私はこの世界の『レオーネ』なの。日本人の私は死んだし、帰るつもりはないわ。私の居場所はここにあるもの」

　元の世界、日本に帰る。

　考えたことがなかったわけじゃないけど、そんな機会があっても私にはその選択肢は選べない。

　口に出した通り、日本人の私はもう死んで、今ここにいるのはただの『レオーネ』だから。

　そうか、と短く答えて、彼は私の言葉にお金を置いて席を立った。

　宇景くんは本当にミナリスちゃんといい関係を築けたようで、軽口を叩きながら外へと向かう。

　奴隷として売られて、あの優しかったお母様もなくして、下手したら自分で死を選ぼうとするほど絶望していてもおかしくなかったのに。

　本当に良かったと思う。

「あ、私たちはしばらくこの街にいるから、用があったら『猫の小森亭』の女将さんによろしくね」

　そう声を掛けると、それじゃあなとヒラヒラと宇景くんは手を振った。

（本当に、良かった……）

　ミナリスちゃんはいい相手に巡り合えて、助けられたのだと思った。

　たくさん辛つらい思いもしたんだと思う。そばにいないお母さんのことを聞くこともできなかった。

　けど、それでもミナリスちゃんは笑っていた。

　正直、王女に追われているという彼の近くにいることが気には掛かる。

　それでも、彼のそばにいることで、これからを幸せに過ごしていけるならと思った。

（……スキル発動・浴する瞳）

　だから、最後に店を出ていく彼を、そのスキルで見たのは、ただの確認のためだった。

　ミナリスちゃんを任せられる相手だと。

　素敵な人に出会えて、ミナリスちゃんは幸せになれているのだと。

　そう、確信を持ちたかった。

　けれど、そこにあったのは、彼女たち三人の中にあったのは、

「……っ!?　なに、これ……」

　暗い、暗い、暗い、それは周囲の光すら奪い、飲み込もうとする闇色の炎。

　色を感じるだけのスキルなのに、一瞬で焼き尽くされる姿を幻視してしまいそうなほどに激しい憎悪の光。

　体を覆うオーラのようなそれには、宇景君を中心にほかの二人の光を飲み込むような黒い鎖が巻きついて見えた。












　こんな色は、見たことがない。

　こんな色は、私は知らない。

「あんな、あんなのって……」

　これが本当の憎悪の色だっていうなら、私が見てきたそれはまるで淡すぎる。

　どんな感情だって、時間とともに小さくなって薄くなっていく。

　人間は、いつまでもそんなに強い感情を保てるようにできてない。

　なのに、巻きつく鎖がギチギチとタールのように粘ついた黒い何かを滴らせて、無理やり感情を煽あおり立てている。

「あんなの、奴隷よりもひどい……」

　心を直接、弄いじりまわしてる。あれじゃまるで、洗脳だ。

　彼は彼女たちを、そして自分自身まで……。

「レオーネ？　どうかしたのか？」

「……助け、なきゃ」

　声を掛けてくれる仲間にどう答えればいいのかも分からない私は、返事もできずに小さく呟いて、目の前のコップの中身を飲み干した。






第三章　当たり前に押し潰されるもの






「どうも、ありあーしたー」

　変に訛なまったやる気のない声に見送られ、俺は裏路地の雑貨屋を後にした。

　いろいろと店をまわり、学園のダンジョンに潜るための物資を手に入れた。

「さてと、宿に向かうか」

　カーバンヘイムに着いて早三日が過ぎた。

　道中で狩った魔物も表と裏で両方捌さばき切り、手持ちの金も十分に潤った。

　レオーネたちに聞いたおすすめの宿、『天使の止まり木亭』は前評判通りに素晴らしい寝具を提供してくれていた。

　通例通り、初日以降はキッチンを借り受けてミナリスが食事を用意してくれていたが、宿の食事も十分満足できる質のものだった。

　それでも、どんどん腕をあげるミナリスの料理の方が美う味まいので、実は密かに驚いている。

　今では一流の料理人にも引けを取らないと確信を持って言えるぐらいだ。

「ただいま、っと」

「あ、お帰りなさいませ、ご主人様」

「お、おかえりなのです、ぬぬぅ～……」

　借り受けている宿の部屋に戻ると、三つ並んだベッドのそれぞれに腰を掛けながら二人が魔力制御の練習をしていた。

　中央の俺のベッドでは、真ん中のあたりでクーが丸くなって眠っている。

　クーは俺の支配下にある扱いらしく、【魔畜の卵剣】の中に入ることができるようだった。

　さすがにそのまま街中を連れ歩けないので助かったが、クー曰いわく【魔畜の卵剣】の中は『なんか、ぬぅもーっ、で、ぐみゅぅーで、びゅぁーっな感じなのー。お外のほうがいーのー』だそうだ。

　居心地が悪いわけじゃないらしいが、宿から勝手に出ないように言い含めて今は外に出している。

　そんなクーの寝ているベッドを挟むようにして二人が行っているのは魔法の訓練だった。行うのは魔力を使って細い木の棒を強化すること。そして、その木の棒の先に、鉄の重りをくくりつけた紐ひもを吊つるして、それを持ち上げ続けること。

　強化が不十分だと木の棒はすぐに折れ、多すぎればただの木の棒は自壊する。

　魔法の使えない俺が魔力の操作を訓練するために編み出した方法だが、案外これが難しいのだ。

　ミナリスはどうも俺よりもそういった方面の才能があるようで、凄すさまじい勢いで上達している。逆にシュリアはこれが苦手なようで、床に山積みになった木の枝はこんもりとした山になっていた。

「ふむ、ミナリスは大分モノにできたみたいだな。シュリアも完全ではないにしろ、もう十分なレベルだ。よくやったな」

　明日はカーバンヘイム学園の入学試験が行われる日だ。

　今のシュリアでもそこらの魔術師に負けないレベルの制御を身に付けている。

　試験で落ちるとは思っていないが、これなら入学した後も魔法を習うのに制御力が足りずに困るということはなさそうだ。

「えへへー、なのです」

「あ、バカっ、気を抜くと……」

　と、シュリアの手元からバキッと音がした。

「あぁっ！　新記録がっ」

　そう呟つぶやいて、シュリアはガックリと肩を落とすのだった。

「明日は試験だからな。今日はその程度にしておけ」

「かしこまりました」「はーいなのです」

　試験が終わった後は、レオーネたちとの待ち合わせもある。

　明日は忙しくなりそうだった。







「っと、着いたな」

「話には聞いていましたが、大きいですね」

「この壁も青いのですよ」

　次の日、朝早めに訪れた学園にはチラホラと人が集まってきていた。

　寄宿舎ごと広大な敷地を囲い込んだ巨大な学園は、さすがは魔術の学園ということで敷地を取り囲む塀の壁が街を囲む壁と同じく青い色をしていた。

　この壁と同じ素材を使っているところが、この学園とあとは王城ぐらいだということを考えれば、この学園がこの国でどういう立ち位置にあるのかがよく分かるというものである。

「またここに来ることになるとはな……」

　立て看板に従い順路を辿たどっていくと、そこには結構な数の人間が並んでいた。

「っと、おい、あれ、こっちに来るの」

「あら、なるほど、それで午後過ぎだったのですね」

　俺たちが向かう列の隣、試験を終えて出てくる人たちの中にレオーネたちがいた。

　向こうも俺たちに気がついたようで目を見開く。

「ここにいるってことは、あんたたちもこの学園に通う予定なの？」

「まぁな、俺は基礎クラスの入学権を買うだけで、通うのはこの二人だけだけど」

　そう言ってミナリスとシュリアの肩に手を置く。

「はい」「なのです」

「ん？　あんたは通わないのか？」

「あぁ、俺は俺で他にやることがあるし、魔法は使わない主義だからな」

　ダンの言葉に俺は返した。

　正確には使えないというのが正しいが。

　列の最後尾に並んで話している間に列は消化され、俺たちが受付をする番になった。

「お待たせしました。本日は魔法学園への入学のためにお越しいただいたということでよろしいですか？」

　俺たちは定型文らしい質問に答えて、名簿に三人分の名前を記入する。

「……っ！　カイト様、ミナリス様、シュリア様の三名。上級クラスを志望されるのはミナリス様とシュリア様でよろしいのですか？」

「あぁ、問題ない」

　ミナリスもシュリアも当然上級クラスと記入している。

「え？　ミナリスちゃんが？」

　俺たちのクラス志望にレオーネが目をパチクリとさせた。

　まぁ、ミナリスは獣人だ。事前に知らされている試験内容を考えれば驚くのが当たり前だろう。

「あぁ、二人とも上級クラス希望だよ」

「上級ですか？　ですが、その、ミナリスちゃんに上級の試験は……」

　ザンクが困ったような顔をする。

　今回の上級クラスの試験内容は魔法で強化された的を破壊するというものだ。

　そう、ミナリスは獣人だ。その拡散しやすい魔力の性質上、この試験はかなりの難題となる。

「あいつなら大丈夫だよ」

　だが、ミナリスとシュリアには問題ない。

　昨日のうちに、今回は手の内を晒さらしすぎない程度に固有スキルを使っていいと言ってある。

　案内係の誘導に従って歩いていくと、かなり広い修練場があった。

　外の塀と同じく、床や壁といったものが青く色づいている。

「それでは、床に記された円の中から的を破壊してください。投とう擲てきなどの手段を使ったり、その円から出た時点で不合格となりますので」

「承知しました」「了解なのです」

　試験官からそう言われ、ミナリスとシュリアは頷く。

　先に円の中に入ったのはシュリアだ。

　シュリアはフルプレートの鎧よろいを地面に放り出すと、魔力を練った。

「それじゃ、いくのですっ、『操糸鎧マリオネット』！」

　普段は無詠唱だが、今回はある程度どんな魔法か告げる意図も含めて詠唱付きだ。

　シュリアの指から不可視の糸が鎧へと走り、ただの鎧が自ら起き上がる。

　鎧はその剛腕を以もって手にした剣で対象の的を切り払った。

「これは、錬金を用いた使い魔？　いえ、土の魔力は感じない……？　なるほど、念動力タイプの系統外魔法ですか」

　シュリアの【傀かい儡らい憑つく代よ】は念動力タイプではなく、疑似的な生命を付与する呪術系と思われる魔法だが、自分たちの情報をわざわざ晒すこともないので特に訂正したりはしない。

「それでは次は私ですね」

　シュリアと入れ替わるようにしてミナリスが円に入る。

「──腐り落ちる根の賛歌を聞け。泥でい濘ねいに沈む毒沼は手しゅ禍かに堕おちる」

　ミナリスの綺き麗れいな声が響き渡る。

　魔力は淀よどみなく循環し、魔法は発動する。

「『毒手ポイズンハンド』」

　発動した魔法は、ミナリスの目の少し前に紫をした球体を生み出す。

　その球体からビュッ、と空を切って、人の手の形をした腕が伸びた。

　紫の手は的を握り潰つぶすように掴つかむと、的はジュァアアアッ、と音を立てて崩れ落ちた。

「ほうっ！　毒魔術とは珍しい。しかも魔力の拡散しやすい獣人でそこまでの威力を発揮するとは大変すばらしい魔術の腕ですね」

　試験官を務めていた男が感嘆の声をあげる。

　そもそもミナリスは『幻げん炎えん毒どく鬼き』の効果で生み出した毒が減衰したりはしないので、魔術の腕は関係ないのだが、当然それも話したりはしない。

「よろしいでしょう、二人とも合格です。的は壊れていますし、どちらも魔力操作は十分なレベルでした。お二人でしたら半年も在籍し続ければ特級クラスに進むこともできるかもしれませんよ」

　試験官の男は上機嫌に言葉を続ける。

「今年の外部生は優秀な方が多い。試験官としては嬉うれしい限りです」

　そうして、二人もまた試験の合格証を受け取る。

「それではこちらがお二人の合格証となります。授業を受講する際には、忘れずにお持ちください」

「ありがとうございます」「カイト様っカイト様っ、見て見てなのですっ！」

「二人ともよくやったな」

　シュリアがヒラヒラと揺らす木で出来た合格証には魔法学園らしく簡単な魔法陣が刻まれていた。

　予定通りの上々な結果だ。これでひとまずは学園に入ることができる。

　あと今日やらなければいけないのは、レオーネにミナリスの村の場所を聞くこと。

　それだけだった。







　無事何事もなく試験を終えた俺たちは、レオーネたちの行きつけだという店に来ていた。

　昼食として頼んだ女将おかみのおすすめメニューを待っている間、俺たちは雑談に花を咲かせていた。

「なるほどなぁ、それでミナリスちゃんをカイトが買ったってわけか」

「そういうことだ」

　ミナリスとの出会いの経緯を聞かれた俺は、いろんなところを端折はしょって、スラムでミナリスを買ったことを告げた。

　当然、勇者のことや王女、王国に狙われていることは話していない。

　そこら辺の事情を知っているのは、レオーネだけだ。

　もちろん、そのレオーネにも俺たちの旅の本当の目的は伝えていない。

「それにしても凄すごいじゃないミナリスちゃんっ！　私、びっくりしちゃった」

「わぷっ、シュピーネさん。やめてください、もう子供ではないんですから」

　ギュッ、とシュピーネがミナリスに抱きついている。

　ミナリスは若干困ったようにしながらも、無理やり振りほどこうとまではしていなかった。

「それにしても上級クラスに合格するとは驚きましたね……。獣人はあまり遠距離用の魔法に向かないと聞いていたので。あれは何かカラクリがあるのですか？」

「あ！　それは俺も気になってた。外部生で上級クラスに入れるのって、冒険者ならベテランぐらいの実力が必要なんだろ？」

　ザンクの言葉に乗るようにダンが言葉を紡ぐ。

「ごめんなさい、それは秘密です。冒険者は手の内を隠すものですので」

　二人の言葉に、ミナリスは謝りながらもハッキリと返答を断った。

「ミナリスちゃんの言う通りよ。自分の手の内を簡単に晒す冒険者なんていないわよ。…………でも、お姉さんにはこっそり後で教えてね？」

「ダメですよ」

「えぇ～……」

　毅き然ぜんとした対応を取りながらも、どこかミナリスの表情は柔らかい。

「『ミナリスさん、嬉しそうなのです』」

「『ああ、よかったな』」

　コソッ、と話しかけてくるシュリアに小声で返した。

　それはきっと、暗く汚れた毒を振りまく記憶の中で、暖かい記憶の一つだったのだろう。

　俺にとってのレティシアとの日々のように。

　シュリアにとっての母と妹と過ごした日々のように。

「まぁ、ミナリスもシュリアもめでたく上級クラス入りを果たしたわけだ。シュピーネさん、二人とも魔法は我流だから、何かあったら手助けしてやってくれませんか」

　俺はシュピーネという魔術師にそう言った。

　レオーネも同じクラスだが、基礎的な理論を教わるなら純粋な魔術職の方がいいだろう。

「もちろんいいわよぉ。二人とも可愛かわいいし、私としては『魔法学園の卒業者』っていう肩書が欲しいだけだし。役得役得♪」

「わわっ!?」

「あんっ……!?」

　突然ミナリスと同じようにシュピーネに抱きつかれ、その豊満な胸に引き寄せられた。

　シュリアは驚きの声をあげた後、ペチペチと自分の胸を触り、首を少し動かした後、絶望の声をあげてシュピーネを突き放した。

「ふあぁああっ!!　嫌なのですっ!!　敵っ！　この人、敵なのですっ!!」

「えぇ!?」

　ガルルッ、と睨にらまれながら敵認定されたシュピーネ。

　俺の中の妹様が告げている。『兄様、関わり合いになるべきではありません』と。

　俺はうちの優秀な妹様からの助言を信じて別方向に話を振る。

「ダンさんと、ザンクさんだったよな」

「ダンでいいって」

「僕もザンクでいいですよ」

「そうか、なら俺もカイトでいい。二人はどうして魔法学園に？　剣士姿ってことはやっぱり補助の魔法か？」

「ああ、俺は身体強化魔法を覚えるためにな」

「僕は武器への一時的なエンチャントを覚えようと思いまして」

　ダンが腕を捲まくって叩たたき、ザンクが腰の剣を撫なでる。

「カイトも基礎クラスに入学したんだよな？　通わないって言ってたけど」

「あぁ、俺の目的は学生だけが使える大図書館とダンジョンだから」

「あー、ダンジョン組かぁ」

　俺の言葉にダンはそう言った。

　学園地下のダンジョンには関係者しか入ることはできない。学園に併設された大図書館も同様だ。

　ダンジョン組とは、魔法を教わるためではなく、そういった学園の関係者だけが使用を許されている施設のために基礎クラスに籍を置く外部生たちのことだ。

「まぁ、そんなわけで、レオーネさんも二人のことよろしくお願いしますよ。……まぁめったなことはないとは思いますけど、魔法学園で獣人は珍しいでしょうし、シュリアは見た目がこれだから」

「そうですね、シュリアは実年齢以上に幼く見えますから」

「むぅ、詰なじられるのは好きですけど、子ども扱いはやーなのです！」

「うぉふっ、いや、落ち着けシュリア、いたいっ、いやっ、痛くないけど地味に効くからっ！」

　シュリアがプンプンと怒って、人差し指を肋ろっ骨こつの間に潜り込ませるように突いてきた。

　痛いわけじゃないが、突かれる度に変に体が動く。

「……えぇ、分かってるわよ。二人とも可愛いしね、絡んでくる馬鹿も多そうだわ」

　ずっと黙りっぱなしだったレオーネに話を振ると、普通の様子で返事が返ってきた。

　だが、その様子は最初の時ほどではないにしろ、警戒心に似たものが募っているように見える。

（……ふーむ、俺、なんかやらかしたか？）

　この前に別れた時は、それなりにいい感じで関係の改善をできたと思う。

　それが今になってどうしてこの態度なのか。

　最初のものは刺すような警戒心だった。

　それは一歩違えば敵意と呼べるほど、公然とした峻しゅん烈れつさを持っていた。

　今回もまた、濁り切った悪意のようなものは感じないが、どうしたものか。

（まぁ、構わないか。ここで何かしようとしてるわけでもないし）

　元日本人同士としては元の世界のことも話したりしたかったが、この様子では仕方がない。

　それに、本当の意味で仲良くなるなんてことが、不可能なのは分かっていたことだ。

　なぜなら、俺は、俺たちは、彼女たちに自らの本性を晒すつもりがないのだから。

「『ミナリス、シュリア、聞こえるか？』」

　俺は久々に二人に『心話』で話しかける。

「『はいはーい、聞こえてるのですよ』」

「『なんですか、ご主人様』」

「『予定変更だ。なんか俺、また警戒されてるっぽいし、ここで村の場所を聞くのはやめておく』」

　一度目の世界で死んだ時、俺の評判は散々なものだった。

　否定はしたが、それですぐに俺に対する印象が変わるというものでもない。

　レオーネは少し時間を置いて考え直し、俺への警戒感が湧き戻ったのかもしれない。

　だとしたら、俺がこの場で聞き出す意味はあまりない。

「『また明日にでも、様子を見て二人が聞いてくれ。その方が素直に答えてくれるだろ』」

　もちろんこの前の契約があるから無理やり聞き出せなくもないが、ミナリスとシュリアはこれからしばらくの間、毎日顔を合わせることになるのだ。

　向こうから何かしてきたわけでもないのに、無理をしてわざわざ関係を悪くすることはない。

「『ですが……』」

「『そう焦るなよ。『暴れ弓のレオーネ』っていったら、一度目の世界でもそこそこ有名なパーティーだったんだ。俺が教えられない技術を、友好的になって盗めるだけ盗んでこい』」

　若干渋るミナリスを宥なだめて言い含める。

「『お前の気持ちは分かるさ、だからこそ落ち着いて考えろ。もっとできることの幅を増やせ。必要なものを取り零こぼすな』」

　欲しいものに手を伸ばすばかりで周りを見失えば、できた歪ひずみに足を取られる。

　一度目の世界で学んだことだ。

「『……そうですね、やはりだめですね。分かっているのに、気持ちが逸はやってしまって』」

「『それに、場所が分かってもすぐには動けないなら、力を溜ためる方がお得なのです！』」

「はい、お待ちどうさま。これが今日のうちのおすすめメニューだよ」

　と、ようやく昼ご飯がやってきた。

　『心話』会議はそこで終了し、その日は何事もなく食事をして別れた。

　……と、なればよかったのだが、面倒くさい阿あ呆ほうはどこにでも湧き出てくるもので。

「なんだぁ、随分と小汚い店だなぁ。せっかくこんなクソ田舎の国まで出向いてきたってのに、しけた店に入っちまった」

　ドカドカとわざとやっているのかと疑わしくなるくらいにホコリを立てて入ってきたのは、筋骨隆々の髭を生やしたむさ苦しいおっさん。

　どうやら冒険者のようで、黒塗りの鞘さやに入れられた大剣を背負い、狙って揃そろえているのか身に纏まとっているのは黒びかりする銀の鎧。

（いやぁ、マジでゴキブリっぽくて嫌になるわぁ）

「うげ、あいつ、『黒鋼のギール』じゃん」

「ちょっとダンッ、目を合わせんじゃないわよっ、絡まれるでしょ」

「なんだ知り合いか？」

「……帝都の腕利きの冒険者でね、前に商売敵の関連でやりやったことがあるのよ。それ以来まぁネチネチと根に持たれてね」

　問いかけて帰ってきた返事は、まぁしょうもないものだった。

「ん？　おいおいおいっ、こんなしけた飯屋におあつらえ向きの顔が揃ってんなぁ、えぇ、おい」

　しかし、声が響いたわけでもなかったが、そう広くもない店内。

　まぁ見つからないわけもなかった。

「あぁ、うるさい。躾しつけのなってない馬鹿犬が吠ほえてるみたいねぇ。本当、いやになっちゃうわ」

　軽くため息をついたレオーネは諦めたように悪態をついた。

　レオーネ以外の三人は冷めた目でギールを見た後、無視してそのまま食事を続けている。

「ちっ、相変わらず口の悪い女だなぁおい。お、そっちは見ない顔だな、新顔か？」

　舌打ちをしたギールの矛先が、静観していた俺たちへと向いた。

「へぇ、男はどうでもいいが残り二人は可愛い顔してんじゃねぇの。二人ともモロ俺の好みだわぁ」

　ジロジロと舐なめるような視線がミナリスとシュリアを這はう。

　ずいぶんと不快な視線だ。

「ちょっと、あんた……」

「なぁ、お前らさ。俺の女になれよ。そんな奴らと一緒にいるより、俺と同じパーティーになればもっといい思いをさせ───」

　あぁ本当に、ゴミ虫の多い世界だ。

「おい、そろそろ羽音が煩うるさいぞ。今すぐ消えろ、その羽切り落とすぞ」

　無遠慮に伸ばされる腕を、俺は掴んだ。

「あぁ？　おいっ、てめぇ、なんだこ、の手っ、つぁ!?　はっ、放せてめぇ!?　がっ、ぐっ！」

　ギリギリッ、と握りつけた腕を、ある程度のところで放す。

　それだけで十分に格付けは済んでいた。だが、それを冷静に受け入れるだけの度量は、二つ名で呼ばれるようになり、実力とともに増長していた男にはなかった。

「このガキッ!!　ふざけんじゃ、な、づぅ!?」

　ギールは背中の大剣に手を伸ばし、しかし、その大剣が抜かれるよりも早く、俺は作り出した【始まりの心剣】を振るう。

　首筋を皮一枚だけ切り裂き、流れる血を剣先で舐なめるようにして突きつける。

「これで許してやるから消えろ」

「このっ」

「なぁ、まだ分からないのか？　せっかくの食事の場を汚い体液で汚したくないんだ。いいから、失うせろよ」

　クリッ、と線を引かれた首の皮をめくるように剣先を動かす。

　だいぶ鈍い手合いのようだったが、剣に這うように纏わりつかせた殺気を流し込まれれば馬鹿でも自分の状況に気が付く。

「俺の身内に集たかるな、コバエ」

「っ、ちっ、マジになってんじゃねぇよ！　ただのお遊びだろうがっ、見せもんじゃねぇぞ!!」

　ギールは明らかな虚勢を張って、周囲にあたり散らしながら外に出ていく。

「おおっ！　やるなぁ兄ちゃん！」「よくやったっ！」「いいもん見せてもらったよ」

　ギールが去ったのを見計らうようにして酒場には歓声があがり、いい見世物だったとばかりに囃はやし立ててくる。

「ずいぶんと手慣れてましたねぇ。まぁそれだけの美少女二人を連れていればこういうことにも慣れますか、ねぇシュピーネさん」

「ちょっとぉ、なんでそこで私に振るのよぉ。……あそこ、燃やすわよ？」

　フフフと底冷えのする笑顔でシュピーネが笑う。

「そんなことよりよっ、お前すげぇ剣の腕だなっ！　今度勝負してくれよっ!!」

「あー、いつか暇な時に気が向いたらな」

　キラキラと視線を向けてくるダンを適当にあしらいながら、俺は目の前の料理をつつくのだった。





　　　　☆






　次の日、私とシュリア、そしてご主人様は学園の前までやってきていました。

　学園の講義は今日から始まります。

「それじゃあ、またあとでな。俺は予定通り大図書館で調べものしてくるから」

「行ってらっしゃいませ、ご主人様」

「行ってらっしゃいなのです！」

「おう、お前らも頑張れよ」

　ヒラヒラと手を振って離れるご主人様を私たちは見送りました。

「さて、私たちも行きましょうか」

「はいなのです」

　途中にあった案内板に従い、座学を行うという教室へと向かいました。

　年齢にばらつきのある冒険者らしき人がパラパラと歩く中、建物に近づいていくと明らかに毛色の違う集団が同じように歩いていました。

　服装がお揃いで、年齢はだいたい私より少し上か同じくらい。

　おそらく、外部生と呼ばれる私たちに対して内部生と呼ばれるカーバンヘイムのエリートたちなのでしょう。

（まぁ、どうでもいいですね。あからさまにこちらを見下してくる視線は不愉快ですが、気にしても仕方がありませんし）

　顔の周りをうるさく飛び回ったりすれば別ですが、街を飛び交う羽虫をいちいち潰していたらキリがありません。

　彼らは向かって右側の真新しく綺麗な校舎に。

　そして私たちは左側の若干薄汚れて見える古い校舎に。

　私たちはそのまま建物の中に入ると、『外部生クラス』と書かれた一室に足を踏み入れました。

　教壇を正面に、階段状に設置された机。

　指定されていた時間よりも少し早めに来ているからか、席についている人はまばらでした。

「少し早く来すぎてしまったかもしれませんね」

「遅れるよりはいいのですよ」

　軽い雑談の声が響く教室の中、ひとまず空いていた右側の段の中ほどに席を取りました。

「あらぁ、おはよぉー。今日も可愛いわねぇ」

「あ、おはよう。二人とも早いのね」

　それから間を置かず、教室に入ってきたのはシュピーネさんとレオーネさんでした。

　ヒラヒラと手を振って寄ってきた二人は、私たちを挟むように席に座りました。

　正面から見て右から、レオーネさん、私、シュリア、シュピーネさんという順番です。

「おはようございます」

「おはよーなのです」

「んんっ、あぁ、もぅっ、可愛いわねぇー！　頭撫でちゃう！」

「にゃわっ!?　やめ、やーなのですっ!!　離すのですーっ！」

（本当、子供好きなところも変わっていませんね……）

　シュリアを抱きしめるシュピーネさんの姿に、村にいた頃のことを思い出す。

　あの頃、ああやって抱きしめられていたのは私と、ルーシャと、ケリルの三人でした。

　そんなたわいのない記憶の一つ一つが、絡みついた毒の棘とげのようにジクジクと痛む。

「レオーネさん、憶おぼえてますか？　村にいた頃もシュピーネさんはよくああやっていましたよね」

「……えぇ」

「レオーネさんたちは、まだあの村へと通っていますか？」

「いいえ、その、今はもう……」

「やっぱり村であったこと、聞いたのですね。道理で私が獣人だと知っても驚かなかったわけです」

「っ!!」

　そしてその顔が悲しげに歪ゆがむ。

　あぁ、違うんですよ、レオーネさん。私はそんな顔をさせたいわけじゃないんです。

「そんな顔をしないでください。私はご主人様に救われました。もう昔のことは気にしていません」

　だけど、ごめんなさい。

　それでも、許せないものがあるんです。

「その、マーリスさんは……」

「お母さんは、旅に耐え切れずに死んでしまいました。私も死にかけていたところを助けられたんです」

「っ!!　そう、やっぱり、そうなの……」

　だから、私は、

「レオーネさん、あの村の場所を私に教えてくれませんか？　私にはもう、どこにあるのか分からないんです」

「……知りたいのは、村の人たちに復ふく讐しゅうをするため？」

「違いますよ。言ったでしょう？　もう昔のことは気にしていません」

「じゃあ、どうして……」

　お母さんのことを利用するような、

「あの村は嫌いです。けど、もしかしたらお母さんの遺品が少しでも残されてるかもしれません」

「…………」




「お願いです。残されているかどうか分かりませんけど、お母さんとの思い出の品が欲しいんです」




　そんな、最低のウソをついた。





　　　　☆






　嘘うそだ。

　スキルで裏付けるまでもなく、その感情は見え隠れしていた。

　行商人として多くの人間とやり取りして培ってきた人を見る目は、彼女の付け焼き刃の取り繕い方で騙だませるほど安くはない。

　彼女が復讐を考える理屈は分かる。けど、復讐でミナリスちゃんが救われるなんて到底思えない。

　だって、微かすかながらも彼女からは私を騙そうとする罪悪感の色が見える。

　私の知るミナリスちゃんは、誰かのために一生懸命になれる優しい女の子だから。

　彼女ならきっと元の心優しい、普通の女の子に戻れる。

　そうは分かっていても、前に交わした契約が口を閉ざすことを許してはくれない。

「……村のある場所はオロルレア王国の北東部、ギリガル帝国の国境沿いにあるわ。ここからだと帝国側から山脈を抜けるのが早道かしら」

　だから、それ以上深く聞かれる前に私は答えた。

　嘘をつけなくてもこの子を騙す方法くらい、いくらでもある。

　それくらいできなければ、行商人なんてやっていられない。

「王国の北東部……、ここからは逆方向ですか……」

「山脈前のガガラドの町に行けば詳しい場所も分かるはずよ。安全策を取るなら遠回りにはなるけど、法国のロベリアっていう町からなら楽に辿り着けるわ」

（やっぱり、嘘じゃなければ問題ない。全然違う村のことでも『ウソ偽りなく答えて』いれば契約違反にはならない）

　不利益となる行動をとれないという制約も、言い回しに救われた。

　これが『目的を妨げてはならない』だったらどうしようもなかった。

「そうですか……、ありがとうございます。けど、辿り着くのはまだ先になりそうですね……」

　とりあえずは上手くいったけれど、このままでいいはずがない。

「……」

（どうにかして、ミナリスちゃんに復讐なんて悲しいことさせないようにしないと……）

　と、教室の扉が開き、魔術師のローブを着た男性が部屋に入ってきた。

　それからすぐに授業は始まったけれど、私は話に集中できず、どうすればミナリスちゃんを救えるか、そればかりが頭の中を回っていた。

　スキルを使って横目で見れば、二人の少女は相変わらず復讐に燃える暗い炎の色と、スキルと思われる毒々しい黒い鎖に縛られたまま。

　こうして観察していて分かったのは、その鎖を全員が心から受け入れていること。

　どんな精神干渉系の力なのかまでは分からないけれど、本来の感情を捻ねじ曲げる力には本来の感情の反発がその奥に見えるはず。

　でも、あの二人にはそういう反発の歪みが見えなかった。

　つまり、二人の心はあの鎖を外したとしても変わらない。だから、たとえあの力を無効化してみたとしても、また自分たちで鎖を掛けて終わり。

　まずはその本心に揺さぶりを掛けて、復讐に疑問を持たせるところから始めないといけない。

（どうにかして、鎖の核になってる彼を説得しないと……）

　ギールにミナリスちゃんたちが絡まれかけた時、宇う景けいくんの心にはちゃんと復讐以外の感情が浮かんでいた。復讐の色は消えないままで、だけど、純粋に二人を守りたいという気持ちも信じられないほどに強かった。

（……あんなにやさしくて強い色だって出せるんだもの。彼が変われば、彼女たちだって変われる。互いに互いの復讐心を育て合うなんて、そんなのいいわけない）

　おそらく、あの鎖の能力は二つ。

　一つはあの黒い鎖から漏れ出す、感情の濃さを保つ液状の何か。

　もう一つは黒い鎖を伝い、互いの心情を共有させる力。

　それも憎悪に類するものばかりを伝え合って、お互いの心をどす黒い感情に染めている。

（そんなの、絶対に間違ってる!!）

　私は深く、決意した。

　きっと彼女を、ううん、彼を含めた彼女たちをこちらに引き戻す。

　そうだ、そうしたら三人とも私たちの仲間になってもらおう。

　私の知識と彼の知識があれば、きっともっと多くを救える。

　この世界はとても乱暴で、でも、とっても綺麗な世界なんだから。

（……絶対に正しい道に引き戻してみせる。こんなの、絶対に間違ってるんだから）

　三人ともまだきっと、まともに戻れる。幸せになれる。

　だって、あんなに暗い色を纏いながら、深く見透かした先にあったのは、悲痛の色。

　心の真ん中だけは、延々と泣き叫んでいるような青白い色。

　纏う闇やみ色いろに突き刺されて、痛みに喘あえいでいるような、そんな色。

　彼らはまだ、泣くことも笑うこともできている。でも、その心は死んでいない。復讐の色は消えなくても、ほかの色だって浮かべることができる。

　だったら、復讐の色なんて捨てさせなきゃいけない。

　間違いを認めて、復讐を諦めるのが彼らのためなんだから。





　　　　☆






『山脈前のガガラドの町に行けば詳しい場所も分かるはずよ。安全策を取るなら遠回りにはなるけど、法国のロベリアっていう町からなら楽に辿り着けるわ』

　あぁ、やっと、やっとやっとやっと。

（……くふっ、くふふっ、い、いけません。久しぶりにスキルまで使っているのに、感情が抑え切れません）

　駄目だと分かっているのに、どうしても笑みが零れそうになります。

　すぐに何か動けるわけでもないのですが、ようやく具体的な影が見えました。

「と、多くの魔法が『火』『水』『風』『土』『光』『闇』『無』の七種の基本属性に分類されます。また『氷』『雷』など、基本属性から派生した属性もあります。そして、これらの魔法に含まれない属性の魔法をまとめて系統外と呼んでいます。有名なところだと、帝国の猛将・アーザリスト将軍が使う『植物魔法』などですね。また、帝国北部の荒れ地には『呪術』と呼ばれる特殊な技法を使う一族もいるそうです」

（と、いけません、今は講義に集中しないと）

　少しでも、蓄えられるだけの全てを蓄えて、もうすぐそばへと来ている復讐の時を迎えるために。

　そう思い、授業の初めに配られた魔術教本の写本へと目を落とします。

　何度使いまわされたか分からないそこには、私が感覚でしか知らなかったことが載っています。

　高揚する気分を無理に抑え、話に集中することにしました。

　しかし、そう思い直した時でした。

　教室に置かれた砂時計の砂が落ち切り、ジジジジッ、とベルの鳴る音が響きました。

「っと、もう時間ですか。ひとまず午前の講義はここまでです。二時間後、午後の部を始めます。それでは」

　講義中の口調と同様、どこか無機質な話し方で講義は終わり、講師は部屋から出ていきました。

「さてと、二人はご飯はどうするつもり、って、見たままよねぇ」

　私たちは持ってきていたランチボックスを机の上に置いていました。

　今日はホロホロ鳥と小春草の甘辛炒め、暴走牛のチーズとプルプル豚の燻くん製せいの二種類のサンドイッチです。大図書館で調べものをするというご主人様に合わせて作った自信作です。

「わぁ～、綺麗に詰められてて美お味いしそう。昔から器用だとは思ってたけど、ミナリスちゃん、料理上手になったのねぇー」

「っていうか、コレ、私よりも料理が上手なんじゃ……」

　シュピーネさんがニコニコと、レオーネさんが若干難しい顔をしながら弁当を覗のぞき込みます。

「見た目だけじゃなくて、ミナリスさんの作ったお弁当は美味しいのですよ？　一口だけならあげなくもないのです」

　どこか自慢げなシュリアが、一口ずつサンドイッチをちぎって二人に差し出しました。

「「……っ、うまっ!?」」

「当然です。ご主人様の口に入るものに私が手を抜くはずがありません」

　毅然と言いつつも、じんわりと喜びが湧き上がります。

　自分の働きを言葉で認めてもらえるのはやはり気分がいいものです。それは好意的な人間に言われればなおのこと。

「本当に、宇景くんのことが好きなのね」

「はい、私たちにとってかけがえのない方ですから」

「当然なのです。あ、でもでも今は包囲網作成中なので、カイト様には内緒なのですよ？」

「……そう、そうよね、そうなのよね」

「……？　どうかされましたか？」

「ううん、何でもない。シュピーネ、私たちもご飯に行きましょう？　午後の授業に遅れちゃうわ」

「そうねぇー、でも初日は退屈なだけでやっぱり得るものはなかったのよねぇー」

「まったく、そんなこと言って。復習は大事よ？　その時になってからじゃ遅いんだから。それじゃあ二人とも、また今度ご飯一緒しましょ。ほら、行くわよシュピーネ。ダンとザンクが待ってるわ」

　二人は軽く笑ってヒラヒラと手を振ると教室を出ていきました。

　私たちもそれを境にランチボックスに手をつけました。

「はむはむっ、今日も美味しいのです」

「こらこら、シュリア、はしたないですよ」

「んむぐぅ？」

　口の端にソースをくっつけながらサンドイッチに齧かじりつくシュリアの頬ほおを拭ぬぐいます。

（……そういえば、あの頃もこんな風にお弁当を食べていましたね）

　あの頃、料理を作るのは私じゃなくてルーシャの役目でした。

　幼おさな馴な染じみの三人組で遊ぶとき、ルーシャは自分でランチボックスを用意してきていました。

　森の中を駆けずり回って、お腹が減ったら木の陰か、倒木に背を預けてお昼を食べて……。

「んむっ、今度は次は少し酸味を足してみましょうか」

　今は舌に伝わる塩っ気に、目が覚めるような刺激が欲しくてたまりませんでした。







「しかし、講義というのは思っていたよりも疲れるものですね」

　ふぅ、とため息をついて歩く帰り道は程よい茜あかね色いろに染まっています。

　短いような長いような時間を終えて、私とシュリアの二人と、そしてレオーネさんたち四人は宿への帰り道を歩いていました。

「そうなのです？　シュリアは別に疲れたりはしなかったのです」

「偉いわねぇー、尊敬しちゃうわぁー。いい子ねぇ～」

「ふみゅっ！　勝手に撫でないでほしいのですっ！　シュリアの頭を押さえつけたり、叩いたり、踏みつけたりしていいのはカイト様だけなのですっ！」

　と、いつものシュリアの病気が発動しました。

　あぁ、あれほど人前では自重するようにと言い含めてありましたのに。

「えぇっ？　そ、そんなひどいことされてるのぉ～!?」

「それは、穏やかじゃありませんね」

「そんなことする奴には見えなかったけどなぁ」

　顔をしかめるレオーネさんたち。

　シュリアも悪気はありませんが、本当に悪気がないだけなので困ります。

「いえ、それは……」

「ねぇシュリアちゃん、彼は本当にそんなことを？」

「そうなのですっ！　カイト様はシュリアとミナリスさんには甘いので、頑張っておねだりすれば十回に一回ぐらいはお願いを聞いてくれるのです！　呆あきれた視線まで加えてグリグリッとしてくれて、きゅふ、ゾクゾクして気持ちいいのですよ。きゅふふふ」

「えっ、あ、う……？」

　シュリアの発言にキッ、と目を鋭くしていたレオーネさんが、シュリアのうっとりした表情に何とも言えない微妙な顔になる。

　助けを求めるような視線が集まり、私は静かに言葉を紡ぎました。

「……レオーネさん。子供の頃、私はシュピーネさんに『世界にはいろんな形の愛があるのよ』って、教えてもらいました」

「あ、あらぁ～、私、そんなこと言ったかしらぁ？」

「シュピーネぇ……、子供になんてことを……」

　スッと目を逸らすシュピーネさんにジト目を向けた後、レオーネさんはため息をつきました。

「はぁ～、で、ミナリスちゃん、シュリアちゃんはその、ええっと、そういうことでいいのかしら」

「残念ながら……」

「それは、なんとも若いうちから深い業に嵌はまっちゃったわねぇ。その道は深いわよぉ～」

「あはは、いやはやなんともまぁ」

　シュピーネさんとザンクさんが妄想の海からもどってこないシュリアを、カラ笑いしながら見守っていました。

「なんともお恥ずかしいところを……。シュリアもいつまでそうしているつもりですか！」

「ふみゅっ!?　ちべたいのですっ!?」

「まったくあなたは……」

　妄想に入り込みすぎてクネクネと体をよじらせ始めたシュリアの背筋に、無詠唱で作り出した氷の欠片かけらを押し込みつつ、痛む頭に手を当てました。

「うみゅぅ、ひどいのですよぅ」

「ま、まぁそれはともかくとして、二人とも上級クラスってことは俺たちよりも小難しい話を聞いてたんだろ？　レオーネとシュピーネの二人はともかくとして、二人ともその年でよくやるぜ」

　と、ダンさんがその場に漂う微妙な空気を切り替えるように言いました。

「本当、ダンも見習った方がいいですよ。せめて隣でいびきをかくのはやめてください。僕まで白い目で見られるんですから」

「げっ!?　ザンクお前っ、バラすなって!!」

「ダ～ン～？　ちょっと今のはどういうこと？」

「あっ、ああ、いや、その、ほ、ほら見ろよ！　なんか面白そうなことやってんぞ！」

　顔を引き攣つらせながらダンさんが救いを求めて周囲を見回し、小さな人だかりができていた箇所を指さしました。

　小さな広場のようになっているその場所は、中央に噴水を置き、移動式の小さな屋台や露天商、大道芸人などが集まっていて、行き交う人々の歓心を買っていました。

「話の逸らし方が雑すぎよ、ダンは後でお説教ね。それにしても、確かに盛り上がってる催しがあるみたいね」

　がっくりとうなだれるダンさんをさっくりと無視してレオーネさんが言います。

「『さぁさぁっ、次のチャレンジャーは誰だい？　吹き矢の板の穴を通して的を倒せればご覧の賞品をプレゼントだよ！』」

「『プレゼントー、プレゼントー。豪華賞品ー、豪華賞品ー』」

　大声を張りあげるのはひょろりとした長身の男と、それとは対照的に背が低く全体的に丸いシルエットをした男でした。

「あーっ、おしいっ」「もうちょっとだったのに」「へたくそー」「もっとよく狙え！」

　催し物は置かれた台の上から安っぽいつくりの吹き矢を吹いて、木の板に開けられている穴を通してその先にある人形を倒すというもののようで、今もひとり、失敗して意気消沈する人を生み出していました。

　ワイのワイのと盛り上がる人たちのお目当ては、賞品として並べられている品物のようで。

　おもちゃのようなものから、生活雑貨に使うようなもの、高価な魔法実験の素材、そして目玉賞品は高品質のポーションのようでした。

「へぇ、なかなかいい品揃えてるじゃない。だけど……」

「あれじゃあ、いい賞品はもらえないわねぇ」

「？　どういうことでしょうか？」

「ほら、あの木の板を見て」

　促されるまま私は穴の開く板を見ました。

　けれど、一見するとただの穴の開いた板にしか見えません。

「んん？　よく見てみるとなんか妙な感じすんな、あれ」

「確かに変な魔力が流れてるのですよ」

　シュリアの『緋ひの瞳』には何か見えているようです。

　あの障害物の板に何らかの仕掛けがあるのは確からしいので、私も再び木の板に注目しました。

　赤や黄色に塗装された板は流線形の模様が描かれていました。

　賞品の価値ごとに大きさの変わる穴がまばらに開いています。

　と、次の挑戦者が吹いた矢が、ちょうど穴を通りました。

「あれ？」

　穴を取りすぎた矢は注視しないと分からない程度にその進行方向を逸らしていました。

（いま何か、うっすら模様が浮かび上がったような……）

「あー、惜しいっ、穴は通ったのになぁ」

　結局、その挑戦者も失敗に終わって悔しげにしています。

「なるほど、僕には理屈は分かりませんが、あの穴を通ると人形に矢が当たらないように軌道を逸らす仕掛けがされているようですね」

「ちゃちな魔法だけど、隠蔽の技術は一流ねぇ。シュリアちゃんはよく見抜けたわねぇ」

「ふふんっ、当然なのです！」

　むむぅ、気付けなかったのは私だけということですか。ちょっとだけ悔しいですね。

「ま、よくある光景ね、行きましょうか」

「え？　憲兵さんに伝えないのです？」

「あの手の催しはどれもあれぐらいのことはしてるわ。街の憲兵もその辺は分かってるから、よほど悪質じゃないと取り合わないのよ」

　そういってレオーネさんは肩をすくめてみせました。

　と、そうしている間にもまた一人、失敗した挑戦者がいたようでした。

「『おー、お嬢ちゃん、惜しかったねぇー』」

「『また来る、また来る』」

「『あぅ……』」

　しょんぼりとした小さな女の子が観客の輪から少し外れた場所に戻っていく。

　その目にはとても深い悲しみの色が見えました。私は、あの色を知っています。

「……あんな小さな子を騙しておいて、それでもですか？」

「それは……、まぁ、気分がいいわけじゃないけど……」

　レオーネさんは困ったように眉を顰ひそめる。

　きっとこれは、本当にどこでもある光景の一つなのでしょう。

　いちいち気に掛けられるほど稀まれな光景じゃないのでしょう。

　騙されても額は小さく、その他大勢から見れば「残念だったな」なんて言葉で片づけられれてしまう出来事で。

　誰もが『その程度』のことと、笑って済ませてしまうような出来事で。

　どこまでも、そこに込められた気持ちを馬鹿にしている。

「……『気に入らない』。それだけで十分ですね」

「そんなの、シュリアたちは知らないのですよ」

「あっ、ちょ、二人とも？」

　仕方ないとか、誰でもやっているとか、当たり前のことだとか、そんなのはどうでもいい。

　ただ確かなのは、私たちがそれを許容できないってことです。

「ねぇねぇ、お嬢ちゃん。何が欲しいのです？」

「ふぇ？」

「どうしても欲しいものがあるのでしょう？　どの賞品でしょうか？」

「あ、あの、お薬ほしいの……。お母さん、怪我して辛つらそうなの。でも、普通のお店じゃお薬買えなくて……」

　女の子が指をさす先にあるのは、高品質のポーション。

　ほら、これだから嫌なんです。

　別に、レオーネさんたちがおかしいわけじゃありません。

　ただそれが、当たり前なだけ。

　そういう誰もが従う当たり前が、何かにすがる気持ちを押し潰すだけ。

『違うっ!!　俺は関係ないっ、知らなかったんだっ!!』

『騙されていたんだっ、その女に!!　畜生がっ、この薄汚い獣人がっ』

　……あの村で当たり前のように、私とお母さんが切り捨てられたように。

「そうですか。なら、もうちょっと待っていてください」

「お姉ちゃんたちがとってきてあげるのですよ」

　私はこの世界が嫌いです。こういう気持ちが踏みにじられる世界が嫌いでたまりません。

　ジワリと目尻に涙が浮かぶ女の子に微笑ほほえみ、催しの開催者のもとへと向かいます。

「さぁっ、お次の挑戦者は誰だい？　お日様も落ちてきてるし次が最後の挑戦だよ！」

「挑戦者、挑戦者、募集、募集」

「お兄さんお兄さん、次はシュリアたちが参加するのですよ」

「二人同時に挑戦しても構わないのですよね。お代はいくらですか？」

「お、綺麗なお嬢さんたちだねぇー。参加費は一人大銅貨五枚だけど、この後でお茶してくれたらタダで挑戦させてあげるよ？」

「それじゃあ、私とシュリアで合わせて銀貨一枚ですね」

　取り出した銀貨を投げ渡して私とシュリアは吹き矢を手に取る。

　矢は一回の挑戦につき二発分だけ。

「ミナリスさん、私がやるのですよ」

「いえ、大丈夫です。私にも少し試してみたい手法があるので」

　『傀儡憑代』を掛けてくれようとしたシュリアを止めて、私は何となく自分の中で燻くすぶっていた感覚を呼び覚ます。

　あの時、クーちゃんが私の中に入ってきたときに使った力の片へん鱗りん。

「行きますよシュリア」

「はいなのです」

　矢を握るシュリアの手に魔力が込められ、その吹き矢に仮かり初そめの命が込められて。

　私たちは薄っぺらな貼り付けた笑みを浮かべる主催者の前で、台に上って吹き矢を放ちました。

　私とシュリアから放たれた矢は吸い込まれるように穴へと向かい。

　シュリアによって仮の命を与えられた矢は穴を通り過ぎた後も、軌道を逸らすことなく的として置かれた人形に当たります。

　そして、私の放った矢は、ほんの小さな一匹の羽虫が、その軌道を修正して狙いをつけた的へと矢を誘導するのです。

「くふふっ」

「ふわっ、凄いのです」

（あぁ、これは使える力です。できることの幅が凄く広がります）

　魔力で生み出した蟲むしを操る力。

　クーちゃんが体の内にいた時に扱っていた力より、ずいぶんと弱いもの。

　それでも、他の力と掛け合わせればもっといろんなことができそうです。

「なっ!?」「ぅあ？」

　主催者側の驚く声が耳に届き、私たちは二発目の矢を放つ。

　シュリアの矢は狙い通り一つの的を倒しました。

　そして私が放った矢は一つの的を倒し、跳ねてもう一つの的を倒しました。

　結果、私たちが倒した的の人形は五つ。

「それじゃあ、賞品はもらっていきますよ」

「豊作なのです」

「え、あ、ちょっ、ちょっとまてっ!!　成功するはずが……」

「成功するはずが、何でしょうか」

「うっ、あ、うぐ」

　慌てる開催者の男にそう返すと、向こうは言葉を返せずに口をつぐんだ。

「それじゃあ、行きましょうか」

　賞品を五つ手に取って、ポーションを女の子に手渡す。

「え、あ、あのっ」

「もう日が落ちますよ。お母さん、元気になるといいですね」

「で、でも……」

「さぁ、おいきなさい。助けられる命があるうちに」

「ありがとうっ！　メイド服のお姉さんっ、変な服のお姉ちゃんっ！」

　小さな女の子は大きく微笑んで、ブンブンと手を振って走っていく。

　その姿に、自然と顔がほころびます。

「うう、変な服じゃないのです……。しかも、ミナリスさんは『お姉さん』でどうしてシュリアは『お姉ちゃん』なのですか」

「まぁまぁ」

　私たちはレオーネさんたちのところに戻って声を掛けました。

「さて、それじゃあここで別れましょう。私たちは少し寄る場所がありますので、また明日よろしくお願いしますね」

「バイバイなのです！」

「あ、二人とも……」

　そんな風に軽く挨拶を交わして、レオーネさんたちと別れました。

「ではシュリア。あなたは一応あの少女の方についてください。おそらくはこちらに来ると思いますが、万一ということもありますから」

「了解なのです。シュリアにお任せなのです」

　そういってシュリアは一人、人ごみにまぎれていきました。

　私も市場への道を歩き始めます。

　少しずつ遠回りをして、人気のない道を選んで歩いていると、不意に後ろから明らかな敵意を持った気配がついてきました。

「あら、思ったよりも遅かったですね」

「「……」」

　落ちる日に薄暗くなり始めている路地で、不意に足音が止まります。

　こちらから声を掛けると、向こうは険しい顔をしてこちらを見ていました。

「大体予想はつきますけれど、いったい何のご用でしょう」

「いやぁ、さっきは断られちゃったけどさ、やっぱりお茶に誘おうと思ってさぁ」

「お茶する、お茶する」

　あぁ、やはり。

　ポーション一瓶よりも高価な賞品を手に入れればこちらに食いつくと思いましたが、予想以上の単細胞っぷりですね。

「申し訳ありませんが、私に時間を無駄にするような趣味はございませんので」

　少し微笑みながらそう返すと、男は馬鹿にされたと感じたのかもともと出来の悪い顔が更に醜悪に歪みました。

「けどさぁ、こっちもそれじゃあ引けないんだよねぇ。あんたらがイカサマで奪い取ってった商品、返してもらわないとさぁ、分かるよね？」

「分かる、分かる。理解っ、理解っ」

「あら、私はただルールに則のっとって賞品を手にしただけですよ」

「そうかぁ、残念だなぁ。本当に残念だ。でも、仕方がないからさぁ。うちから持ってった賞品っ、力ずくでも返してもらうぜ！」

「力ずくっ！　力ずく!!」

「…………」

「あんまり暴れないでくれよぉ？　この後はあの小さい嬢ちゃんからもポーション取り返しに行かないといけないんだからさぁ、こっちも忙しいわけよ」

「忙しい、忙しい」

「そんなことをして、この街にいられなくなりますよ？」

「そうなんだよなぁ、せっかく稼ぎに来たってのに、あれじゃあもう商売できねぇわけよ。へへ、だからさぁ、あんたと、ポーションを持っていったあの女の子とその母親、のどを潰して奴隷商に売り払ってやるよっ。なぁに、あの貧相なガキと病弱だとかいう母親だけじゃあ、言うほどの値にはならねぇだろうが、あんたは十分な上玉だからなぁ！」

「売り払うっ、売り払うっ!!」

『それにしても、お前の母親も勝手に死んじまいやがって。なんで俺が獣人なんぞのために買った金を損しなくちゃならねえんだよ、クソがっ』

　頭をかすめる奴隷という言葉に、クスリと嗤わらいが零れる。

「本当にどうしようもない方々ですね。……それにしても、奴隷商に私を売る？　よりにもよってその選択肢ですか。『氷層壁アイス・ウォール』」

「えっ？　な、なっ!?」「ぅあっ？　ぅあ!!」

　生み出したのはドーム状の二枚の氷壁。

「あまり大きな声をあげられると面倒になってしまいますので、少々音が漏れないようにさせていただきました。もともと人気のない場所ですからこれで十分でしょう」

「ど、どうなってっ、ひっ!?」

「足っ、足っ、動かないっ、動かないっ!!」

　まずは襲い掛かろうとしてくる二人組の足を地面に凍りつかせます。

　足と地面を縫いつけるだけだった氷は、ピキピキと音を立てながら男たちの体を登り始める。

「あぁ、駄目ですね。これでも、下した手てに出て頼んでくるなら、少し脅すだけで済まそうと思っていたのですよ？　けど、本当に今日はいけませんね、軽く刺激されただけですのに。くふふっ、少し手を出したらもう、歯止めが利きそうにありません、くふふふふっ」

「ひっ、ひぃいいいっ!?　やめっ、やめてくれっ!!」

「冷たいっ、冷たいっ、ぅぁあっ、ぅぁあっ」

「じっくり味わってください。丹精込めてご奉仕させていただいているのですから。くふっ、くふふふっ！」

　二人の男たちが身動みじろぎ一つできないようになるまで時間は掛からない。

　ジワリジワリと這うように少しずつ分厚く、やがて首まで氷が覆いつくす。

　そして、後ろの首もとから顔を囲むように氷の壁の器を形成していく。

「謝るっ、謝るから、ゆるしてくれぇ……」

「ごめ…、ごめ…ん、ゆるして、ゆるし……」

「あははは、自ら襲ってきておいて、許して、ですか？　どこまで私を侮辱すれば気が済むのですか？　お客様方。ここまでくるといっそもう、可愛らしいほどに哀れですねっ、くふふふふっ」

　男たちの顔の前面だけ、Ｖ字に間を残して氷が止まる。

　そのことに、変な希望でも抱いたのでしょう、微かな安あん堵どの表情が彼らに浮かびました。

　だから私は、ことさら一層綺麗に見えるように、彼らに笑って告げました。

「許すわけがないでしょう？　あなた方はもう、私の中の一線を踏み越えました。肉片一つ残さず、ゴミくずのように溶けて消えてください」

「ぇ？　あ、ぅ、そ、なん、やめっ」

「助け、たすけ、て」

　再び動き出す氷に、その顔が絶望に塗り替えられていく様をたっぷりと眺めました。

　そして、頭が完全に埋まったすり鉢状の器ができます。

「奴隷になどと言わなければ、一思いに殺してあげてもよかったんですが。死ぬまで素敵な苦痛をご賞味ください」

　私はそのすり鉢状の器に注ぎ込むようにして『幻炎毒鬼』で生み出した溶解毒を注ぎ込む。

「「うぎゃぁあぁあああぁあっ!!」」

　響き渡る叫び声を聞きながらそのすり鉢の上に氷の蓋ふたをする。

「さぁ、ゴブリンは完全に溶けるまで三十秒ぐらいだったのですが、あなた方はどのくらいもつでしょうか？」

「『ぎぃあぁあぁ、ぁ、あぁ』」

「『ぎひっ、ぎひゅ……』」

　氷のグラスの中で、男たちは瞬く間にグズグズと溶け出し、いくらもしないで、くぐもった断末魔が聞こえました。

　皮が溶け、肉が溶け、骨が溶け、最後には濃い茶褐色の液体になる。

「くふっ、くふふふふっ！　思ったよりもだらしがありませんでしたね」

　パリンッ、という音ともに氷は砕け、水滴一つ残さずに細やかな粒子のようになって消えていく。

　下に落ちた男たちの液体は地面に吸い込まれて後には何も残りませんでした。

「さぁ、あまり遅くならないうちに行きましょうか」

　高ぶって仕方がない感情を制御しながら歩いていきます。

　大きな通りに出ると、ちょうどいろんな屋台が店じまいをしていました。

　どうやら規模は小さいながらも市場のようなものが開かれている場所のようです。

（あら、こんなところでも食材を売っているのですね。後で調べに来ましょうか）

　そうして歩いていくと、ふと一つの果物屋が目に留まりました。

『ミナリスちゃん、付き合わせてごめんね。私がケリルのお誕生日にお腹いっぱい食べさせてあげたいなんて言ったから……』

「……」

「ん？　お嬢さん、どうかしたかい？」

「あ、いえ……」

　そこにあったのは、箱に積み上げられた拳大の黄色い果実。

　私とルーシャが、ケリルのためにと、森で探した果実。

「よろしければ、その実を三つほどいただけますか？」

「ん？　あぁ、かまわないよ。三つで銅貨九枚だ」

「……こちらでよろしいですか？」

　銅貨を渡し三つの果実を受け取ると、ご主人様からいただいた丸袋の中に果実をしまいます。

　と、店の店主はもう一つその実を私に投げ渡してきました。

「ほら、嬢ちゃん、別べっ嬪ぴんさんだからもう一個おまけだ」

「あら、お気遣いいただいて、ありがとうございます」

　そう言って軽く会釈して、私は再び歩き出します。

「……」

　両手で持ったその実を見て、歩きながらシャクリと小さく果実をかじる。

　口の中に、甘酸っぱく瑞みず々みずしい果汁が広がり、鼻から爽やかな香りが抜けていきました。

「本当、今日は駄目ですねぇ。どうにもなかなか感情の制御が利きません」

　人が行き交う街の中で、私は小さくため息をつきました。

　レオーネさんに話を聞いてからはずっと、目の前で火の粉がチラついている。

　私と、ルーシャと、ケリルと。

　父親と呼んでいた男や村人たちと。

　まだ何も知らなかった日々に積み上げたものの残骸。

　ほんの些さ細さいなきっかけで、そんなものをチロチロと揺れる炎の舌が舐め上げる。

　一瞬だけ淡く燃えるその光がとても甘くて、手が届くのはまだ先だと頭で分かってもすぐに目が眩くらみそうになる。

　体が疼うずく、心が疼く、魂が疼く。

（あぁ、どんな殺し方なら一番苦しんでくれるんでしょうか。どんな毒を使いましょう、どんな道具を使いましょう。あの子は私以上に夢見がちでしたし、演出は当然過剰な方がいいですよね）

「……さて、これ以上遅くならないうちに急いで帰りましょう」

　私は夕闇に染まった街を歩いていく。

　この街は日が暮れると魔導街灯が灯ともり、夜も明るい。

　そのせいか、私の足元は火に煽あおられてふわふわと浮かんでいるような心地のままでした。





　　　　☆






「あぁ、いけない。思ったよりずっと遅くなっちゃった」

　私は、住み慣れたカーバンヘイムの街を走っている。

　人が行き交う街の中、日は暮れかけて魔導街灯の明るい光が周囲を照らし始めている。

　目的の場所に辿り着いた時、目当ての果物屋さんはだいぶ店じまいを進めてしまっていた。

「おお、よく来たな。最近ご無沙汰だったから他の果物屋に鞍くら替がえされちまったのかと思ってたよ」

「もーっ、そんなことしないよー。最近ちょっといろいろあって忙しくて。それでオジサンっ、いつもの実、まだ残ってる？」

「あぁ、残ってるよ。いくつ持ってく？」

「十個でお願い。パイにして食べようと思うから」

「ハイよ。蓋閉めちまったからちょっと待ってな」

　果物屋のオジサンは少し奥にあった木箱の蓋を開けて、その中から目当ての実を渡してくれる。

「これこれ。やっと時間が空いたからどうしても食べたかったの。ありがとうねっ！」

「食べさせてあげたかった、だろ？　やれやれ、若いもんはいいねぇ。で、いつ結婚するんだい？」

「もっ、もうっ！　オジサンったらっ。……じ、実はね、来月に結婚することになったの！」

「おっ、そりゃめでたい。そんじゃあおまけしてやらないとな」

「わっ、ありがとーっ！」

　十個より多く果実を受け取って、笑顔を浮かべる。

「やったっ、得しちゃった♪　それじゃあね、オジサン！」

「おーっ、ケリルには美う味まいパイを焼いてやれよー。ルーシャちゃん！」

「分かってるよーっ！　私、料理上手なんだからねっ！」

　私はオジサンに手を振って、家路へと急ぐ。

　早く帰って、ケリルにご飯を作ってあげなくっちゃ。






第四章　そして少女は真実を知る






　生態の類似点は多いものの、種族・吸血鬼と魔物であるヴァンパイアは全く別種の生き物である。

　どちらも人型であり、生物に対する吸血行為を行うが、ヴァンパイアはアンデッドの一種であり、太陽の光を浴びることができず、聖水に弱いなどの弱点を持つ。また、ヴァンパイアは定期的に吸血を行わないと身体を維持できず、最後には灰となるが、吸血鬼についてはそうならない。

　十分な吸血を行えていないと能力に制限は掛かるが、その状態でも人並み程度の能力を有する。

　吸血行為から魔物と同一視され、迫害を受けた彼、彼女らは自らの存在を隠すようになった。

　ステータスを隠いん蔽ぺいする術すべにもたけているため、その存在を確認するのは難しい。

　人の世にまぎれることは彼らにとって容易たやすい。

　他の伝承などでは、吸血行為により、その数を増やしていくとされているが、それは誤りである。

　吸血鬼は吸血行為で一時的に相手を支配下に置くことができる。

　抵抗に失敗し、操られた姿を見て、『吸血鬼に血を吸われると、吸血鬼の仲間になる』という話が広まったのだと思われる。

　吸血鬼の繁殖手段は通常の人間と変わらないため、吸血鬼が急激に増えることはないだろう。

　邪法・呪法と呼ばれる禁術の中には人種が吸血鬼へと至るものがあるという噂うわさがあるが、信しん憑ぴょう性せいのある記録は一つとして残されていない。




「ふぅ、ようやくまともな情報がある本を見つけたけど、大した収穫はなしか」

　俺は大図書館の隅でほこりをかぶっていた本から一度目線を切る。

　大図書館通いを始めて一週間。

　本が高価なこの世界では世界一といって差し支えないだろう蔵書量を誇るこの大図書館には、ざわざわと人の声が響いている。

　元の世界では図書館では静かになんてマナーがあるが、この世界にはそんなものはないので、受けるクエストの情報収集として、パーティーで話し合いながら調べものをしている連中も多い。

　そんな中で俺は、ミナリスに起きた異変を調べるために吸血鬼に関係する書物を漁あさっていたが、そのほとんどが当たり障りのない記述しか載っておらず、大した役には立っていなかった。

　今のところ、調べるまでもなく知っていた内容や、宗教論的な観点で吸血鬼とヴァンパイアを同一視して批判しているような本しか見つかっていなかった。

　『吸血鬼化毒』についても知りたかったが、吸血鬼関連の書物にも毒物関連の書物にも記載はなかった。

　クーに関係がありそうな記載は更に見つからない。

「まぁ、そりゃ簡単に見つかるわきゃないか」

　ガシガシと頭を掻かきながらため息をつく。

　とはいえ、この大図書館で見つけられないとなると、実際に話を聞いた方が早い。

　どこかで、あの俺様野郎に会いに行く必要があるかもしれない。

「でも会いたくねーなー、苦手なんだよなあいつ」

　もう一個ため息をついて、顔をしかめる。

　あれだけの力だ、使わない手はないが、一応詳しいことは知っておきたい。

　何ができるかいろいろと試すつもりではあるが、慎重に対応するに越したことはない。

「とにかく、あらかた調べ終えたし、明日からダンジョンに潜るとするか。……ん？」

　と、最後に調べていた一冊を閉じようとして、まだ一ページ残っていたことに気が付く。

「ん、あぁ、またかよ……」




　真まことたる吸血鬼こそがこの世で最も太古の存在である。


　　　　　　　　　　著・トワコクロイ






　一ページ丸々贅ぜい沢たくに書かれた思わせぶりな言葉。

「ったく、この世界の人間は全員中二病なのかよ。いや、中二病そのもののファンタジー世界ではあるんだけどさ」

　どいつもこいつも自分の書いた本には何か仕込まないと気が済まないのか。

　表紙が袋になっていて中に宝の地図らしきものが描かれていたり、光に透かしてみると謎の文様が浮かび上がってきたり。

　凝ったものになると、魔力を流すと本の文字が入れ替わり、薄く発光した後に『力を求めるものよ、渇きを満たせ……』と謎の声が聞こえてくるなんてものまであった。

　古傷が疼うずくので本当にやめてほしい。

　ため息をついて本を閉じると、今日もすでにいい時間になっていた。

　まとめて持ってきていた数冊を抱えて本棚の列を回って本を戻していく。

「っ、見つけたっ！」

「ん？」

　声がした方を振り向くと、そこにいたのはレオーネだった。

「なんだ？　何か俺に用か？」

　ミナリスから話は聞いていたが、直接会うのは入学試験以来だった。

　だが、以前は見られた俺を責めるような感情は適度に鳴りを潜めているように感じる。

　ころころと変わる態度に、いい加減どういうことなのかと疑問に思いながら返事を返すと、レオーネは一度口を開きかけ、そして一度口を閉じてから話した。

「話があるの。だから、酒場に場所を変えましょう、一杯ぐらい付き合ってくれるわよね？」

「……まぁいいぞ。ただし、酒と飯は遠慮するけどな。日が暮れるよりも早く戻らないと、せっかくのミナリスの飯が食えなくなっちまう」

「……そう」

　一瞬だけ複雑そうな顔をして、フイッ、と背を向けたレオーネについて歩き出す。

（敵意はそんなに感じないが、どう考えても楽しいお話にはなりそうもないな）

　若干憂ゆう鬱うつな思いを抱えながら、俺は大図書館を後にしたのだった。







　レオーネに連れてこられた酒場には、まだ日も高いのにガヤガヤと騒々しく声が飛び交っていた。

「お姉さんっ、もう一杯っ、もー一杯っ頂戴」

「……おいおい、どれだけ飲めば気が済むんだよ」

「いーじゃないのよ。これくらいーっ、あんたと話をするために私がどれだけ待ちぼうけ喰くわされたと思ってるのよぉ。ずぅーっとダンジョンの入り口の前で待ってたんだからねぇ、それが何で大図書館にいるのよぉ」

「いや、そんなこと言われても知らんし。話したいならミナリスを通せばよかっただろうが」

「そんなのできるわけないでしょっ!!　だって無駄にミナリスちゃんと気まずくなりたくないもんっ!!　やーだもんっ！」

「気まずくなるのは確定なのかよ。っていうか、いい年して『もん』じゃねぇよ、酔いすぎだ」

「お酒は人生のうるおいなのよぉーっ、酔いは人生なのよぉー、重い話をぉー、素面しらふでできるほど子供でもなければ老成だってできちゃいないのよっ!!　ほらっ、あんたも飲みなさいよっ!!」

「だから飲まねぇって言ってんだろ。なんなんだお前は」

　若干身構えて話し合いに来たというのに、『とりあえず一杯』と言い出したレオーネはパカパカと酒を飲み干し、あっという間にベロンベロンになった。

　何の話も進まない状況に、俺は既に怒りを通り越して呆あきれてしまっていた。

「もういい、俺は帰るからな」

　ちびちびと飲んでいた柑かん橘きつ系の果汁入りの水をテーブルに置いて、俺は立ち上がった。

「ちょっと、逃げんじゃないわよ」

「はぁ、いい加減にしてくれよ」

　レオーネはそのまま酒場を出ようとした俺の腕を掴つかんで離さない。

「あんたはねーっ、潤いが足りないのよー」

「…………」

『本当にお主は、潤いの足りない男じゃのぉ。カラッカラじゃ。しょうがないから、妾わらわが世話をしてやるとするかの』

　きっと、レオーネは適当に言っただけなのだろうが、ただ、少しだけ昔のことを思い出した。

「……潤いねぇ、……何の話だ、何の」

　そんな風に嘯うそぶいて、ドカッ、と椅子に腰を落とした。

　グダグダと話すレオーネに疲れたようにため息をついたのは、そんな感傷からか。

「あんたが嘘うそをついた旅の目的の話よ。それから、あんたたちがしがみついてる復ふく讐しゅうについての話」

　だから、その言葉は気を抜いた俺に、毒を差し込むように響いた。

「っ」

　視線を戻したレオーネの顔は酒気を帯びて赤く染まったままだった。

　しかし、その眼は澄んでいて、まっすぐこちらを見つめていた。

「私にはね、見えるの。あんたたちが何かを憎む気持ちで一杯なのも、鎖で心を復讐に染め上げているのも」

「……へぇ」

　俺の口から漏れたのは、低い声だった。

　不思議とどうやってと問い返す気にはならなかった。

「ミナリスちゃんは相変わらず、とってもいい子だった。シュリアちゃんも心根が純粋な子だと思った。あんたがあの二人を大切に思ってるのも分かってる。だからこそ、そんな復讐なんて気持ちは捨てなさい、宇う景けいくん、あなたは間違ってるわ」

「ほう、間違ってるか」

「えぇ。たとえあの子たち自身が受け入れていても、あんたがやってるそれは、質たちの悪い洗脳だわ」

「……洗脳、なるほど、洗脳ね」

　それは確かに的を射ている。

　だが、それでもアレは俺たちにとっては、誰にも立ち入られたくない俺たちだけの誓いだ。

　だからそれはやはり、不快だった。

「あの子たちにはあなたがいて、あなたにはあの子たちがいる。だからきっとまだやり直せる。せっかくチュートリアルモードなんてチートをもらったんだから、それこそ終わったお試しの一度目のことなんて忘れちゃいなさいよ。これから何が起こるか私たちは知ってる、今度は失敗せずに上う手まくやれる」

「……」

「無意味なことに浪費する時間がもったいないわ。あんただって知ってるでしょ、あと半年もすれば、大陸を覆っている法国の大結界は解かれる。そうしたら、この大陸はひどい戦場になる。でも、私たちが今から動き回ればきっと救える人も増えるはずよ。あんたのためにも、ミナリスちゃんたちのためにもそれが一番……」

　バシャッ、と音がして、レオーネに水が掛かる。

「あぁ、もういいよお前」

　最後まで待とうと思っていたけれど、どうにもダメだった。

「っ!!　なにすんのよっ!!」

「間違ってるとか、正しいとか、そんな言葉一つで消せる痛みなら、こんなことになってやしねぇんだよ」

　重く、重く、深く沈めて隠していたものが顔を出す。

「復讐が何も生まない？　復讐しても幸せになれない？　だからどうした」

　それは止めようもなく溢あふれてくる。

「はっ、反へ吐どが出る。どれもこれも、外から見た奴の絵空事でしかない。お前の言葉は、外側でしか見てないから出る言葉だ。ただ殺すだけじゃ飽き足らないほど誰かを殺したいってことがどういうことか理解できないから、外側にしか視点を置けないんだ」

　無遠慮に触れられて、身の内を突き上げるような熱が噴き上げてくる。

「想像はつくさ、綺き麗れいなままでいたいもんなぁ？　惨めで苦しくて辛つらくて、踏みにじられて汚された奴の視点なんかで物事を考えたくないんだろ？　あぁ、あぁ、知ってるさ、その気持ち。俺だって同じ、反吐が出そうなほど綺麗好きだったんだから。ま、それを直接口にするほど、恥知らずだったわけじゃねぇけど」

　ギロリと、どうしようもない苛いら立だちにレオーネを睨にらみつけた。

「正論を囀さえずるのは楽しいかよ、小娘」

「っ、聞き捨てならないわねっ。私は、あんたたちのためを思ってっ！」

　だが、レオーネもまた、俺の視線に気け圧おされることもなく言葉を返してきた。

　だとすれば、半端な気持ちで踏み込んできたわけじゃないことも分かる。だからこそ、その姿は昔の自分の姿と重なって、……怒りの熱に、自己憐れん憫びんにも似た苛立ちが混じる。

「そんなことは何の理由にもなんねぇよ。お前がどんな風に考えていたとしても、その正論は俺たちにはクソほどの価値もねぇ」

「っ」

「お前が垂れ流した話はな、俺たちにとっちゃありえない妄想でしかない。最初から見当違いの方向に外れてるんだからな」

「どういう、ことよ」

「正しいコトをしたいわけでも悪いコトをしたいわけでもないんだ。拾えるものは拾って、大切なものは大切にして、でも、たとえそれらをかなぐり捨てても、必ず、全員、報いを受けさせる道を選んだんだ」

「そんなっ、なんでそんな道を選ぶのよっ！　あの子たちが大切だって、あんただって思ってるんでしょ!?　だったらっ、後ろを振り返るより前を見なさいよっ!!」

　ギリリッ、という歯ぎしりの音が聞こえてきそうな形相で、レオーネが俺を見る。

「だから、それが思い違いなんだ。後ろなんて、振り返っちゃいねぇよ。俺たちはまだ一歩も動かず、くそったれな地獄の底にいる。まだ終わらせないって俺たちが誓ったからだ。全てを飲み込んで忘れて明るい未来をなんて、そんなふざけた話を受け入れられなかったからだ」

　笑えるような悲劇も。

　涙の枯れ果てそうな苦悩も。

　手足が千切れ飛ぶような怒りも。

　起きた全てを過去にして、傷口が壊え死ししていくのを待つなんて、そんなのは家畜以下の人生だ。

「こんな気持ちを抱えたまま生きていけないから、こんな結末を受け入れられないから、だから復讐するんだよ。生きるために、前に進むために、終わりになんてしないために」

　勝手な幕切れを押しつけるしみったれた現実を、終わらせないために。

　その続きを、閉ざされたその先を、この暗い地獄を。

　必ずあいつらにも、味わわせるために。

　だが、俺のそんな言葉を受けても目の前の少女は折れなかった。

「そんなのってないわっ!!　やり直せるのよ？　私たちはチャンスを与えられたのっ!!」

　いきり立ったレオーネは机を叩たたき、俺の言葉を振り払うように立ち上がった。

「どんどん激化する魔族との戦いで力のない人が死んでいった!!　私を守るために死んだ仲間もいたっ。でもっ、今度はそうさせないために動けるのっ!!」

　酔いにか、怒りにか、その顔は赤く染まっている。

　それでも、その目にはやはり強い意志の光が灯ともっている。

「私がっ、私たちだけが未来を変えられるのよっ！　ミナリスちゃんみたいに理不尽に傷つけられる子を助けられるのよっ、分かってんのっ!?」

「あぁ、知ってるさ。一度目の記憶がある俺たちだけが、糞くそみたいなシナリオを書き換えられる。どうしようもないクズどもを、地獄へ落とす喜劇にな」

「っ、ふざけんじゃないわよっ!!」

　その光にあるのはまっすぐな、けれど、強い怒り。

　もしかしたら、救えなかった全てを救いたいとでも思っているのかもしれない。

　ずいぶんと傲ごう慢まんな考えだと思うが、そういう思考は分からなくもない。

　ただもう、俺にはその気持ちに共感することはできず、感情的な苛立ちばかりが募っていく。

「復讐したい気持ちは分かるわっ。でもっ、そのために貴重な時間を費やす？　バカも休み休みにしなさいよっ!!　諦めるしかなかった悲劇を正せるの！　止められなかった惨劇を阻止できるのっ！　私たちなら、救えなかった命を救え……」

　だから、その一言は、俺の触れられたくない場所を安易に刺激してくる。

「黙れよ」

「っ!!」

「もう、黙れ」

　あぁ、まったく、本当にむかつく。

　こんな、焼き直しをしたくないから、無理やり言葉を止めたのに。

　結局はまた失敗だ。全然思い通りには上手くいかない。

「何が気持ちが分かるだ。本当に分かってたら、そんな言葉は出てきやしない。これ以上、独り言に付き合うのは時間の無駄だ」

「な、何よそれっ」

「お前じゃ、俺たちには届かないって言ってるんだよ。だから、不用意に触れようとするな。俺たちに近づこうとするな。俺たちを知ろうとするな」

　俺はそう言って立ち上がると、テーブルに注文した飲み物の分だけ金を置いた。

「ちょっと待ちなさいよっ!!　話はまだ……」

「終わりだよ。レオーネ、お前のやってることはひどく、不愉快だ。俺たちのことを勝手に語るな」

「っ、何よ何よ何よっ!!　何が俺たちよっ！　どんな言い訳したって、あんたのやってることはあの子たちのためにならないわっ!!　あの子たちが幸せに笑える未来をあんたが否定してる！」

「だから、それを決めるのはお前じゃない」

　それ以上の言葉はないと、酒場を後にする。

　夕焼けに染まる街が、まるで血ち飛沫しぶきを浴びているように見えた。

「何が、救えなかった命を救えるだ……」

　俺は自分が嫌いだ。

　成長できず、間違い続け、いつだって理想には手が届かない。

　復讐だけでいいと嘯うそぶきながら、こんな醜みにくい嫉妬に駆られている。

「時間が戻ったって、俺たちにはもう、取り戻せやしないんだよ」

　だから俺は、自覚してなお、決意してなお、未練がましい感情を抱く自分が。

　大嫌いだった。





　　　　☆






「……ダメ、やっぱり駄目よ。復讐なんてしていたら、本当に戻れなくなる」

　相手の消えた酒場で、私は突っ伏した。

　結局、彼を説得することはできなかった。

　それでも収穫はあった。彼の心はまだ死んでない。

（何人も、何人も見てきたのよ、私は）

　人間と魔族の泥沼の戦争のなか、不足する物資をあちこちの街に必死に届けて回って。

　夫を失った妻が。

　両親を殺された子が。

　妹を助けられなかった兄が。

　親友に助けられた兵士が。

　何人も何人も何人も、暗い思いを抱えて、その色に塗り潰つぶされて、止まれなくなってしまった人たちを見てきた。

　そうして、身を削って復讐の道を進み続けて、ボロボロになって必死に叫んで。

　その道の半ばで多くの人が血の凶刃に倒れていく。

　血反吐を吐いて鬼のような表情で、世界の全てを恨むように悔し涙を流しながら、死んでいく。

　憎しみの全てを込めて、命すら吐き出すような怒りのままに。復讐の刃やいばを届かせた人も見てきた。

　でも、みんな、最後に泣く。

　仇かたきを討って、身を切るように、みんな泣く。

　そして何もかも終わった後はただ寂しげに笑うのだ。

　喜ぶこともなく、歩き出すこともなく。

　ただ、ずっと、静かに泣くようにして笑うのだ。

「……でも、生きるための復讐って言えるなら、まだ大丈夫」

　死にたがりの復讐者にはなっていない。

　死ぬための復讐を望んでいたわけじゃない。

「絶対に、諦めない」

　これが商談なら、さっさと見切りをつけているような困難な案件。

　でも、これは商談なんかじゃない。

　生きる意志があるなら、変われる、変えられる。

　脳裏をよぎっていくのは、魔族との抗争で荒れ果てた町と、悲しみと痛みに暮れる人々。

　倒れる死体を見る度、その姿にはどこにいるともしれないミナリスちゃんの影が重なった。

　戦場で悲鳴があがる度、仲間の誰かが死んでしまったのじゃないかと気が気じゃなかった。

「……あんな未来は、もうたくさんよ」

　笑っていてほしいのだ、幸せでいてほしいのだ。

　冷たさも、温かさも、何もない涙で形だけの笑みを浮かべる姿なんて見たくない。

「助けたい誰かが泣いてる未来なんて、そんなの私はいやなのよ」

　たとえそれが、どれだけ難しいことだったとしても。

　私は一人、強く手を握りしめた。





　　　　☆






「水よし、食料よし、ポーション類よし、消耗品類よし、っと」

　俺は宿で最後の指さし点検を終え、それらを満足げに眺めた。

　ミナリスとシュリアは既に学園へ向かっている。

　今まで魔法を感覚でしか使ってこなかったミナリスとシュリアは、乾いたスポンジが水を吸い上げるように魔法の技術を高めていた。

　今までの二人は、九九を知らないままに四桁の掛け算をしているような状況だった。

　ミナリスでいえば、下位であるはずの風と水の魔法は使えないくせに、上位である氷は使えるというのがいい証拠だ。

　才能に頼って感覚で作り出した魔法はやはり精度を欠くし、それ以上に無駄が多くなる。

　無駄を削るのは才能ではなく、何千、何万、何億という凡人による試行錯誤の血だ。

　二人とも最初は渋っていたが、それが己の力を高めると分かれば積極的に技術を吸収していった。

「さてと、それじゃあ行きますか」

　そう独り言ちて立ち上がる。

　俺もまた、向かう先は学園だ。

　ただし、大図書館通いは昨日で終わり。

　今日からは、本格的にダンジョンに潜ることにしていた。

　正直、大図書館通いの成果はあまり上がっていなかったが、これ以上時間を掛けるわけにもいかないので仕方ない。

　昨日のレオーネとの話し合いもあったし、いい加減、ダンジョン攻略に乗り出していい頃だ。

　最後にミナリスが作り置いてくれた弁当を丸袋の中にしまい込み、寡黙な宿の主人にペコリと会釈をして宿を出る。

　街を行く雑踏の中を考え事をしながら歩く。

（しかし、レオーネから情報を仕入れられたのは想像以上に幸運だったな）

　俺が一度目の世界と違う行動をとった影響が、そろそろ如実に表れ始めた。

　魔族による侵攻は頻度を増し、危機感を煽あおられた各国が『来きたるべき日』に備え、軍備の増強にいそしみ始めている。

　『俺がいない』という一つのファクターは、大きな動きの中で少なくない影響を及ぼしていた。

　変化がないように見えるのは獣国ぐらいだ。

　王国は勇お者れという手札を使って抑えていた貴族の反発に対して、勇者を『召喚』ではなく『選定』の儀式で見み出いだすことで代役を手にしたらしい。

　要するに俺の代わりを、王国の中から都合よく選び出したというわけだ。

　大精霊のお告げがあったとして人を募り、大会の勝者に勇者として称号を与える。

　それを聞いた時は、それでいいならどうして俺をこの世界に呼んだのかと、今すぐに王国を潰してやりたくてたまらなくなった。

　法国は、一度目と同様、教皇派が台頭。

　俺の存在を利用して王国から強引に援助の類たぐいを強制させられることもなく、その余力で『不滅者の霊れい柩きゅう』と呼ばれる大型ダンジョンの攻略を大々的に行っていた。

　その先頭には、アンデット類にめっぽう強い聖女がいるらしい。

　てっきり俺の代わりに選ばれた勇者とよろしくやるものだと思っていたが、どうやら『召喚』で呼ばれた俺と『選定』で新たに選ばれる勇者については、法国での扱いに差があるらしい。

　帝国は、法国のようにダンジョンの攻略を大々的に行っていた。

　ダンジョン産の強力な武器や魔道具を収集し、過酷な戦闘に耐えうる人間を育てていた。

　一度目では俺も攻略していたダンジョンだ。

　戦闘奴隷を筆頭に多くの被害を出しながらも、何とか攻略を進めているらしい。

　獣国は、迫りくる魔族との小競り合いに明け暮れていた。

　地理的な関係で、あそこは一番魔族の脅威に晒さらされている。

　他国と比べ、襲撃の頻度も桁違いに多い。

　まだこの大陸を囲む結界があるおかげで大規模な侵攻はなく、壊滅的な被害を受けた場所もないが、対応は大変だろう。

（そろそろ、限定的な情報は役に立たなくなってきたと思った方がいいか……？）

　そんなことを考えながら道を歩く。

　まぁ、なんにせよやることは変わらない。

　今はまず、力を取り戻すことに注力しなければいけない。

「……着いたな」

　辿たどり着いたのは学園の裏手。

　学園が管理している、二つのダンジョンの入り口が目の前にある。

　太い丸太の柵で囲まれたその場所は、半円の緩やかなすり鉢状の形で地面が窪くぼんでいる。

　今は人はまばらで、ダンジョンに入ろうという人間はいないようだ。

　余計な人目を避けられる時間帯を選んだが、ちょうどよく誰も人がいない時にやってこれた。

「止まれ。ダンジョンの入場希望者か？」

「あぁ」

　検問のようになっている木の櫓やぐらの前まで来ると、学園に雇われていると思われる衛士が番をしていた。

　一度深く息をし、気持ちを切り替える。

　これから向かうのは王都でミナリスを連れて攻略した、低レベルのダンジョンではない。

　ダートラスの街で魔力嵐を起こすために攻略したダンジョンとも格が違う。

「学園の関係者だと証明できるものを見せてもらいたい」

「これでいいか」

　そう言ってヒラヒラと学園証を揺らす。

「あぁ、問題ない。ようこそ、『魔宮カーバンヘイム』へ。だが、一人で潜りに来たなら五層よりも下には潜らない方がいい。ここはそこらのダンジョンとは格が違うからな」

「よく知ってるさ」

　検問を通ると、緩やかに傾きのついた地面を歩き、ダンジョンの入り口の前に立つ。

　小高い岩の壁は切り出したように綺麗になっており、そこに五メートル近い高さのある『門』が存在していた。

　幾重にも蛇が重なり合っているような彫刻の施された門は、それ自体がダンジョンと同種の魔力を放っている。

　ダンジョンの入り口に立つ門番の奥。

　薄緑色の壁に溝がびっしりと掘られ、その奥には二つ扉があった。

　俺がこれから挑むのは、そこらの野良ダンジョンとはわけが違う。

　この国の建国以前から地中深く根を伸ばし続ける階層型のダンジョン。

　国の名前のもとにもなった『魔宮カーバンヘイム』、全五十層の大迷宮。

　……ではなく。

「ん？　あ、おい、そっちは学園の生徒の実習に使われてるダンジョンの一部で、魔宮の入り口は反対の扉だぞ」

　俺がこれから向かうのはその実習に使われる『試しの迷宮』だ。

「問題あるのか？」

「い、いや、問題はないが……。そっちのダンジョンは『試しの迷宮』と言って、『マッドパペット』しか出ないし、普通の冒険者には何のうまみもないぞ？」

「知ってるよ。だけど、俺が用があるのはこっちなんでね」

　門の両脇に立つ衛士が親切で掛けてくれただろう言葉にヒラヒラと手を振って、俺は『魔宮カーバンヘイム』ではなく『試しの迷宮』への扉を開く。

　足を踏み入れると、空気が切り替わる。

「『グ……、ググッ、グ』」

　と、現れたのは土人形という言葉がよくあてはまる魔物『マッドパペット』。

　焦げ茶色の土で出来た不格好なマネキンは、まるで油の切れた機械のような声を出していた。

　動く度に自分の体をぼろぼろと崩しながら襲い掛かってくるマッドパペットの足を切り落とすと、先へ先へと進んでいく。

「さてと、さっくり肩慣らしをしつつ、とっとと入り口まで行きますか」

　準備運動がてらにマッドパペットを切り刻みながら、一気に最下層へと階段を下り、最奥と思われている部屋まで辿り着く。

　それまでと比べて大きな部屋の奥には、彫刻の彫り込まれた白磁の台座がある。

　そこには仮のダンジョンコアが設置されている。この国の連中が本物だと思っているそれは、大きな水晶玉に赤みの差すオレンジの色をしていた。

「『グリィ……ッ、グラァアル……』」

「辿り着くのに小一時間……、結構掛かったな」

　目の前には『レッサー・マッドゴーレム』。

　マッドパペットを巨大化させただけのその魔物は、鈍重極まりない腕で殴り掛かってくる。

「なんだかんだ言って、ステータスや技術以前に戦い方が雑になってるんだな、間違いなく」

　ボロボロと崩れる粘土質の腕を半身でかわし、巨大な腕の上に飛び乗る。

　手にしていた【始まりの心剣】の構成を解いて、【毀こぼレ巨きょ化か刀とう】を創り出すと、そのまま一気に腕の中ほどまで駆け上がる。

　落ち武者が持っているようなギザギザと刃こぼれしたむき出しの刀に魔力を流し込むと、その刃がゴーレムの腕並みに巨大化する。

　ふらりと倒れるように重力に引かれるまま、もはや一般的な大剣よりもはるかに巨大になったその刀を右上から左下に振り抜く。

「『グォオオ……ッ』」

　魔核ごと両断されたゴーレムはボロボロと崩れ落ちて土の山になった。

（今のも心剣に魔力を注ぎすぎだ）

　弛ゆるんできてる、緩んできている、気が抜け始めてしまってる。

　ユーミスを殺して、グロンドを殺して。

　楽しかった。嬉うれしかった。気持ちよかった。

　やりたいことをやれて、泣いて喜んで、少しずつ闇やみに光が差し込んだ。

　汚泥の底に沈んでいた俺に珠玉の宝石が転がってきた。

　仕方がないとはいえ、求め続けたその甘露は、知らず知らずの間に心の隙すきを生んでいた。

　もっともっと、次へ次へと。

　求めるだけじゃ何一つ手に入れることはできないのに。

「さてと」

　俺は土の山を捨て置き、心剣の構成を再び解いて、台座のもとへと近づいていく。

　中央にダンジョンコアが置かれた台座の前に立ち、俺は取り出したナイフで自らの手のひらを浅く切ると、流れ出す血をダンジョンコアへと垂れ流す。

　流れ落ちた血は、ダンジョンコアが飲み込むようにして吸収していく。

　その度、白磁の台座に根が伸びるように脈が這はう。脈が台座を覆いつくした時、その台座の前には赤と紫を入り混ぜながら発光する魔法陣が浮かび上がる。

　俺は迷いなくその魔法陣に足を踏み入れ、ぐにゃりと歪ゆがむ視界が収束するのを待つ。

　久々に受ける転移の感覚。

　辿り着いたその場所は、まるで生き物の腸の中のような赤黒い場所だ。

　壁も天井もブヨブヨとした質感で囲まれ、空気もどこか血ち腥なまぐさい。

　そして、先程までいた場所とは比べ物にならないほどに濃密な魔力。

「もう二度と来るもんかと思ったが、ここならちょうど、っとぉ」

「「「キシャァァツ!?」」」

　背後に忍び寄ってきた三匹の『グラノミア・スネーク』の首を刎はねる。

　固有スキルで音も匂いも姿も気配も完全に隠し、強力な致死毒を持つＢランクの蛇の魔物。

　スキルが解けた『グラノミア・スネーク』の死骸は、紫色のガスをあげ、ぐずぐずに崩れていく。

「ははは、最初からこれとは、相変わらずの鬼畜難易度だ。心の垢あかを落とすのにちょうどいい」

　背筋がビリビリとするような感覚。

　一歩先、一呼吸先、一手先。

　死に笑いかけられているように、死に触れられているようなこの空気。

「「ギビチャルッ」」

　息をつく間もなく現れたのはヘドロの塊のような見た目をした魔物。

　『イモータル・スライム』は体内に複数の極小の魔核を持ち、その全てをほぼ同時に潰さないと倒せない厄介な魔物だ。

「かかってこいよ、雑魚共」

　作り出すのは【淡あわ雪ゆきの白びゃく剣けん】。

　刃から握り手まで全てが白く染まった細剣は、まるで儀礼用の剣であるかのように見るものを魅了する装飾が施されていた。

　その能力は、一定範囲の俺以外の敵の動きを鈍化させること。

「ギュシャァアア！」「ギピィイイイッ！」

「白く染まれ、淡く停とまれ、ここは私の王国だから、凍れ。『雪の庭園』」

『イモータル・スライム』が襲い来る直前、心剣に魔力を込め、地面に突き立てる。

　瞬間、それに合わせるように俺を中心に円が広がり、区切られた世界の中に『イモータル・スライム』を飲み込む。

　ゆっくりと純白の雪が舞うように落ちる。

　世界の色が白でぼやけ、俺に向かい伸びてきた触手が速度をなくす。

　そして熱の正体である原子の振動をも鈍化させ、『イモータル・スライム』は完全に動きを止めた。

　ザッ、と剣を振るう。

　まるで空間に線を引くように、白く残された残像。

　俺以外の全てが動くことを許されない世界で、その氷像は砂のようにパラパラと崩れ落ちた。

「そう、これだ、この感じだ」

　誰も知らない、名前すらないこのダンジョンを攻略しよう。

　この二度目の世界に来て、俺は再び復讐という名の目的を得た。

　何をすればいいかも分からないまま、レティシアとの約束に縋すがりつくだけだった俺に、希望が生まれた。だが、その甘露に溺れてしまっては、きっとまた届かずに終わる。終わってしまう。

　だから、今一度、俺は元いた場所に立ち返ろう。

　深く深く沈んで、周りの全てを敵にして生きていたドブの底に。

「……そんじゃ、地獄めぐりといきますか」





　　　　☆






　ギリガル帝国、帝都ガリガルにそびえ立つ帝国城。

　オロルレア王国の王城が歴史を染み渡らせた岩の城とするなら、この城は技術そのものを封じ込めた鉄と火の城と呼べるような建物だった。

「ふむ、法国は今、貴様を先頭に『不滅者の霊柩』の攻略に注力していると聞いていたが、余の耳も遠くなったかな」

　目の間にいるのは初老に差し掛かろうかというのにもかかわらず、目線だけで他者を圧倒できるほどの生命力に満ちた出いで立ちの男。

　強大な軍事力を誇る帝国を統べる鉄血の帝王、ゴロディア＝ギリガル。

　頑強そのものといった年齢を感じさせない体と、謁えっ見けんの間の荘そう厳ごんさを自然体で背負うその威圧感は帝王という称号に恥じないだけのものを持っています。

「ルーナリス様は私に多くの託宣をお与えくださいます。神の御心は人のあずかり知れぬところ。私はただ、そのお言葉に従っているだけにすぎません」

「まぁ、なんでもよいがな。ようこそわが帝国へ、聖女メテリア殿」

「こちらこそ、歓待いただきありがたく思います。ゴロディア帝」

（相変わらず何も変わっていないようです、この男は）

　開口一番に裏側に嫌味を込めたやり取りをしつつ、にこやかに笑みをかわします。

　人を挑発して反応を見るやり方はあまり好ましいものではありません。

「して、今回の来訪の意図を聞かせていただこうか、聖女殿」

「……世界に、混乱の種が満ちようとしております。盟約に基づき、ルーナリス様のその大いなる加護に陰りが齎もたらされ、悪意なるものがこの地を踏むこととなるでしょう。時は迫っております、悪意なるものからこの地を守り、諸悪の根源たる真なる魔王を討たねば、大陸に加護が戻ることはありません。人は今こそ団結し、この脅威に立ち向かう必要があります」

「確かに魔族が大結界を超えてくる頻度は増えている。なるほど、どこから来ているのかは知らぬが、大陸の外側に接する国はどこも同じ状況のようだ。加護に陰りとは古臭い言い回しだが、確かに大結界が崩れる日も遠くはないのだろうな」

　ゴロディア帝は右手で片頬ほお杖づえをついたまま深く頷うなずきました。

「それで、つまりは記録通りに各国で大同盟を結べというわけか？」

「その通りです。魔族に対し、一国で立ち向かうことはできないでしょう。戦力はどれだけあっても足りません。同盟を締結する場を用意するために、こうして来訪をさせていただいているのです。王国、獣国にも私と同様の使者が訪れている頃でしょう」

「ふむ、理解した。細かい内容はうちの官僚と詰めるとよい」

「ご理解いただき、感謝します」

「出立は明日だったな、今晩はゆっくりと疲れを癒すといい」

「ご配慮、ありがたく頂戴させていただきます」

　そうして謁見は終わりました。







「「「聖女様、おかえりなさいませ」」」

　与えられた部屋に戻ると、そこには修道服に薄いベールをかぶった付き人が待機していました。

　彼女たちのどこか陶酔したような目は、私へ忠誠を誓うように思考を誘導しながら、徹底的に鍛え上げた反動なのでしょう。

「例の手紙は、無事に彼かの方に届けましたか？」

「はい、滞りなく」

「そうですか、これでひとまずは安心ですね」

　あの王女が王国から離れた様子はありませんし、この時期ならまだ王家に雇われずフリーのはずですから、まず間違いなく乗ってくるでしょう。

　すっとその頬に手を当て、精密すぎるほど微弱な魔力を操作する。

「あなた方にはとても助けられていますね。ルーナリス様もあなた方の善行に祝福を与えてくださいます」

「あ、ぁああ、聖女様ぁ……」

「ルーナリス様は世界を正しい形へと導かれることをお望みになっています。これからも私とともに本来あるべき物語のためにその身を捧ささげてください」

「はいっ、はいっ!!」

　陶酔は恍こう惚こつに変わり、ルーナリス様の敬けい虔けんな使徒として、正しい信仰心に満ちていくのが見て取れます。

　何ひとつ不満を漏らすこともなく、こうして私と海かい人と様の未来のために尽くしてくれている彼女たちは、完成された世界で必ず幸せにしてあげましょう。

　海人様も、『幸せはみんなで分かち合うものだ』と、よく仰おっしゃっていましたから。

「それでは、私は湯ゆ浴あみをしてきますので、あなたたちはいつも通り入ってくることはないように」

「「「はい、かしこまりました」」」

　私はそう言い残して、道具袋を一つ手に持ち、割り当てられた賓客用の浴室へと赴きます。

　無駄を嫌うあの帝王らしく、ただただ広いばかりだった王国のモノに比べ、その浴室は広さも調度品も必要最低限しかありません。

　清貧を尊ぶルナリス教としては好ましいと言えるものです。

　何より、あまり広いと『海人様』に囲まれている感じが薄くなってしまいます。

「ボックス・フルオープン」

　私の言葉に反応して、いろんな大きさの海人様の人形が道具袋の中から溢れ出しました。

　一針一針、私が愛情を込めて作った何人もの海人様たち。

　笑っている顔の海人様、怒っている顔の海人様、拗すねている顔の海人様、赤面している海人様。

「あぁ、どのようなお風呂でも、これだけの海人様に囲まれるなら天国の湯です……」

　幸せに囲まれて程よい温度で湯気を立てる湯の中に少しずつ身を沈めていくと、甘く疼くゾクゾクとした感覚を覚えます。

　海人様が私を見てくださっている。

　海人様が私だけを見てくださっている。

「ふふふっ、照れてしまいます。あぁ、いつか本物の海人様と……♪」

　等身大の海人様の人形を引き寄せ、後ろから抱きしめるようにして首筋に顔を埋うずめる。

『メテリア、愛してる』

「あぁ、あぁ、海人様……」

　目を瞑つぶりながら、想像の海人様をその人形に重ねる。

　触れている部分が熱く、たまらずに私は舌先でそっと首筋から頬へと舐なめ上げる。

「んっ、……んぅっ、んん」

　キュッと抱きしめた後、向き合うように海人様をこちらに向かせ覆いかぶさっていただいた。

『大好きだよ、メテリア』

「私もです、海人様、お慕いしているんです。誰より、何より……。んっ、んんっ」

　啄ついばむようにその唇に口づけをする。

「んふぁ、ぁんっ、んぅ」

　何度も、何度も、何度も、何度も。

「もうすぐ、もうすぐ、現実のあなたにも手が届きます。その時はきっと、もっと凄すごいことをしましょうね……、うふふふ」

　大切に、大切に、大切に、大切に。

「一緒にやり直しましょう、海人様……、うふふ、うふふふふふっ!!」

　邪魔者を全て排除した世界で、今度こそ正しい勇者の道を……。

　一緒に、歩み直しましょうね……、海人様？





　　　　☆






　帝都の闇は深い。

　実力主義を掲げている帝都では、強者がルールだった。

　だが、そんなものは、日の当たらない世界ではどんな国でも関係なく、ずっと昔から当たり前のルールだった。

　騙だまし、不意を討って、裏切り、罠わなに掛け、人質を取り。

　何をしても生き残った者だけが何かを手に入れられる。どんな卑ひ怯きょうな手を使っても、殺した者だけが正義だ。

　だから、暗殺者となったのは、その職が何よりも世界に対して純粋だと思ったからだった。

　殺すことが人生で、殺すことが楽しむことで、殺すことが全ての生き方としたかった。冒険者でも、騎士でも、傭よう兵へいでも足りない。それらはみんな何かに縛られて殺すことに純粋じゃない。

　生きるために殺すなんて楽しくない。殺すために生きなければ人生じゃない。

　そんな風に過ごしているうち、いつの間にか『暗殺王』なんて呼ばれるようになった。

　呼び名になんて興味はなかったが、その呼び方は自分の生き方を肯定されたようでなんとなくいい感じだった。

「おー、ゴルドさん。今日もお散歩かい？」

「あいあい、今日もいい天気だねぇ」

「そんなこと言ってないよ。またボケが進んだんじゃないかい？」

「大銅貨一枚じゃな？　それじゃあひとつもらってくかのぉ」

「だからそんなこと言ってないってっ。しかもそれ原価ギリギリ……」

「ワシ、これからユンメイちゃんとデートするんじゃ」

「ユンメイって、そりゃ近所の犬の名前じゃねぇかっ！」

「ほっ、ほっ、ほっ」

　果物屋に貨幣を一枚弾はじいて、仕事帰りに格安で瑞みず々みずしい果実を口につける。

「うぅ、この甘さがいい感じに体に染み渡るわい。……ほ？」

　そんな風に仕事を終えて表のねぐらに戻ってくると、どうにも誰かが侵入した形跡があった。

「やれやれ、空き巣かのぉ」

（もしそうなら次殺す相手が決まっていいんだがのぉ）

「ふむ？　なんじゃ、ただの置き手紙かの」

　簡素なテーブルの上に置かれていたのは何の変哲もない便箋。

「……ふむぅ、こっちに直接依頼が来るとはのぉ。聖女の遣い……、きな臭いのぉ、きな臭いのぉ。……聖女、いつか暗殺してみたいのぉ」

　ひっひっひっ、と笑いが漏れる。

　一度遠目に見たあの柔肌に刃を食い込ませてみたい。

　そんなことを考えながらビリビリと封を切って手紙を読む。

「……魔法国家の都、カーバンヘイム……？　西かぁ、寒いのは老骨に染みるのぉ」

　さてさてさてさて、勇者の肉はどんな斬り味がするのかのぉ？





　　　　☆






「はぁ、それでレオーネさんは今日もお休みされていたのですね」

　私とシュリア、レオーネさんを除いたシュピーネさんたちとの学園からの帰り道。

　普段はとっぷりと太陽が茜あかね色いろに染まる頃に歩く道を、今日はずいぶんと日が高いうちに歩いていました。

　なんでも、有名な内部生同士が模擬戦をするらしく、午後は休講となったからです。

　まったく、こちらとしてはいい迷惑です。

　あと一週間早ければ、ご主人様がダンジョンに潜る前に午後を一緒に過ごせましたのに。

　まったく、使えない学園です。

「そうなのよぉ、今やってる交渉が大変らしくて、どうも上手く繋つなぎが取れないみたいなの。昨日も『会えなかったー！』って、ヤケ酒の二日酔いで宿のベッドで寝込んでるわぁ。私には退屈な授業でもきちんと受けろって言っておいて、自分は『今日は無理ぃ』ってズルいと思わない？」

　やんなっちゃうわよねぇ、とシュピーネさんはぷりぷりと怒る。

「まぁ、ある種、こっちの方が重症ですかね。ただ話を聞いているだけでこれですから」

「ほげぇー……」

　呆ほうけた様子のダンさんを見たザンクさんがため息をつく。

「基本コースも大変みたいなのです……。シュリアなんか、話についていくだけで精一杯です。帰ってからもミナリスさんと一緒に勉強してなんとかというレベルなのです」

「勉強？　偉いわねぇ、どんなことやってるの？」

「基本的には講義の予習・復習ですね。配布されている魔導教本と、講義中にまとめたこの覚書を……、あら？」

　こんな感じにと、学園に通う際に使っている手提げの中から覚書を見せようとしたら、目的のものがそこにないことに気が付きました。

「失敗しました。きっと教室ですね……。先に帰っていてください、後で追いつきますから。シュリアはお勉強の準備をしておいて」

「あ、ミナリスちゃん!?」

　私はそう言い残して、歩いてきた道を戻り始めました。

　いくら連日の講義で疲れ気味とはいえ、忘れ物なんて気が抜けている証拠です。

（……この街に来てから、どうしても心がざわついてしまうのですよね……）

　レオーネさんたちと一緒にいるせいでしょうか、ふと気が付くと昔を思い出してしまいます。

　おかげで『操面皮』のスキルが大活躍です。

　さすがにあれやこれやを考えている顔をレオーネさんたちに見せるわけにもいきません。

「……、あぁ、よかった、やっぱりここにありましたか」

　今日の講義で座っていた机の中に、目的のものはありました。

　一安心してその紙の束を手提げに戻し、もう一度校舎を出た時のことです。

『お前がちんたらしてるからだぞっ』

『あ、慌てなくてもルーシャ先輩が負けるわけないよー』

『バッカっ、相手は手の内を知り尽くしてるチームメイトだぞ？　いくらケリル先輩たちでも易々と勝てるわけねぇってっ！』

「……、え？」

　慌てた様子の内部生らしき少年と少女。

　耳に届いた言葉が、その名前がびちゃりと脳にへばりつく。

　今の名前は、いったい何でしょう。

『おいっ、急げってっ！　試合が終わっちゃうだろ』

『ま、待ってよーっ!!』

（……いえ、そんなはず、ありません。あの二人はあの村に、オロルレア王国の、北東部に）

　それは、ふわりと蝶ちょうが花に誘われるように、蛾がが火へと身を捧げるように。

　水にさらわれるように目の前を駆けていった内部生の流れに乗せられて。

　自分でも判別しきれない感情に従って歩を進めていく。

「……どうして、こんな場所に……」

　いえ、違う、違うはず、彼女たちのことじゃ、ないはずで。

　辿り着いたのは学園が所有する内部生用の闘技場。

　普段、外部生と呼ばれる私たちが、魔法の実地訓練を行うコロシアム上の建造物をより広く、より綺麗にした場所でした。

　観客席へと続く階段は薄暗く、逆光になった出口は眩まぶしさで満たされて先が見えない。

　冷たく淀よどんだ、不思議な胸の高鳴りが視界を狭める。

「…………」

　その先から聞こえる歓声が耳元で響く。

　一つ階段を上る度に、次の一段が高くなっていくような気がして。

　薄い膜を通り抜けるように最後の一段を上ったその先で。

　世界から、色と音が消えた。

『す、凄いっ、両者一歩も引かない戦いだぁ!!　さすがは学園が誇った歴代最高の天才四人組っ!!　チーム・スクエアッ、ペア対決は大接戦だぁ!!』

　水の中から見上げるように、聞こえる全てが遠く、淡くなっていく。

　……そして、見つけた。
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「ルーシャァ……、ケリルゥ……」

　背が伸びて、顔つきが大人になって、髪が伸びて。

　意気揚々と成長してきただろうその姿。

　どれだけ変わっていても、私に分からないはずがない。

『ハァ、ハァ、これで最後だっ！　ハァアアアアアッッ、『業炎剣・猛火』ッ!!』

『行ってケリルッ!!　『フォースアップ』ッ、『火精霊の祝福』ッ、『メディカル・ボディ』ッ!!』

　そこに、いました。

　何度も何度も夢に見たその姿が、確かにそこにありました。

『私も易々と破れるつもりはないっ！　『風ふう雪せつ槍そう・嵐』ッ!!』

『ケリルにもルーシャにも負けませんわ!!　『パワーフィジカルチェンジ』ッ、『ブーステッドエンチャント』ッ、『コーリング・ウォースピリット』ッ!!』

　競技場でぶつかり合う二組のペア。

　煙幕のように上がった土煙がその姿を隠し、空気を震わせる轟ごう音おんが鳴り響く。

　やがて土煙が晴れ、そこには激突でボロボロになった二人の男と、その二人に限界まで補助魔法を行使して満まん身しん創そう痍いの二人の少女。

『ハァッ、ハァ、クゥッ、ラァアアアアアアアアァッ!!』

『ケリルッ!!』

『グウッ、クッ、ググッ、ォオオオオオオオオオォッ!!　ックッ、グハッ』

『ウージェスッ!!』

　そして、向かい合った男たちは立ち上がり、そして一方が耐え切れずに膝をつく。

『両者決着ーっ、最後に立っていたのはケリル＆ルーシャペアだっ!!』

　あぁ、なんなんでしょうこれは。

『くっ、勝てなかったか。やっぱり強いな、ケリル』

『ははは、ルーシャのおかげだよ。彼女がいるから俺は強くなれる』

『ハハハ、見せつけてくれるじゃないか。会場中に声を拾われてるっていうのに』

『あ……っ』

　なんでしょうか、これは。

『えへへっ、ありがと。私だってケリルがいたから頑張れたんだよ』

『はぁ、結局、負け越してしまいましたわ。さすがですわね、ルーシャ』

『カトレアだって凄いよ。勝てたのは、ケリルと私の愛の力かな？』

『さすがラブラブですわね。結婚式、絶対参加させてもらいますわ』

『うん、ありがとう！　みんなもありがとうっ!!　私たち、幸せ者だよ。これからも仲良くしてね』

　なんの茶番なのですか、これは。

『チーム・スクエア、とても微笑ほほえましい一幕を見せてくれました。我が校が誇るトップチームは卒業後もカーバンヘイム軍に身を置きつつ、活動を続けていくとのことです。なお、ケリル選手とルーシャ選手は来月末に結婚式を挙げるとのことです。前途洋々な彼、彼女らに祝福の拍手をっ!!』

『『『わぁあああああああああああぁっ!!』』』

「あぁ、あああ、ぁあああ……ああ…ぁあ、ぁあ……」

　万雷の拍手と、日の光に照らされた舞台。

　それはまるで足跡のない銀世界のような、作り物。

　空々しくて、寒々しくて、鏡の向こうの、とてもとても綺麗な世界。

「……くくっ、くふふっ、ふざけないで……」

　どうして、あなたたちがそんなところにいるのですか。

　どうして、あなたたちがそんなところにいられるのですか。

「ふざけないでください……」

　許さない、こんなものは、許容できません。

　ユルサナイユルサナイユルサナイユルサナイユルサナイユルサナイ───。

　あってはいけないものは、

「───全部全部、コワサナイと、いけませんよね……？」

　汚物のように、ゴミくずのように、害虫のように。

　踏みつけて、踏みにじって、踏み潰してやらないと。

「…………」

　スゥーと冷たくなっていく意識の中で、拡大鏡でも覗のぞいているみたいにケリルとルーシャの笑顔が鮮明に視界に映る。

　笑うな、わらうな、ワラウナ。

「キモチワルイ」

　どこか遠いままの世界に背を向け、私は歩き出す。

　小石が挟まり止まっていた歯車が、ビキリッとその歯を欠けさせて無理やり回り出す。

　噛かみ合わせを失くした歯車は弛んでぶつかり、カチカチと火打ち石のように火花を散らす。

「……」

　いろんなもの全てが『気持ち悪くて』仕方がない。

　競技場を出た私は、言葉にしたくない疑念を確かめるために再び校舎の方へと向かう。

　ただし、向かうのは普段講義を受けている校舎ではなく、内部生用の校舎。

　競技場に人が集まっているおかげで、校舎の中はほとんどの人がいない。それでもちょうどいいことに、職員らしき女性、それも明らかに荒事慣れをしていない方が部屋から出てきました。

「あら、見かけない顔ですけれど……、獣人ということは外部生ですね？　何かご用ですか？」

　私を見下して迷惑そうな感情が見え隠れする女性。

　各国を回る冒険者の中にいてはあまり感じないですが、魔法至上主義のこの国で、魔法にハンデを背負う獣人が見下されるようになる構図はとても分かりやすい。












　そんなものにはもう慣れました。

　だからもう、そんなものはどうでもいい。

「ひっ!?　ぐっ、な、何を……っ!?」

「声はあげずに、ゆっくりと飲み込みなさい」

「んっ、うぃぐっ、ぅう、ん……ぐ」

　絡みつくようにナイフを首筋に当て、愛用している自白剤を飲み込ませる。

　すぐに瞳が虚うつろになりはじめ、やがてその体からも力が抜けていく。

「答えてください、今日模擬戦を行っている内部生の名前と出身をあげてください」

「ウージェス・ウィンディア、首都出身。カトレア・フランソア、首都出身。ケリル、キキット村。ルーシャ、キキット村」

　キキット村。

　それが、あの村の名前。

「……ルーシャ、ケリルの出身の村の場所は……、キキット村の場所はどこにありますか？」

　カラカラと喉が渇く。

　あの二人は、カーバンヘイム学園の内部生だと言っていた。

　そして、学園の内部生には……、

「キキット村は、この街から南西に馬車で五日の位置にあります」

　この国の人間しか、なれない。

「……結構です、もう行ってください。それから、あなたはここで誰にも会わなかった。いいですね？」

「……はい」

　ふらふらと職員の女性は去っていく。

　私は人気のない教室の中に入り、後ろ手に扉を閉じてへたり込む。

「あぁ、あぁ、ぁあ……」

　あの村は、キキット村は、近くにある。

　オロルレア王国の北東部にあるわけじゃない。

　それはつまり、

「また、裏切られてたわけですか……」

　ルーシャと同じ。

　嘘をついて、私を騙そうとして。

「レオーネさん、あなたは……」




　私の、敵なんですね？






第五章　英雄気取りとその代償






　カーバンヘイムの地下迷宮、その裏ダンジョン。

　潜り始めて早二週間。クリアするまで外に出ることは叶かなわないその場所で戦い続け、ようやく最奥の守護者の間に辿たどり着いた。

「轟ごう然ぜんに足る地を這はう輩やから、『地龍の魔ま殿でん』」

「「「ギュロオォオオッ!!」」」

　東洋風の龍を象かたどる刀身を持つ心剣、『伏ふく龍りゅうの石剣』を地面に向けて振るうと、血の塊のような赤黒い石材の床から、十匹以上の元の石材と同じ色をした石龍が生まれる。

　俺の意志に従うその龍たちは周囲のリザードマン・キングの変異種に喰くらいついていく。

　その名の示す通り、リザードマンの最強種であるその魔物は、優に十五メートルはありそうなほどの巨体を持っている。

　龍種に勝るとも劣らないブレスと、その他のリザードマンを統率して手足のように使う頭脳、巨体から繰り出される力と正確性を合わせた剣技や槍そう技ぎは驚異の一言に尽きる存在だった。

　そして、今目の前にいるのはその特異種。

　変異でもなく、進化でもなく、同種族のまま他と隔絶した存在に至った魔物。

　通常は黒色の鱗うろこは赤く染まり、魔法を弾はじく。一つだけでも厄介な頭は三つ首となり、それぞれが別種のブレスを操る。

　手に持つ槍やりには自らエンチャントを掛け、属性が付与されている。

　厄介極まりない相手との戦闘は既に三時間近い時間が過ぎている。

　既に左右の首二つは落としているが、その動きは衰えもしない。

（二秒後にブレス、避けると同時に詠唱、ブレスが切れる四秒後に右半歩先にもう一撃を置いて左側から追撃っ）

「グァアアアアッ!!」

「ッ」

　残った頭が使うのはプラズマのような直進する純粋なエネルギー体。

　あらかじめ予想していた軌道を避け、位置を合わせるために右手を地面について側転するように距離を取る。それと同時に手にした心剣を【雷らい槍そうの涙るい刃じん】へと切り替える。

「優しき雷帝の嘆きを聞け、苦しむ雷帝の慟どう哭こくに触れろ。『雷撃・帝てい哭こく』」

　七つの三日月を重ねたような蒼あおい刀身を振るい、青みが掛かる極太の雷柱がリザードマン・キングを包み込む。

「ぎゅらぁああああぁつ!?」

　黒煙を上げながら絶叫を迸ほとばしらせる姿を見届け、しかし一瞬も気を抜くことなく地面を駆け走る。

　最後に作り出したのは【奇き人じんの鋏はさみ刃ば】。

「───『首絶ち・獄ごく門もん坂ざか』」

　持ち手は目を引くピンクと緑の鳥の羽で覆われ、それとは不釣り合いにサビついた巨大な鋏はさみでリザードマン・キングの首を断つ。

　ゴロンッ、と零こぼれ落ちた頭に、長く続いた死闘はようやく終わりを迎え、残された体も前のめりに倒れこんだ。

「っ、ふぅ……、しんどかったぁ……」

　完全に絶命したのを確認し、俺はようやく気を緩める。

　限界まで張り詰め、力を絞り出した精神と肉体が一時の休息を求めて悲鳴をあげる。

　予定を早めるために、一週間ほど前から進行速度を早めた影響で在庫が半分以下に減ってしまった効果の高いポーション類をがぶ飲みすると、地面にへたり込む。

（少ししたらミナリスと連絡を取らないとな……）

　ダンジョンに入った後、今から約一週間ほど前に連絡があった。

　復ふく讐しゅうの心剣による契約の繋つながりを利用した『心話』はダンジョンの奥深くへと潜りすぎた影響で届かないが、代わりとして新たな連絡手段は確立してある。

　それが、スラ吉通信である。まぁなんてことはない。分裂したスラ吉さんに『心話』の仲介をしてもらうだけだ。

　本来は緊急時のみに使用するということで前から預けてあったのだが、ちょうど周囲の魔物の掃討を終え、休憩に入ろうかという時にミナリスから連絡がきた。

　──────私の復讐を見つけましたと。

「よしよーし、今回も頼むぞ」

『キュピィ！』

　ぴょこんっと小さな触手を上げて応えるスラ吉さんは、手のひらサイズの大きさになっていた。

　スラ吉に魔力を流しこむとプルプルとその軟体を震わせる。

「『あー、テステス。ミナリス、シュリア、聞こえるか？』」

「『ご主人様、大丈夫ですよ』」

「『感度良好なのです！』」

　返事はすぐに返ってきた。

「『ダンジョンの攻略は完了した。『色欲』と『怠惰』を解放するだけの経験値も十分得た。ここは地上までの転移陣もあるから、話してた通り用事が終わればすぐに外に出られる。そっちの方はどうだ？　二人とも必要なものは集まってるか？』」

「『はい、思った通り、なにも。えぇ、笑いが出るほど彼女は何ひとつ変わっていませんでしたよ。大層な手間もなく、学園の中で集められるだけ集めました。前座に使う人員も目星はつけて、じっくり仕上げています』」

「『こっちはちょっと微妙な感じなのです。マーキングはネコさんが上う手まくやってくれて、ＭＰ回復用のポーションは当然最上級のものを手に入れましたです。でも、呪いの武器が見つからないのです……』」

「『そうか、そりゃま、あんなもんそう易々と見つかるはずもねぇわな』」

「『こうなったら学園をお休みして探してみるです？』」

「『いや、そうするとレオーネたちを押さえる役がいなくなる。優先すべきはそっちだよ』」

　シュリアの言葉に俺は首を振る。

「『呪いまでいかなくても負の魔力を帯びた品はそこそこ集まったんだよな？』」

「『それはバッチリなのです！』」

「『そうか、なら問題ない。呪いにまで昇華してなくても、元手としてつぎ込めば急造品は造れる。それなりにタイトなスケジュールだが、それはそれで都合がいいさ』」

「『ありがとうございます、ご主人様、シュリアも』」

「『礼はいらん。これは俺たちにとっても復讐だ』」

「『そうなのです、ミナリスさんの計画に、シュリアたちは乗ったのです。全部全部、何一つ残さずに白く塗り潰つぶすまで。そうでしょう、ミナリスさん』」

「『お前は俺たちを使い倒せ、そのために必要なら何だってしてやるよ』」

　ミナリスは一呼吸置いてから、俺に返事を返してくる。

「『……そうですね、ご主人様。私たちが交わした契約は、そういうものです。だから、ご主人様、私たちの復讐のために、全力で必要なことをこなしくてください』」

「『了解だ。それぐらいできなきゃ共犯者になった意味がない』」

　そう言って俺は笑う。

「『俺もできる限り早く戻る。開演に遅れるわけにはいかないし、そろそろレオーネたちが気付き始める頃だろうからな』」

「『……えぇ、お待ちしております。ご主人様』」

　その声を最後に、俺はその通信を切った。

　休憩ももう十分だ。

「さてと、それじゃあ早速取り掛かるか」

　立ち上がって目を向けたその先、守護者の間の一つ奥へと続く扉。

　そこを押し開いた先にあるのは、本物のダンジョンコアと、この裏迷宮に潜り込んだ目的の一つである宝箱。生物の内臓のようだった壁が、表の部分と同様に白い大理石のように戻った。

　俺が宝箱を開くと、中には一度目の世界で世話になった『闇やみ精霊の衣』が収められていた。

「……っとぉ、相変わらずのじゃじゃ馬め」

　手に触れようとした瞬間、バチィ、と拒絶を示す黒い雷光が走る。

「だけど、悪いが今回は時間がない。押し売り強盗は品がないが、無理やり染めさせてもらうぞ」

　俺は再び手を伸ばし、今度はその雷光を無視して『闇精霊の衣』を掴つかんだ。





　　　　☆






「レオーネさん、どうしたんですか、そんなにボーっとして」

「え？」

　学園の授業が終わった放課後、ミナリスちゃんに声を掛けられ、私はハッと我に返る。

　最初に宇う景けいくんを説得できなかった日から二週間。

　ようやく居場所を見つけたと思ったら、その翌日には大図書館には来なくなった。

　それでも探し回った挙句の果てに、ダンジョンに潜って出てこないと知った日は、憤慨した後に妙に力が抜け、憂さ晴らしにとヤケ酒をしすぎた。しばらくダンジョンから出てこないと聞いて、私は休んでいた学園の授業に戻ることにした。

「……ねぇ、ミナリスちゃん、最近どこか行くこと多いけど、どうかしたの？」

　けれど、戻ってきたら、どうもミナリスちゃんたちの様子がおかしい。

　お昼休みにふらっとどこかに消えたり、放課後用事があるからと一人で残ったり。

　宇景くんとのことを二人が聞いた様子はなかったけれど、どこか気まずさがあってなかなか当たり障りのない会話しかしていなかった。

　でも、日を追うごとにそわそわとし始める彼女たちにどうにも胸騒ぎがして、私はそう尋ねた。

「いえ、実はこっそりと秘密の特訓をしてるんです。そろそろご主人様がダンジョンから戻ってくる頃なので、大図書館でお料理の調べものを。少しでも美お味いしいと言ってほしいですから」

「むふふ～ぅ、ミナリスさんの気合の入った料理、今から楽しみなのですよ」

「ええ、この国にはいろいろと独自の調理法があるようですから、楽しみにしていてください」

　明るく笑う少女たちの言葉は違和感もなくするりと口から出てきた。

　それこそまるで、最初から用意していたように。

「やっぱり愛されてるわねぇ」

「同じ男としては羨うらやましい限りです」

「もう何回も言ったが、成長すれば変わるもんだなぁ。あのミナリスちゃんがなぁ」

「駄目ねぇ、まだまだダンくんは女の子のことが分かってないわぁ。ねぇ、レオーネちゃん」

「え、えぇ、そうね」

　他の三人に合わせて相あい槌づちを打ちながら、私は考える。

（……大図書館に行ってたなんて、たぶん、嘘うそ。でも、どうしてそんな嘘を……？）

　分からない。やっぱり、宇景くんと喧けん嘩か別れになったことを知っていて、私を避けている？

　いえ、それで避けるならもっとあからさまに避けるはず。

「今日も大図書館に行こうと思いますので、放課後はシュリアの面倒をよろしくお願いしますね」

「むっ、子ども扱いには物申すのですよっ！」

「やーんっ、むくれてるシュリアちゃん可愛かわいぃーっ!!」

「みにゃぁーっ!!　だからその無駄に大きい肉を押しつけるな、なのですっ!!」

「クスクスッ、それじゃお願いしますね、シュピーネさん」

　シュピーネに抱きかかえられて、小さな手足をバタバタさせるシュリアちゃんを見てクスクスと笑いながら、ミナリスちゃんはコロコロと喉を鳴らすように笑って小さく手を振る。

「あっ、ミナリスちゃ……っ」

「？　どうかしましたか？」

「あっ、いえ、……何でもないわ。頑張ってね」

「はい」

　私は、声を掛けながらも続く言葉もなく、結局そのままミナリスちゃんを見送った。

（何？　あなたたちは、いったい、何をしてるの？）

　私の心の内を、不安だけが渦巻いていった。





　　　　☆






　レオーネさんたちに大図書館に行くと言って別れた後、私は一人の男性と会っていました。

　知人の借金を背負わされ、借金を返すために働く日々を過ごしている男性。

「そう、あなたの不幸は、全部彼のせいです」

「……あぁ、そうだ、そう。全部そいつが悪いんだな。そいつのせいで、俺は……」

「復讐のお手伝いをして差し上げます。我慢する必要はありません。全て彼が悪いのですから」

「……あいつが手を回して、そのせいで俺はこんな借金を……」

　堕おちた。

　ブツブツと虚うつろに濁った目を見て小さく笑う。

「そう、彼の、ケリルのせいであなたはこんなに大変な目にあっているのです。あなたのように傷ついた人は他にもいます。決行は二日後、会場にお呼びしますよ」

「……あぁ、分かった……」

　ふらふらと去っていくどこかヤツれた様子を見せる男性。

　その瞳には、縁も所縁ゆかりもないはずのケリルへの暗い憎悪が宿っていました。

　その背を私は満足げに眺め、密会をしていた裏路地で薄く嗤わらう。

（これで、前座のために目をつけた人員は全員。レオーネさんは明らかに怪しんでいるようでしたが、手遅れです。ご主人様も今日の夜には戻ってくる。全ての準備は明日には終わる、今更何かに気が付いても、もう遅い）

　空回っていた欠けた歯車が、もうすぐ、もうすぐ、もう一度噛かみ合わさる。

　道具袋から取り出したのは、青色をした結晶。

　それは、復讐の小道具になる光景を収めた映像結晶。

　軽く魔力を流すと浮かび上がった半透明のボードのようなものに、ある映像が映し出される。

『…………とぼけないでよ、アンタがケリルに色目を使ってたこと知ってるのよ』

『ひっ、な、何のことですか!?　ケリル先輩に色目なんて……』

『そう、なら、もう二度とケリルに近づかないでね。この前みたいにお弁当の差し入れなんてしようとしたら……。ねぇ、私の親友のカトレアはね、この国の上層部にもよく顔が利くの。後は、言わなくても分かるでしょ？』

『そ、そんなっ!?　そんなの……』

『もう一度言ってあげる、もう二度と、ケリルに近づいてこないでね？』

『分かり、ました……』

　そこで途切れた映像に、ふっ、と息を吐いて空を見上げる。

　そこに見えるのは、陽の光の途切れた、一面の銀の空。

　どこか見慣れたその空の下を、私は一人見て嗤う。

「もうすぐ、もうすぐあなたたちに会えます……」

　ケリル、ルーシャ、それから村にいる住人たち。

　白く、白く、白く。

　あの日の銀世界のように、全てを塗り潰す白の世界に。

　汚泥の混じった氷の下に全てを溺れさせて。

「ねぇ、あなたたちは私を見たら、いったいどんな顔をするんですか……？」




　誰も動けない、誰も届かない、誰も触れられない。




　耳が痛くなるほど、どうしようもなく静かな。




　ただ、音もなく泡雪の降り積もるだけの世界に。




「……全てに埋もれて、苦しんで壊れてしまえばいい。最後にはその姿のまま、白く塗り潰してあげます……。くふふっ、くふふふふふっ」

　無意識に漏れた私の声は、吐息を染めるような冷えた空気に溶けて消えていきました。





　　　　☆






　そして、復讐に動き出す前日。

「っふぅ、よしよし、間に合った。おーい出来たぞ」

　俺の声にウトウトとしていたシュリアがその目をこすって顔を上げた。

「ふにゃ、おぉー、それが完成品なのです？」

　ミナリスとシュリアの待つ宿屋に戻った俺は、全ての光を磨すり潰すような闇色をした、背の高いマントを羽織っていた。

　一度目の世界でずっと愛用していた『闇精霊の衣』の簡易調教を終えて、そのまま次の作業に取り掛かった。

　そうして深夜遅く、手にしているのは一本の反そりが入った幅広のククリナイフ。

　その刀身は黒に近い深紅に染まり、叩たたき切るのに主眼を置いているような肉厚で頑丈そうな見た目をしている。

「ほへぇー、いい感じに黒い魔力が取り巻いてるのですよ」

　シュリアの『緋ひの瞳』が蝋ろう燭そくの明かりが揺れる薄暗い部屋の中で怪しく光って見えた。

「『呪じゅ血けっ傷しょうのナイフ』か。元の『怨激の大剣』からは幾分劣るが、『怠惰』の餌には十分だろ」

　今回使う予定の『怠惰』の発動条件は、呪いの武器を『怠惰』に喰わせること。

　効果がはっきりと出るほどに呪われた品というのは相当珍しいものだ。だが、そこに至る途中の物品なら探せば見つからないこともない。

　代々伝わる曰いわくつきの仮面だの家具だの食器だのと、枚挙にいとまがない。

　今回はこの街でシュリアが集めて回ったそれらと、オロルレア王国の王都近くのダンジョンでゴブリンが手にしていた『怨激の大剣』の残骸を、【融ゆう結けつの匣こう剣けん】の能力を使って交わらせた。

　その結果が今手にしている『呪血傷のナイフ』だ。

「お疲れ様です、ご主人様」

「おお、サンキュー」

　ホットミルクを淹いれてくれたらしいミナリスが、木製のコップをテーブルに置いた。

「これで準備は終わった。あとは明日を待つだけだな」

　俺は手にしたナイフを置くと、椅子から立ち上がってポンポンとミナリスの頭を撫なでた。

「大丈夫なのです。きっと上手くいくのですよ」

　シュリアがミナリスの手を握る。

「えぇ、ようやく、ようやくです。誰一人、許しはしません……」

　冷たく、淡く溶けて消えてしまいそうな穏やかな笑みを浮かべるミナリスに、俺たちは静かに寄り添っていた。





　　　　☆






「ケリルっ、それじゃあ先に村に帰ってるからね」

「ああ、寂しいからって夜に泣くなよ？　ルーシャは子供の頃から寂しがり屋だからなぁ」

「もうっ、いつの頃の話をしてるのよっ！　まったくーっ」

　キキット村の最寄りの町まで向かう幌ほろ馬ば車しゃにルーシャは乗っている。

　少し口を尖とがらせながら文句を言うルーシャは、子供の頃から見慣れているのにドキッとするほどに可愛いらしい。

　村を出て学園に内部生として招かれてから、いろんな出会いがあり、近づいてくる男たちにやきもきしたりもしたが、おかげで自分の気持ちにも気が付けた。

　そうして俺たちは紆う余よ曲きょく折せつを経ながら卒業を節目に結婚する。

「俺も二日後には追いかける。村のみんなにもよろしくな」

「うん、最高の結婚式にしようね」

　そう言ってルーシャは笑顔を浮かべる。

　町までは馬車で三日、そこから馬を借りて二日。

　十日後の結婚式に向け、村でも準備を進めてもらっているが、綺麗に着飾る花嫁は男以上にやることが多い。だから、ルーシャは先に村へと向かい、俺はカーバンヘイムで残った雑事をこなしてから追いかける予定だった。

　そうして俺は、見えなくなるまでルーシャが乗る馬車を見送った。

「……あぁ、結婚、結婚かぁ」

　胸に込み上がってくる確かな感慨。

　あの狭くて小さな村の中から俺とルーシャは飛び出してきた。

　村を訪れた最寄りの町の魔術部隊に才能を見み出いだされて、カーバンヘイムの内部生になった。

『町には化け物が人に交じって生きているから、大きくなるまでは行っちゃいけない』

　何も起きない小さな村を、嫌いじゃなかったけど。それでも、漠然と思っていた。望んでいた。

　いつか、この村を出る日、世界へと羽ばたく日。

　そんな、大人たちが『町』とだけ呼んでいた場所に飛び出していく日は、割と急にやってきた。

　幼い頃に両親から聞かされた本の中の英雄譚たん。

　何度も何度も読み返し、すっかりとボロボロになってしまった本はそれでも俺の宝物だ。

　魔法剣を操り、小さい不正すら見逃さず、何を敵に回しても正義を貫き通して、最後には巨悪を討ち果たして英雄と讃たたえられた男の物語。

　その英雄に憧れて、いろんなことに首を突っ込んで、厄介事にも巻き込まれて。

　たくさんの壁を乗り越えながら絆を深めてきた。

　『東の町』とか、『西の村』とか、町にちゃんとした名前があることさえ知らなかった無知な俺の前に夢へと続く具体的な道ができた。

　そして、今の俺たちがある。

　と、向こうから歩いてくる獣人の親子。

　あの耳の形は、狐きつねの獣人だろうか。

「おかーさん、お腹減ったー」

「もうっ、夕飯まで我慢しなさい」

　母親に甘える少女を見て、もうひとりの幼おさな馴な染じみを思い出していた。

　俺たちが村を出る一年ほど前に、村から追い出された一人の幼馴染。

　あの日のことを思い出すと、少しだけ胸の中が重くなる。

　生まれてから、ずっと一緒に育ってきたのに、裏切られた。

　大人たちが言っていた、町で人に交じって生活している怪物……獣人。

　初めてこの町を訪れた時には本当にびっくりした。

　獣人だから化け物、獣人だから悪者というのが、村の大人たちの偏見だというのも分かった。

　でも、ミナリスがそれを俺たちに黙っていたことも、ミナリスがルーシャを虐いじめていたのも許せるようなことじゃない。

　それでも幼馴染は幼馴染だ。一緒に育った情だってある。

　母親とどこか遠い町に旅立ったらしいけれど、今は改心して真面目に生きていればいいと思う。

　間違いを正せば、誰だって再起のチャンスは与えられるべきだ。

「うん、きっと獣人の力を持て余してたんだよな。子供だったし」

　あれからもう五年以上、俺たちが成長したように、ミナリスだってきっと成長している。

　ミナリスだって、根っこから悪い奴じゃないはずだ。

「これからは任務で遠征をすることも多くなる。知らない場所に行ったらミナリスを探してみるのもいいかもな」

　直接虐められていたルーシャは、ミナリスを許すのは簡単じゃないだろう。

　それでも明るくて優しいルーシャなら、時間が掛かっても今度こそ仲良くなれるはずだ。

　俺と、ルーシャと、ミナリスの三人で、また子供の頃のように笑い合う光景。

　それはきっと、幸せな光景だ。

「さてと、とりあえずは寮を引き払う準備をしないとな」

　一般公募と違い、内部生から軍へと進む人間は寮暮らしを強要されない。

　当然俺たちはそれまでの学生寮を出て二人暮らしを選んだ。

　本格的に軍属としての生活が始まる前に、引っ越しを終わらせなくてはいけない。

　すっかり歩き慣れた道を進み、寮の自室まで戻る。

（……？　部屋の中に誰かいる？）

　ドアノブに手を伸ばした時、部屋の中から気配を感じた。

　ルームメイトのウージェスは昨日の夜から実家に戻っていて明日まで帰ってこないはずだし、出かける時に鍵は掛けた。

　他の寮生が勝手に入ったというのも考えにくい。

（まさかとは思うが空き巣か？　ウージェスみたいにいい家の出のお坊ちゃんもいるにはいるが、所しょ詮せん学生寮に高価なものなんて置いてないぞ？）

　俺は訝いぶかしく思いながらも腰に佩はいた剣に手を置き、扉を開いた。

「誰だっ、俺たちの部屋で何をしているっ！」

　押し開いた部屋の中、扉に背を向けたローブ姿の人物がいた。

「…………」

　問いかけに戻ってきたのは言葉のない沈黙だった。

「何を黙っているんだ、空き巣か？　残念だがここには金目のものは……」

「懐かしいですね、『黎れい明めいの英雄物語』。まだ持っていたのですか」

　そして、耳に届いたその声に、思わず言葉が止まった。

　凛りんと響く少女の声。

　いつか聞いたことのある声が耳を打つ。

　驚きのあまり、大切にしていた本を乱雑に机に放られたことも目に入っていなかった。

「……久しぶりですね、ケリル。相変わらずのようで何よりです」

　パサッ、とめくられたフードの下から、兎うさぎの獣人の耳が現れる。

　振り返ったのは、目を見張るほど美しく成長した幼馴染の姿。

「ミナ、リス、なのか……？」

「えぇ、五年、いえ、六年ぶりですか？　思えば、本当に長い時間が過ぎてしまいましたね」

　呆ぼう然ぜんとする俺の前で、ミナリスは小さく苦笑しながら言った。

「おお、おおっ、久しぶりだなぁっ！　ミナリスッ！」

「……、えぇ、本当に。ひとまず、落ち着いて話せる場所に移動しませんか？　お昼ご飯でも食べながら、いろいろと話したいことがありますから」







　移動してきたのは人通りの少ない、いわゆる裏通りと呼ばれる通りに面する飯屋だった。

　書き入れ時のはずだが、店内にいる客は俺たちだけのようだった。

「それにしても、見違えるほど大人っぽくなったな、ミナリス」

「えぇ、まぁ、いろんな経験を積んで、必死に成長してきましたから」

　そうして穏やかな微笑ほほえみを浮かべるミナリス。

（あぁ、よかった。ミナリス、お前、本当に成長したんだな）

　別れ方が別れ方だったため、もしかしたら変な逆恨みをされているかもしれないと思っていた。

　けれど、肉体的にも精神的にも本当に大人になったらしい。

「今はどうしてるんだ、ミナリス。その格好からして、どこかに奉公にでも出てるのか？」

　獣人の力でルーシャを虐めて脅していた頃とは変わっただろうミナリスを嬉うれしく思いながら、いま何をしているのかを聞く。仕立てのいいメイド服を着ていることだし、どこかの大きな商家にでも給仕として雇われているのだろうか。

「えぇ、とてもいい環境で働かせてもらっています。今日はその関係でケリルにお話があって、あなたのもとを訪れたんですよ」

「ん？　俺に？」

「ケリル、そしてルーシャ。この一年、国に頼まれてあなたたちの内偵調査をしていたのです」

「な、内偵調査っ!?　それも、一年間って、はぁっ!?　そんな馬鹿な……っ」

「ふふっ、この顔に見覚えはありませんか？」

「なっ!?」

　そう言ったミナリスの顔が、まるで別人の顔に切り替わる。

　それは学園でも何度か見たことがある出入り業者の顔だった。

「幻術ですよ。獣人の魔力は体から離れるとすぐ散りますから、その分、こういった術の隠密性は折り紙付きになります」

　そうしてすぐに幻術は解かれ、ミナリスの元の顔に戻る。

「そして、内偵の結果、残念ながらルーシャに関して問題が発覚しました。このままでは今後に関わってくるほどのものです」

「っ!?　ど、どういうことだ!?　今後に関わる!?」

「……ここに、調査結果の映像結晶があります。見てください」

　そういってミナリスが取り出した映像結晶。

　驚きに目を白黒させながらも、俺はその映像結晶が映し出すものに目を奪われる。

『…………とぼけないでよ、アンタがケリルに色目を使ってたこと知ってるのよ』

『ねぇ、私の親友のカトレアはね、この国の上層部にもよく顔が利くの』

『後は、言わなくても分かるでしょ？』

　そこには涙をこらえて俯うつむく顔見知りの女生徒と、その女生徒を責めるルーシャの姿が映っていた。

「こ、これは……っ」

「まだ他にもあります。これと、これに、こちらも」

　次々に見せられる映像に、めまいがした。

「こんなっ、ルーシャがこんな、馬鹿な……。信じられない……」

　明るくて、優しくて、健けな気げで、子供っぽくて、魅力的な女の子。

　でも、画面に映る彼女は俺の知らない醜い女の子だった。

　……見たこともないルーシャがそこにいた。

「料理、来ましたね」

　テーブルまで料理が運ばれてきたのに合わせ、ミナリスは映像結晶をしまった。

「この映像は、まだ公になっているわけではありません。正式に軍へ進む前に、ルーシャが悔い改めて先方に謝罪をするのなら、未熟ゆえの過ちとして軍部でも内々の話として処理するそうです」

「…………」

「……料理、冷めますよ？」

「え、あ、あぁ……」

　俺は促されて、目の前のスープに口をつける。

　口の中に含んだはずなのに、料理の味はしなかった。

「……分かった。つまり、ミナリスは俺に、ルーシャを改心させてほしいってわけか」

「……」

「ルーシャのことは俺に任せてくれ、俺が絶対に改心させる。させてみせる！　誰だってやり直せるはず、正しくなれるはずなんだ」

「『黎明の英雄物語』の一節ですね」

「あぁ、人は変われる、成長できる。俺はそう信じてる」

　そうだ、ルーシャがこんなことをしていたのなら、俺が正してやればいい。

　悪は倒し、惑わされた人間を正しい道へと導く。俺がやらなきゃいけないことだ。

　そう、俺が……。




「人は変われる……成長できる、ですか……。くふふ……」




「っ!?」

　ゾクリと、背筋を氷の舌が舐なめるような感触がした。

　本能が感じ取った異様な気配に、椅子を倒しながら身を引いて構える。

「くふっ、くふふっ、アハハハハッ、アハハハハハハハハッ!!」

　最初は小さく、次第に大きく響き渡る黒い哄こう笑しょう。

　それは、手を伸ばしたらどこまでも沈んでしまいそうなほどに深く。

「み、ミナ、リス……？」

「変われる!?　成長できる!?　あはっ、自分は何も変わってないくせに、くふふっ、アハハッ!!」

「い、いったい何を……？」

　突然豹ひょう変へんしたミナリスに、冷や汗が流れる。

　ジワリと手汗の滲にじむ手が、剣を強く握りしめたまま離せない。

　ひとしきりミナリスは笑い続けた後、ピタリとその笑いをやめ、静かなのにやけに響く声で話し始める。

「本当に、何一つ、あの頃から何も変わっていない……、別に正しさなんてどうでもいいくせに、変われるかなんて興味のないくせに、成長できるなんて信じていないくせに」

「いっ、いきなり何を言い出すんだっ！　俺は……っ!!」

　嫌な予感で胸がざわつく。

　とにかく、ミナリスの口から出る言葉を止めたくてたまらなかった。

「だったらどうして、最初に出てくる結論が『俺がルーシャを改心させてみせる』なのですか？　『ルーシャがそんなことをするはずない』でも、『本当に起こったことなのか確認させてくれ』でもなく、いくらでも細工できる映像結晶を見せられただけで」

「なっ!?　だ、騙だましたのかっ!!」

「別に騙してなんていませんよ、これは本当にあった出来事ですし。けど、ケリル。あなたにとっては、どうでもいいんでしょう？」

　飄ひょう々ひょうとした様子で、淡々とミナリスが言葉を紡いでいく。

　まるで俺の反応を面白がるように、口の端を吊つり上げて嗤いながら。

「っ！　う、うるさいっ、いい加減にしろッ！」

「英雄になりたいあなたは、悪を倒したと自分が思えれば、それが本当に悪かどうかなんて関係ないんでしょう？　だから、何ひとつ確かめもせずルーシャを悪と決めつけた」

　人の心を掻かき回して遊ぶ悪魔のように。

「黙れッ、そんなこと思っちゃいないっ！」

「いつだってそうやって、私が知らない間も、英雄でいるために誰かを『悪者』にして倒してきたのでしょう。どうして悪者なのかも、本当に悪者なのかも、よく確かめもせずに、楽しんできたんでしょう？　……最低ですね、あなた」

　そう、汚らわしい虫でも見下すような視線で。




　───私の時みたいに、悪者に石を投げてきたんでしょう？　英雄さん？




　吐き捨てるように、侮ぶ蔑べつの言葉を吐いた。

「黙れェえええええええええええっ!!」

「黙りませんよ。だってこれが、最後の会話になりますから」

「何を……っ、ぐっ、これは!?」

　不意に足に走った痺しびれに、俺はたまらず片膝をついた。

「あぁ、さっきのスープの毒が回り始めたみたいですね」

「ど、毒だと……っ、ミナリス、やっぱり、最初から俺を嵌はめるために……っ」

「今更気が付いたのですか？　私としてはむしろ、どういう神経をすれば平気な顔で私と話ができるのかの方が気になります。私があなたを恨んでいないとでも思ったのですか？」

　呆あきれたように言うミナリスに、本当の意味での決別を悟る。

　ミナリスは何も成長していなかった。俺に毒を盛って殺そうとするなんて、やはり悪人のままだ。

「……舐めるなぁっ!!　こんな毒程度で、俺がやられるかっ！　穢けがれを落とせ、『クリア・ボディ』っ!!　喰らえぇっ!!」

　悪人をこれ以上のさばらせておくわけにはいかない。

　悪人を倒すのは、英雄になる俺がしなくちゃならないことだ。

　体内の毒を浄化して、抜いた剣で飛び掛かる。

　だが、振り抜こうとした剣は途中で止まり、甲高い金属音を打ち鳴らした。

「なっ、なにっ!?」

「我を忘れて、こんな街中で襲い掛かってくるなんて本当に愚かで、成長しない子供のままですね」

　軽々と剣を受け止められ、思わず驚きに声をあげる。

　やはり、俺の本能は正しかった。こいつは、どうしようもなく危険だっ！

「地に沈め、重の瓦が蟲ちゅうの望むがままに。『召喚サモンズ・鈍重なる甲虫ギルメシア』」

「っ、召喚のっ、蟲むしだと!?」

　現れたのは銅貨ぐらいの大きさの深緑と深紅が入り混じる色の甲こう虫ちゅう。

　見たこともないその蟲が、突然現れた黒い穴から何十、何百という群れとなって這い出してくる。

「くっ、『業炎剣・猛火』ッ!!」

　事ここに至ってしまえば、もう街中であるからなどという余裕はなかった。

　なりふり構わず全力で対応するしかない。幸い、周囲に他の客はおらず、従業員も争いに巻き込まれる前に勝手口から逃げられるはずだ。

（蟲を燃やしたら通りに出るっ、ここは狭すぎ……っ、なにっ!?）

「なんだとっ!?」

　だが、そんな俺の目もく論ろ見みは実現しなかった。

　振るった炎が払われた先には、まるで数を減らしていない甲虫の群れ。

　その蟲の群れの隙すき間まの先に、クスリと笑うミナリスの姿が見える。

　そして、それがまるで合図だったかのように周囲を取り囲んでいた蟲が一斉に襲い掛かってくる。

「くそっ、寄るなっ、来るなっ！」

　がむしゃらに剣を振り回すが、多すぎる数に剣では対抗し切れるはずもなく、何匹もの蟲が服の上から俺の体に取りついた。

「グッ、重いっ、なんなんだこの蟲は…ッ、ぐぁああああっ、クソッ、くそっ!!」

　一匹一匹がまるで並々と水が入ったバケツのような重さがあった。

　体に張りつく蟲の重さに、俺は地に伏せるしかなかった。

　そして、ゆっくりと歩くミナリスが俺のすぐ目の前にやってきてしゃがみこむ。

「クソッ、クソッ、こんなことしてっ、どうなるか分かってるのかっ！　すぐに人が……」

「その通りです。すぐに人が集まってきますよ」

「っ!?」

　ザクザクと、氷の柱で貫かれるようなミナリスの敵意。

　俺に情を掛けることはないと思い知らされるような、そんな敵意。

　微笑んでいるその顔は、俺が今まで見てきたどんな顔よりも冷たく凍りついている。

「な、何を……っ、づぅ……っ！　ぐぅ……っ」

　ミナリスの取り出した毒々しい紫の液体を滴らせる短剣が、スッ、と俺の頬ほおに線を引く。

　途端に全身に回る痺れに、俺を押さえつける蟲を振り払おうとする力が入らなくなる。

「下ごしらえは、これが最後です。……簡単には、殺しませんよ」

　ミナリスはバッ、と立ち上がり、大げさな身振りで声をあげる。

「さぁ、お膳立ては済みました。皆さん、もう我慢しなくていいですよ」

　ミナリスの呼びかけとともに現れたのは、無数の幽鬼たち。

　いや、幽鬼としか思えないほどに憎しみを湛たたえた人間の群れだった。

　男女関係なく落ち窪くぼんだ眼がん窩かに、程度の差はあれど血色の悪く見える肌。

　なのに、その目だけが薄暗い店内の中でギラギラと憎悪に輝いて、何かをブツブツと呟つぶやきながら俺を見つめていた。

『あいつが……あいつのせいで……』『返して……私のシアワセ、カエシテ……』『……シテヤル。……絶対に、……ヤル』

「な、なんだ、こいつらは……」

　その異様な雰囲気は、まるで周囲の空気すら負の魔力で染め上げているように見える。

　ミナリスに与えられたものとは別種の、心臓を氷水に浸すような骨の髄から凍えそうになる感覚。

「彼らはみぃんなみぃんな、殺したいほどにあなたを憎んでいる者たちです」

　分からない、分からない、分からない。

　何がどうしてこんな視線を向けられているのか、意味が分からない。

　分かるはずもなかった。なぜなら、

「俺を憎んで……？　な、なんでだ、というより、こいつらは誰だ!?　知らないぞこんな奴ら!!」

　……その場にいる誰一人として、顔に見覚えのある奴らがいないのだから。

　だが、その瞬間に、空気の質がガラリと変わる。

「ふざ、フザケルナァアアアッ!!」「知らないっ!?　知らないですって!?」「ァアアアアァアアッ、シネッ死んでよっ!!　このゴミクズッ、アァアアアアアアッ!!」

　耳元でカチリと火打ち石が鳴る音がして、耳を劈つんざくような怒号が周囲を埋め尽くす。

「お手持ちの品がない方は、こちらの道具をご自由にお使いください」

　にこにこと笑うミナリスに、赤あか錆さびの浮いた鉄製の剣類を渡された幽鬼たちは次々とその凶器を振り上げる。

「ひっ、体を満たせ地の力っ、『メタリング・ボディ』ッ!!」

「僕の店を返せェええっ！」「アンタのせいで、私たちの子は……ッ」「死んでくれよっ、なんで生きてるんだよっ!!」

「ひぎっ、ぐっ、がぁあっ!?」

　堰せきを切って溢あふれ出た暴力の波は、一切の迷いも容赦もなく俺を飲み込んでいく。

　刃こぼれした刃やいばが体の表面を叩き、突き、切りつけていく。

　身体強化魔法で硬度が鋼はがね並みになっているはずの体を鈍い痛みが走っていく。

「お前がッ、お前が見捨てたせいで俺の親友は死んだんだっ!!」「兄貴の敵ィいいいっ!!」「くそっクソッ、俺はまだやれるんだっ、なのにっ、お前のせいで、クソォオオオッ!!」

　理解不能だった。

　どう見ても、いくら思い返してみても、自分に怒りを向ける彼ら彼女らが誰なのかが分からない。

　口から出てくる恨み節には何の覚えもない。

『くふふっ、どんな気分ですか？　ケリル、あの日の私と同じ目に遭うのは』

（な…っ、声が、頭に直接……!?）

『あぁ、これはいいですね。蟲を通じて会話を交わすだけでなく、あなたの困惑も伝わってきます。これならきっと、最期の絶望も心地よく……、くふふ』

　頭の中に響く声と同じく、ミナリスの愉悦に浸った表情が目に入る。

「づぁあああっ!?」

　その時、めちゃくちゃに振られた剣の一つが折れ、飛び散る破片が右目に飛び込んできた。

　痛みより先に目が焼けるような感覚にのたうち回る。

　なんでこんなッ、ナンデコンナッ!!

　俺がこいつらにいったい何をしたっていうんだっ!?　こんなに憎まれるほど、何を……っ!?

「くふっ……♪」

　大きくもない、頭に響いてくるわけでもない、ミナリスの口から洩もれた笑い声が、不自然なくらいにはっきりと耳元に届く。

　その嗤い声は、夕暮れに降る雪のように冷たく、ただひたすらに凍えるような温度で響いて。

『何もしてませんよ、彼らの行為はまごうことなく、正しく、八つ当たりです』

　心底楽しそうに、そう愉悦の滴るような声音で、俺の頭の中で鳴いた。

「八つ……、あたり、だと？　ぐあぁあああっ!!」

「何が八つ当たりよ!!　私の子供を見殺しにしておいてっ!!」「アンタが邪魔しなけりゃっ、俺の商売は順調だったんだっ、お前のせいで商品が売れなくなったっ!!」「たった一本、余った解毒薬を与えてくれりゃあ俺の親友は死なずに済んだんだっ、なのにっ、ちくしょう、ちくしょぉお…っ」

　思わず口についた一言に、より一層体を襲う衝撃が勢いを増す。

　いくら体を魔法で強化していても、それで全身無敵になれるわけじゃない。

　たとえ感情任せの適当な攻撃でも、何度も叩かれ続ければダメージは積み上がっていく。

『そう、八つ当たりです。彼らの悲劇に恣し意い的な悪人は誰もいません。多くがただの不運と自業自得の結果。ですから、向けようのない苛いら立だちをぶつけていい相手を教えてあげたのです。こんな風に』

　邪笑という以外、ほかに表す言葉が見つからない笑みを浮かべ、ミナリスが唄うたう。

「さぁ皆さん、彼が全ての諸悪の根源です。彼が全て悪いのです。存分にその怒りをぶつけましょう。皆さんは何も悪くないのですから、これ以上皆さんのような被害を出さないためにも。そう、皆さんは『正義』の行動を取っているのです」

「そうだっ、こいつが悪い」「みんなこいつが悪いのよっ」「悪いのはこいつ、こいつなんだっ!!」

「ち、違う、騙され……」

「うるさいだまれっ」「お前が悪いんだっ」「お前なんかがいなけりゃよかったんだっ!!」

　俺の言葉は何一つ届かず、悪意の波は更に力を増して押し寄せる。

　ミナリスの言葉がさざ波のように伝でん播ぱして、広がれば広がるほどに高ぶるように俺への敵意が膨れ上がっていく。

『分かりましたか？　別に、彼らには本当のことなんてどうでもいいんです。あなたを殺してもいいと、そう思える何かが一つでもあれば。それで彼らの欲求を満たすには十分なのです』

　ふざけるな、ふざけるなっ、ふざけるなよっ!!

　理不尽に押し寄せる暴力に、俺の中で一気に怒りが膨れ上がっていく。

「こんな、バカな話があってたまるかああああああっ!!　我が身を超えろっ、『炎剣の極み』っ!!」

「うわぁっ!?」「ひゃぁっ!?」「なんだぁつ!?」

　全身をオレンジの炎が薄く包み込み、驚いた周りの奴らが一歩距離をとる。

　ステータス全てを大幅に押し上げ、状態異常の全てを解除する、俺の中で最高の技。

　使用後の反動が大きく、強大な相手と戦う時にしか使わないと決めていた俺の奥の手。

　だが……、

「ぐっ、ど、どうしてだ……っ、手足の痺れが抜けない……っ!?」

「アハハハハッ、私の毒をそこらで一般人が手に入れられるようなものと一緒にしないでくださいませんか？　そんな消耗した体でどうにかなるようなもの、準備しているわけがないでしょう」

「く、そ、がぁ、ああああ……、こんな、痺れが残る程度、なめ、るなぁああ……」

「いいえ、終わりです。──吸い漁あされ、鈍重なる甲虫ギルメシア」

「な、にぃ!?　ぐぁああっ、熱いっ、体が焼けっ、ぐううぅああ」

　纏まとわりつく蟲の重さに抗あらがって立ち上がりかけた俺の体から、急速に力が逃げていく。

　文字通りに食べるように体に集たかる蟲が俺の炎を食らいつくす。そしてそれに比例するように蟲が熱を持ち始め、焼き石のような温度になって肌を焼く。

「く、くそっ、驚かせやがってっ、死ねっ、死んじまえッ!!」「クズのくせにっ、クズのくせにっ、クズのくせにっ」「もっとひどい目にあえばいいんだっ、もっともっと苦しめッ!!」

　弱った俺に追い討ちを掛けるようにして、暴力の嵐はより一層激しくなった。

　絶え間なくさらされる悪意に、ギシリと、心が軋きしむ音がした。




『あなたはここで終わるんです』




「死んじまえッ、死んじまえッ」

「ぎぅッ、ぐ、がぁ」

　ジリジリと削るように染み入るミナリスの毒氷の声。

　ギシリギシリと音を立て、鋼鉄だと思っていた自分の心の芯にひびが入る。




『何も残さず、何者にもなれず、あるはずもない罪を背負って』




「お前みたいな奴がいるからっ、僕はいつまでも幸せになれないんだっ!!」

「や、やめっ、ぐぅ」

　そうして入ったひびに潜り込むように、更に黒紫の氷が隙間を広げて。




『暴力の波に攫さらわれて、明るい未来も、楽しい今も、暖かな過去も、全てここで終わりです。あなたの薄っぺらな英雄譚は』




「なんでお前が生きてるんだよぉおおっ、返せっ、俺の親友を返せよっ」

「なんっ、ぐぅ、無理に……、がぁっ」

　止まらない、止まらない、止まらない。

　ボロボロと崩れるように脆もろくなって、そして。




『最後のページが破り捨てられて終わるんです』




　ガリリィッ、と長く鋭い魔女の爪が、深く深く、直接傷をつける。

　そしてブツリと、何かが切れる音がした。

「ふっ、ふざけるなアアアアアッ!!　放せ放せ放せえぇええええっ!!」

　俺はこんなところで終わる男じゃないっ!!

　こんな、こんなにあっさり死んだりする男じゃないんだっ!!

「くふふっ、くふふふっ！　いいですよぉ、あぁ、ケリル、あなたの死の恐怖が伝わってきます」

「ミナリスぅウウウッ!!　ふざけんなよお前ッ!!　悪人のくせにっ、更生もせず俺の前に戻ってくるんじゃねぇよっ!!　邪魔するんじゃねぇよっ!!」

「くふふっ、いい威勢ですねぇ。それじゃあ私も参加させてもらいましょうか。さすがに私ももう、我慢できそうにないんですよ。アハハハハハッ!!」

　そう言って自らも、ボロボロの刃物というよりも鈍器というべき剣を俺に向け振り上げた。

「がぁっ!?　くそっ、て、てめぇ」

「そうそう、ほらっ、ほらっ、ほらっ、ほらっ!!」

「ごふっ!?　がっ、ぎっ、ま、待て、まっ!!」

「待ちませんしやめませんよ。あなただってあの時そうしたでしょう？　私もとっても気持ちがいいんです。やめるわけが、ないでしょう？　くふふっ、アハハハハハッ!!」

　スキルで強化しているはずの体を突き抜けて、鈍い痛みが体を襲う。

　信じられなかった、ミナリスなんかにこんな力があるなんて……っ、馬鹿げている……っ。

「い、嫌だ……、死にたくない」

　どうしてこんなことになったんだ。

　俺は残った少しの雑事をこなして、ルーシャのあとを追ってキキット村に戻るんだ。

「そうですか、残念ですね。でもそういうものでしょう？　私の時もそうでした。奴隷商に殺される寸前、お母さんはずっと『ごめんね』って、『一緒にいられなくてごめんね』って。……でも、何を思っても、なにかを変えられたわけじゃありませんでしたよ」

「ど、奴隷商……？　何を言って……」

「……、あぁ、知らなかったんですね。まぁ、あなたにとっては私は退場した存在だったのでしょうから、仕方がないのかもしれませんが……、本当にいちいち、全てが、癪しゃくに障りますね!!」

「がっ、ぎっっ、ぐぅううっ!!」

　回っていた世界に赤く線が入っていく。

　いやだ、死ぬ、このままじゃ死ぬ。

　俺はまだ死ねない。

　ルーシャとの結婚だって目前で。

　軍に進んで栄達が約束されてて。

　なのに、なのにっ。

「と、そろそろ痛みも鈍くなる頃ですね。皆さんも少々手を止めてください」

「え、なっ、わぷ？　ぽ、ポーション、か……？」

　と、突然ミナリスが周囲の人間を抑え、ドバドバと頭から何かの液体を振りかける。

　全身を走る痛みが軽くなり、傷が癒え、ぼやけ始めていた意識が精細さを取り戻していく。

「……助けて、くれる、のか……？」

「助ける？　はぁあ？　そんな馬鹿な期待をまだ抱いていたのですか？」

「なっ、ぎゃぁああああああああっ!?」

　思わず浮かんだ希望は、酷薄な言葉の刃物に切り捨てられ、魔力を纏って強化されたボロ剣が俺の肩を刺し貫いた。

　回復され、再び戻った体の神経に改めて鋭い痛みが走る。

「言ったでしょう、簡単には殺しませんって。あなたは苦しんで、苦しんで、苦しんで、絶望して死ぬんです。くふっ、くふふっ、アハハハハハッ!!」

　あぁ、どうしてだ、俺のせいなのか？　なんで俺のせいなんだ？

「生きたまま内臓を引き出しましょう。生きたまま四肢に穴を開けましょう。生きたまま体を焼きましょう。何度も何度も何度も何度も、時間が許す限り何度だって」

　こんなはずじゃなかった。こんなはずじゃなかったんだ。

　ミナリスはどこか遠い町で更生してるはずなんだ。

　再会する時は最初は気まずい空気で、でも、ミナリスの謝罪をルーシャと俺は快く受け取って。

　なのに、どうして？

「まだ始まったばかりですよっ、回復薬もたっぷりと用意してあります」

　どうして、こんなことになったんだ？

「苦痛にのた打ち回って、痛みに血ち反へ吐どを吐いて、理不尽に泣き喚わめいて」

　俺の、何が、わるかったんだ……？

「私のように世界の壊れる音で、死んでください」

　亡者の手にするような剣を振り上げ、禍まが々まがしい笑みを浮かべて嗤うミナリスの姿。

　俺の目にはその姿が、死神に取り憑かれた魔女にしか見えなくて。

「……ミナリス、ちゃん……？　なに、して、るの……？」

「あら、レオーネさんたちですか。思いのほか早かったですね。授業をさぼってしまったのですか？　まぁ……ですが、良いタイミングですね。ちょうど一巡目が終わったところですよ。くふふ」

　ふと、その場に混ざる誰かの声。

　絶望に染まる俺の心には、そんな不意に現れた誰かの言葉も、届かなかった。
















　　　　☆






　その日、私は自分でも考えすぎだと思うような心の焦りに取り憑かれて行動していた。

「おっ、おいっ、レオーネ、そんな急いでどこ行くんだよ」

「せめて説明が欲しいんですが……」

「そんなに見られても困っちゃうわ。私だってよく分かってないんだもの」

　学園の昼休み、早めに授業が終わって私とシュピーネを迎えに来たダンとザンク。

　私は碌ろくな説明もしないまま、三人を連れて校舎の外へと向かっていた。

「ミナリスちゃんたちが今日は二人とも授業を受けに来なかったの」

　言葉は少なく、それだけを話して私は再び前を向く。

　ここ最近、ミナリスちゃんの行動が読めない日が続き、そこになかなか踏み込めずにいた。

　けれど、今日はついに学園にも来なかった。

　そう、ただそれだけ。それだけのことで、なぜか少しずつ強くなってぐるぐると回る不安。

「そ、それだけ？　別にそれぐらい……」

「どうしてもいやな感じがするのよ。……こんな感じの時は、いつだって……」

　シュピーネの困惑に、小さく下唇を噛みしめる。

「むむむ、そんなに血相を変えてどこに行くです？」

　そして、取り返しのつかない現実への招待状は、学園の外に出た瞬間にやってきた。

「シュリア、ちゃん」

　そこには、いつものようにあどけなく笑う女の子がいた。

　けど、違う。絶対に違う。いつも通りなんかじゃない。

「……ふむぅ、やっぱり、余計な話をするような雰囲気じゃないのです。特別察しがいいっていうのも考えものなのです。さ、案内するからついてくるといいのです」

　そこにあるのは、軽い軽蔑と赤の他人を見るかのような熱のない笑顔。

　快活さの象徴のように思えていた少女の褐色肌が、今は光を呑のみ潰したような濃さに見える。

　一方的にそう告げて身を翻ひるがえしたシュリアちゃんは、振り返る素振りもなく歩き出す。

「えと、ど、どうするのぉ？」

「あぁ、レオーネの言う通りか。嫌な予感がビンビン来てるぜ」

「ひとまず、付いていくしかなさそうですね」

　先を行くシュリアちゃんを見失わないように付いていく。

　いつものような会話もなく、昼間だというのにドンドンと人気のない場所へと向かっていく。

　辿り着いたのはお昼時だというのに寂れた雰囲気の漂う通りに面した建物。

　スラム化の一歩手前といったその区域に、その食堂はあった。

「ただの食堂に、消音の結界、ですか……？」

「見ただけで分かるなんて、さすがなのです」

「いえ、これくらいなら僕でもなんとか……」

「ザンクさんには言ってないのです。そこで棒立ちになってるレオーネさんに言ってるのですよ」

「…………」

　声も出ない私に、シュリアちゃんの声は透けて落ちていく。

　無意識に発動した『浴する瞳』が、建物から立ち上る色を見せつける。

　赤、青、緑、黄、紫、薄紅、橙だいだい、灰と、様々な色が混ざり合って、その全てがハイライトを失ったように暗い影の色をしている。

　いろんな種類の、禍々しさに歪ゆがんだ感情の坩る堝つぼ。

　でも、この禍々しく歪んだ色は、最近何度も見てきた色。

「っ、……」

　吸い込まれるように扉を押し開いたその先にあったのは、

　…………朽ちた鉄錆の感情が笑い声をあげる悪魔の世界だった。

「……ミナリス、ちゃん……？　なに、して、るの……？」

「あら、レオーネさんたちですか。思いのほか早かったですね。授業をさぼってしまったのですか？　まぁ……ですが、良いタイミングですね。ちょうど一巡目が終わったところですよ。くふふ」

　呆ぼう然ぜんと、零れた声。

　地面に倒れ伏す誰かに集まる無数の亡者たち。

　そして、その亡者を従えて、返り血で顔を彩りながら艶つややかにミナリスちゃんは笑う。

「こ、こいつぁ……っ、なんだこいつらはっ!!」

「こんなことって……、どうしてなのよぉ、ミナリスちゃん……」

「結局、レオーネさんが一番正しかったわけですか。それに彼らはいったい……」

「っ!!　答えなさいっ!!　何をやってるのよっ!!」

　溢れてぐちゃぐちゃになる思考を叩きつけるように叫んだ言葉。

「何って、ねぇ？　見れば分かるじゃないですか。ずっと、これを邪魔しようとしてきたんでしょう？　くふふっ、クフフフフッ!!」

「ギャァアアアアアアアアアッ!!」

　そんな静止の言葉はどこにもぶつからず、ミナリスちゃんは手にした剣を逆手に握り、なんの躊躇ためらいもなく床に転がる誰かに刃を突き立てた。

「いったい誰を……っ、!?　まさかその子っ、ケリルくん……っ!?　なんでこんなところにっ!?」

「本当、皆さんも抜けていますよね。キキット村の場所を偽っておいて、張本人たちがこの街にいることすら気が付いていなかったのですから」

「ぎぐっ!?　ひぎぃッ、あぐっ」

　あがる絶叫に酔うように笑い、楽しげに顔を歪ませて何度も何度も何度も剣を振るう。

　見覚えのない誰かたちもその火に飲み込まれ、ともに燃え上がるように暴力の波に酔いしれる。

「おっ、おいっ、お前らもやめろよっ!!　坊主が死んじまうぞっ!!」

「これは、まずいですね」

「レオーネもしっかりなさいなっ、無理やりにでも止めるわよぉっ!!」

「っ、ミナリスちゃんッ、手荒くなるけど我慢してねっ!!」

（とにかく目の前の凶行を止めないと……っ!!）

「石と混じり地に沈め、『巨人の寝所』」

「「「「ぐぁぅっ!!」」」」

　全員が武器に手を伸ばしたその瞬間、その声が怨えん嗟さのような重さを持って私たちの動きを封じた。

「残念だけど、この前座にお前たちの出番はないんだ。出番がない奴は裏方に回ってもらわなきゃならないんだよ」

　現れたのは、濃厚な魔力を秘めた漆黒のコートを纏い、一振りの剣を携えた宇景くんの姿。

　淡い白から剣先に向けて濃い茶色へと色を変える波打った刃をした両刃の直剣。

　まるで自分の上に山でも乗せられたかのような重圧が、一切の抵抗を許さず私たちを地べたへと這いつくばらせた。

「っ、悪い子にはちょっとお仕置きよっ!!　轟とどろき濡れてっ、『水雷閃』!!」

「『重壁・巨きょ槌ついの嵐』」

「うそっ!?　そんなぁっ!?」

　シュピーネが繰り出した雷を纏う水が、見えない槌つちに叩き落されるように地面に押し潰された。

「ぐっ、がっ、出し惜しみしてる場合じゃ、ねぇ、な。『鬼人化』ぁっ!!」

「援護しますよっ、『フォースアップ』ッ、『フィジカルアップ』ッ」

　固有スキルが発動した証である白い角がダンの額から姿を現し、肌の色が赤く染まりあがる。

　その全身から赤い蒸気が立ち上り、ザンクが掛けた身体強化魔法が蒸気に交じりキラキラと輝く。

　この状態になれば未来に比べ経験の足りない今のダンでも、アイアンゴーレムを素手で解体できるぐらいに強力な身体能力を得る。けれど、

「縛れ、咎とがめろ、その重さは罪怒の証。『巨人の落らく槌つい』」

「ぐぁあぁあ、ぐぅっ!!」

　立ち上がりかけたダンは無慈悲な圧力に抗うこともできず再び潰される。

「悪いな、ちょっとばかりキツめの修行をしてきたからな。前にやりあった時よりは少しばかり力を取り戻してるんだ。今のお前たちじゃ、まだ俺には届かないよ。さぁ、退場の時間だ。お前たちにはここから転移する場所で俺と一緒に裏方業務を手伝ってもらう予定だ。最後の三日間ぐらいは大変だろうが……、まぁ、死にはしねぇよ、たぶんな」

　突然どこからともなく現れた、膨大な量の魔力を纏った翠みどりと藍あいの入り混じる半透明の宝剣。

　武器というよりも装飾品のように見えるその剣を、宇景くんが地面に突き立てる。

　そこから地面に広がった魔法陣が、剣と同じ翠すい藍らんの光を放つ。

「それじゃあミナリス。俺とシュリアは先に下準備を始めておくから、終わったら連絡してくれ」

「分かりました、ご主人様」

「むー、シュリアはもうちょっとだけこのクズを虐めたかったのです」

「その辺にしておけ。俺なんかこいつらの相手でそこのゴミ餓鬼には手を出せないんだからな。ミナリスもやりすぎるなよ？　使えなくなったら困るだろ」

「分かっていますよ、ご主人様。くふっ、くふふふっ」

　いつの間にかミナリスちゃんと共にケリルくんを取り囲む人々に交じって、シュリアちゃんが返しのついたナイフを使い、ケリルくんの足の肉をほじくり返すように傷つけていた。

　ミナリスちゃんも、シュリアちゃんも、残虐な行為を心から楽しんでいて。

　まるで一秒ごとにドンドンと周りを巻き込んで暗闇に沈んでいくようで。

　地に伏せたまま、動かない体で私はそれでも手を伸ばした。

　取り戻せないと知りながら、それでも現実を否定するように。

「ふっ、復讐なんてやめてッ、ミナリスちゃんッ、もうやめてッ!!」

　涙で歪む視界の先、喘あえぐように叫んで、だけど。

「止まりませんよ、もう、何も」

　返ってきたのは、そのたった一言。

　それ以上言葉を紡ぐ暇もなく、ひときわ強い光の中で、ミナリスちゃんの姿が掻き消える。

　私が最後に見たその姿は、どうしてか、泣き叫んでいる子供のように見えた。





　　　　☆






　ご主人様がレオーネさんたちとともに【天てん在ざいの転てん剣けん】の力で、転移の光へと消えていく。

「そう、ずっと昔に始まって、転がって転がって転がり続けて、ようやく辿り着きそうなんです」

　あの、私の世界が壊れた寒い冬の日に。

　お母さんが糸が切れるようにして死んでしまった日に。

　そして、復讐の手を取って、まだ終わりにしないと決めた日に。

「さぁ、続けましょうか、ケリル。まだまだ先は長いんですから」

「ワ……、ぐっ、うぅ……、ぐぎギギギぎギッっ!?」

　二本目のポーションを再び振りかけ、私はケリルの頭を踏みつける。

「あなたたちも精一杯楽しみましょう。……どうせ終わった後には全てを忘れていつも通りの生活に戻るのですから」

　後半は小さく呟き、周りの道具たちを煽あおる。

「……ぐふっ、げぎっ、ぁあっ、……もうっ、誰か、たすけっ、ぎぃ…っ」

「先せん達だちとして教えてあげましょう。誰も助けてなんてくれませんよ、ケリル」

「がふっ、ごめ、んなさいっ、ぎぐぅっ!?　ごめ、ごめんな、がっ!?」

「今更その謝罪にどんな価値があるんですか？　ねぇケリル、何度でも付き合ってあげますから。あなたの世界が壊れるまで、何度でも何度でも、くふっ。くふふっ、アハハハハハッ!!」

　暗い、ただひたすらに暗い闇の底で、私は笑う。

　笑う、哂わらう、嗤う、嗤う、嗤う、嗤う、嗤う。

　憎悪と罪業が全てを染めるようなその場所で、私は心の底から嗤い続けた。






終章　蛆うじ畑ばたけの花嫁と白染め村






　ルーシャとケリルの結婚式まで、あと六日。

　ご主人様とシュリアの二人と別れ、私は一人で荷馬車を引いて自分の生まれた村へ歩いています。

「おお、商人さん、また何か売りに来てくれたのかい？」

　村へと向かってきていた初老の行商人。

　その顔を借りている私に、兎うさぎを足で縛って肩に掛けた猟師のオジサンが話しかけてきました。

　昔は親しげに笑いかけてくれるその顔が好きでした。だけど、今はとても気持ち悪い。

「えぇ、いろいろご入用だと思って持ってきましたよ」

　けれど、そんな気持ち悪さを飲み込んで、そんな彼に向けて私は笑顔の幻覚をかぶる。

「聞きましたよ、ケリルくんとルーシャちゃんの結婚式があるんでしょう？　ご馳ち走そうと酒はいくらあっても足りないと思いましてね」

「はははっ、さすが商人さんは抜け目がない。前の式の時もおんなじこと言ってたもんなぁ」

「……えぇ、そうですね」

「っと、噂うわさをすればご両人だ。おーいっ！」

　立ち話をしていると、猟師のオジサンは目ざとく彼らを見つけたようでした。

　手を振って呼び寄せるのは、傍はた目めにも夫婦と分かる仲なか睦むつまじさで寄り添う年の離れた男女。

　その一組の片割れは、記憶に焼きついたまま離れない顔。

「おや、これはどうも、ちょうどいいところに」

　ザッ、ザッ、と足音を立てつつ、二人は私のもとへと歩いてきた。

　ねぇ、お父さん、少し老けましたか？

　私はもうずっと、最後に見たあの侮ぶ蔑べつの表情しか思い浮かべることができませんでした。

　だから、とても、とても、とても、とても、とても気持ちが悪くて仕方がない。

「やぁ、お久しぶりですね」

　ねぇ、なんで笑っているの？　あれだけのことをしておいて、どうして笑っていられるの？

　私とお母さんを捨てておいて、新しい女の人と一緒になって全部忘れたっていうことなの？

　ねぇ、お父さん、答えて、答えてよ。

「新生活は順調ですか？」

　私は、心の底から湧き上がってくる黒い思いを押し殺して喉を震わせる。

　キリキリと金切り声をあげる心の声を理性へと縛りつけて、自分の声を幻術で変換する。

（あぁ、本当に、地獄に落ちればいいのに）

　新しい女性に寄り添われて幸せそうに笑うお父さんを最初に見た時には、言葉を見つけられませんでした。空白だけが脳裏を支配していました。

　白、白、白、白。

　どこか切り離されてしまったような感覚の中、気付かずに握りしめた手から血が流れ出ました。

　傷は痛々しいのに不思議と痛みも感じなくて。

　ひたひたと滴る血を舐なめ上げたら、口に残った鉄の味を噛かみしめて。

　何もかも動きが止まったような思考は、その瞬間に溜ためを解放したように一気に弾はじけて、真っ白の思考を真っ赤に染め上げてしまいました。

　ご主人様とシュリアがいなければその場で衝動的に殺してしまっていたかもしれません。

「いやぁ、以前の結婚式の際には本当に助かりましたよ」

「いろいろ新しい家具も手配していただいて……、おかげで夫共々、新婚生活を満喫できています」

「それに頂いたこの弓もとても具合がいい。この前なんて、この弓で三メートルはあるホロホロ鳥も仕留められましたからね、脳天に一撃ですよ！」

「まったく、もう。この人ったら本当に嬉うれしかったみたいで何度もこの話ばかりしているんですよ」

　コロコロと幸せそうに笑う女。

　昔、近所に住んでいた彼女がお母さんの後釜に座ったのは、それなりに腑ふに落ちました。

　私たちに石を投げていた村人たちの中でも特に嬉しげにしていたのを、よく覚えていましたから。

「お二人とも、幸せな結婚生活を送られているようで何よりですね」

　今すぐこの場で八つ裂きにしてやりたいぐらいです。

　死ねばいいのに、死ねばいいのに、死ねばいいのに。

　赤熱した怒りの感情を抱えて、けれど、むやみに吐き出して台無しにならないように。

　抑えて、抑えて、抑えて、今だけは冷静に。

　まずは余計な猟師のオジサンと別れるように話を誘導しないといけません。

　そして窺うかがう話の流れの先に、チャンスは巡ってくる。

「そうそう、それで弓の握り手に巻いてる革かわ紐ひもを変えようかと思うんだが、売ってくれないか？」

「……えぇ、村長さんとの話ももう終わりましたので、かまいませんよ。ちょうどいくつか在庫がありますからお見せしましょう」

「まぁ。それなら、我が家で歓迎しますわ。ねぇ、あなた」

「そうだな、今からじゃあ町に戻るのも大変だろうし、うちに泊まっていってください」

　笑って、笑って、笑って、笑って。

　何を幸せそうに笑っているのですか？　ねぇ、ねぇ、ねぇ、ねぇ。

「おお、それはありがたい。それではお言葉に甘えさせていただきたく」

　あぁ、もう少し、もう少しだから、我慢して、私。

　せっかく彼らが自ら私を懐に呼び込んでくれるのだから。

「さぁさ、こちらです」

　私は案内に従って覚えのある道を歩いていく。

　やがて見えた家は、私とお母さんが暮らした家。

　その戸を開く先に一瞬だけ懐かしい家の中を重ねて、現実の光景が見せる中の様子がその幻影を打ち壊す。

　私とお母さんが暮らしていた頃の家具は何ひとつなくて、私たちの匂いのしない部屋の中は別物でしかなくなっていました。木製の家具を好んだお母さんの色が消え、豪華に装飾された色塗りの家具は金属の匂いを纏まとっている。

　この場所は確かに、私とお母さんの家で、だけどもう、私とお母さんの家じゃない。

「いい部屋でしょう。いや、俺は家のことはさっぱりでね、妻の勧めに従っていろいろ配置したんですが、以前と比べてなかなか居心地がいい」

「前はあまりに古臭い家でしたから。広い家じゃありませんが、どうぞ遠慮なく上がってください」

「えぇ、お邪魔します」

　腹の底は煮えくり返っているけれど、こいつらが幸せというのは悪い話ではありません。

　そう、幸せなら幸せなほど、明日が今日よりいい日になると信じていればいるほど。




　────……地獄の底に叩たたきつけられた時の絶望はより深いものになりますから。




　ねぇ、お父さん、次はあなたです。

　私とお母さんを見捨てて、随分と楽しい生活を送ってきたんですよね。

　だったらもう、いいですよね？　もう十分ですよね？

「……『塵じん針しん氷ひ毒どく』」

　ぷつりと皮膚を貫く感覚を感じながら、毒を凍らせた氷の針を差し込む。




「お邪魔して、全て壊しましょう」




「っ、ぁ、が？　体の、力が……」「な、なに、こ、れ……」

　バタリバタリと、崩れ落ちる二人と一緒に、私自身に課せられた鎖が朽ちる音がしました。

「幸せでしたか？　幸福でしたか？　もう十分、楽しんだでしょう？」

　そう言って私は、自分に掛けていた幻術を解いた。

「え？　なあぁっ!?」「う、嘘うそッ」

「くふふっ、それじゃあ、今度は私が愉たのしむ番ですよね？」

「ミナリス……？　そんな、馬鹿な……」

　間抜け面を晒さらしている父親を見下ろして、私は素顔で笑いかける。

「たっぷりたっぷり、あなたたちの体に汚泥を詰め込んであげますから。今は最後の安息の時間を楽しんでください」

　さぁ、ようこそお父さん。

　ここから先が、あの日に切り捨てられた私たちが堕おちた地獄の底です。
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　ねぇ、ケリル。

　あなたが冒険だって言い出して、村はずれの猟師小屋に三人で潜り込んで怒られたことがありましたよね。

　ねぇ、ルーシャ。

　『ミナリスちゃん、嫁入り修業しよ』なんて言い出して、私と一緒に炊き出しのお手伝いをしたことがありましたよね。

　ねぇ、ねぇ、ねぇ、ねぇ。

　あの時、ケリルとルーシャと、私はどんなふうに笑っていましたか？

　思い出せないんです。

　ケリルをあんなに苛いじめ抜いても、あの頃の自分を、何一つ思い出せないんです。

「ねぇ、そろそろ寝たふりはやめてお話ししましょう？　お父さん」

「……ミナ、リス、ひぎゃぁあああぁああぁあ!!」

　お父さんと新しい奥さんを家から連れ出して引きずり込んだ森の奥深く。

　名前を呼ばれたのにイラっとして、私は爪の剥はがれた右の手のひらにナイフを突き立てました。

「どう思いますか。お父さん。昔の私は、どんな表情で笑っていましたか？」

「ひぎぃっ、いでぇ、いでぇよ……。くそっ、くそぉおおお……」

　地面に芋虫のように転がる男にそう問いかける。

　左の手のひらを切り開いて、右の二の腕を火で炙あぶって、左の足首を磨すり潰つぶして、右の太ももをあらぬ方向に折り曲げて、腰には無数の毒針を突き立てて。

　その悲鳴を鮮明に聞くために首から上だけは手をつけずに残してあります。顔は涙や涎よだれや苦悩の皺しわで大分綺き麗れいになっています。

「それとも、そんな昔のことはすっかり忘れてしまいましたか？　新しい年下の奥さんとの生活はそんなに楽しいですか？　彼女の声を聴けば、何か思い出せますか？」

「うぐぅ……っ!!」

　少し離れた位置へと歩き、手足を縛った一人の女を踏みつける。

　仰あお向むけになって転がされた女は裸に剥むかれ、全身にはデコボコと醜く爛ただれた火傷やけどの跡と、ミミズバレ、太い針が刺さったような穴が残されています。

　火傷の傷は表皮が焼け焦げるほど火で炙った後に、炭化した部分を切り落として、ジャリジャリとしたそこら辺の土を拾い上げて丁寧に塗り込んであげた結果です。

　体中に開いた穴は棘とげの付いた鞭むちを何度か振るってできました。

　たびたびポーションを与えているので死ぬこともなく、丁寧に丁寧に追い詰める度、お父さんを苦しめる良いカナリアとして鳴いてくれています。

「や、やめろぉおっ!!　もう妻に手を出すなっ!!」

　あぁ、どうして今更こんな台詞を聞いているのでしょうか。

「おや、かっこいいですね。まぁ知ったことではありませんけれど」

　そんな思いを抱きながら、だからこそにっこりと笑顔のままこの拷問を続行する。

「ギグゥウウウッ、ヤメデェエエエエ、イダイッ、イダイノォ!!　お腹ガツブレチャウゥ!!」

「あ、少しやりすぎてしまいました、失敗失敗ですね♪」

　女のへその下あたりを底の硬い靴底でぐりぐりと踏みつけると、内臓でも潰れたのか、涙やら涎やら泡やらを吹いた。

　簡単に死なれても困るので、パクパクと開閉する口にポーションを流し込む。

「た、頼む、妻だけは助けてくれ……、俺の命より大切な女なんだ……」

　泣きながら懇願する父だったモノ。

　妻だけは助けてくれなんて。

　自分より大切な相手だなんて。

　よりにもよって、お前が、その言葉を吐くのですか。

　私とお母さんをあんなに簡単に切り捨てたくせにっ!!

「……そうですか。だったら余計に彼女にも苦しんでもらいます♪」

「ゴフッ!?」

　私は感情をこらえることなくその父だった男に近づいていくと、その顔を蹴り上げた。

　そして今度は再び女のそばに戻ると、取り出した松明たいまつに火をつけて女の顔へと近づける。

「ひっ!?　や、ヤベデっ、かお、カオだけはぁあああああァァアッ、ヒグゥウウウウウウッ!!」

「ヤ、ヤベロォ……、ヤベデグデェエエエ……」

「くふふっ♪　やめてあーげませんっ」

　女の懇願を足あし蹴げにし、男の悲痛の声に舌鼓を打つ、けれど、自分の中の怒りは収まる気配もない。

「だいたいそんなセリフをっ、どんな神経をしていたら吐けるんですか？」

「ギギィアアァアッ!?」

　随分と面白くなった女の顔に、料理用のお塩をべったりと塗りつける。

「妻だけは許してほしい？　大切な女？　だからどうかしましたか？　ねぇっ、だからどうかしましたか!?」

「ギッ!?　ギゲェッ、ギギギギゥゥイキギゲェエエッ!!」

　スリスリというよりはズリズリというような強さで塩を塗り込んでいく。

　ジャリジャリとした感触を苦しげな悲鳴と共に深く味わって。

「ホラホラ、大切な大切な奥さんが痛みに呻うめいて泣いてますよ？　許してほしいですか？」

「ユ、ユルジデぐ……」

　振り返って問いかけると、まるで救いでも見つけたかのような顔をして男は口を開き。

「まぁ許したりするわけないですけれどねー？」

「ギエェエエエアァァァアアァァアッ!!」

　先程女へと押しつけた火のついた松明を、今度はお父さんだったモノへと押しつける。

「アハハハハハ♪　そんな都合よく許したりできません。当たり前でしょう？」

　笑顔でグリグリと左肩を焼き続け、表面が焼け焦げたところでその肩を踏み砕く。

「あぁ、これで完全に両腕とも使いものにならなくなりましたね、これで猟師も廃業ですね？」

「ガ……、ギェ、ギ……」

　クスクスと嘲ちょう笑しょうを浴びせるけれど、不明瞭に呻くだけで反応する余力もなさそうでした。

　だから私もまた言葉を落とします。

「許すわけがないでしょう？　お母さんは長く苦しんで苦しんで謝りながら死んでいったのに、何をどうしたら私があなたたちを許せると思うんです？」

　私の中の憎しみの火は、今まさにこうして燃え盛っているというのに。

「……苦しめ苦しめ苦しめ。あなたは絶望の底で死ぬんです。全てを失った汚泥の底で死ぬんです」

「ウゥ、ウウウウゥゥ……」

「さぁ、ようやく盛り上がってもきたのですけれど、今は一度このあたりで区切りをつけましょうか。これ以上この女を生かしていても、死んだお母さんに対する侮辱にしかなりませんし」

「ひぐっ!?　ひいっいっ!?」

　私は丸袋から鈍にび色いろに光る巨大な鋏はさみを取り出しました。

　鋏の口を大きく開いて、女の顔をまたぐように地面に突き立てる。

　猿さる轡ぐつわを刃やいばが掠かすめ、ハラリと布が落ちた。

「ね、ねぇ、もうやべばじょうっ……？　ごんな、ごど、ねぇ」

「最期の言葉は、それで構わないですか？」

「いや、まっでっ、たす、たずげでっ、ごべんなさい、ごべんなさいっ」

「ヤベロォッ、ヤベデグデェエエエエエェっ!!」

　グッ、と手に力を入れ、ガリガリと地面を削りながら鋏の口を閉じていく。

「あはっ♪　アハハハハハッ、それではごきげんよう、いつか地獄の底で逢あいましょう」

「やべっ、いだっ、ごれ、じゃれに、なら……な、ぎぃあがあっ、……」

　ジャキンッ、と鋏が鳴いて、鈍く光る鋼はがねがその命を絶つ。

「アァ、アァアア、アアアアアアアアァアアッ!!」

「くふふっ、さぁ、次はお父さんの番です。あなたが落ちるのは暗い暗い闇やみの底。まだまだ終わらない血と汚泥の地獄」

「フザケンナヨォ……、コンナ、コンナノォ、ユメダァ、夢ナンダァ……、こンナのぉ、オカしいンダァ……、だってオレ、ワルクナイんだぁ……」

　壊れたように昔父と慕った男が笑う。

「だから少しの間だけ、苦しみながら眠ってください…………幽鬼に巣くえ、足りないと這はう白しろ蟲むしよ。その羽ばたきが世界を舐めて染めるまで。『召喚サモンズ・白染めの舌蟲ホワクリア』」

　他のものよりも特別に魔力を込めて生み出したのは、体長が五センチほどの乳白色の蛆うじ虫むし。

　手のひらで細かくうねるそれを、仰向けに蹴り転がし、今も呆ほうけて開いている男の口に落とす。

「寂しくはありませんよ、お父さん。あなたもちゃんと、白く白く塗り潰してあげますから。くふっ、くふふっ、クフフフフフッ♪」







　それからしばらくして、次の段階への準備をしていた二人が戻ってきました。

「ミナリスさーん、こっちのお仕事は完了しましたのです！」

「ちょうどそっちも終わったみたいだな。俺の方も今日の分は終わりだ」

「ご主人様、シュリア。ええ、こちらも、終わりました。後はもう、仕上げだけです」

　私は復ふく讐しゅうの興奮をゆっくりと冷ましながら返事をします。

　大罪の剣を使って下準備をしているご主人様は、聖女の呪いのせいで若干顔色を悪くしている。

　そのことに申し訳なさを覚えながら、『ミナリスの復讐をより良くするのに、たかが苦しい程度のことを躊躇ためらう理由がどこにある』と言われてしまえば、嬉しさのあまり何も言い出せなくなってしまいました。

「そうか、予定通り、明日には始められるな。……楽しみだな、ミナリス」

「ミナリスさんからもらった蟲むしの仕込みは終わりましたし、あとは他の後方支援をしながら、見物させてもらうのですよ。誰にも邪魔はさせないのです」

「ありがとうございます。二人とも」

　私が礼を言うのに合わせたように、ヒュォオオッ、と冷たい空気が吹きました。

　そこからチラチラと沈むような白い雪が落ちてくる。

「冷えると思ったら、雪ですか。道理で寒いわけですね……」

　この雲の様子でこの降り方なら一晩で雪は降り積もって、明日の朝には晴れるでしょう。

「本当に、あの日の続きのようです」

　だから、あぁ、もっともっと降り積もればいいんです。

「くふっ、くふふふっ」

　ねぇ、ルーシャ。

　私、今はこんな風に嗤わらうんです。

　こんな風にあなたを嗤えば、昔の笑い方も私は思い出せるんでしょうか？

「あぁ、明日が楽しみですよ。地獄のような白い世界で、あの日を終わりにしましょう」

　そう、あなたの道は、この雪に埋もれるように、白く染まって壊れて終わるのですから。
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　ミナリスちゃんの凶行を目にし、私たちが宇う景けいくんに連れ去られてから十日目の朝。

　ヒュゥ、と頬ほおを打った冷たい空気で、私は浅い眠りから冷める。

「ん、レオーネ、起きたのか。気分はどうだ？」

「……最悪よ。分かりきってること、聞かないで。大体、こんなことしておいて突然呼び捨て？」

「今更『さん』付けするような関係じゃなくなっちまっただろ」

　キキット村近くの森の中、雨風を凌しのげるだけのボロボロの猟師小屋。

　比較的暖かい季節しか使われない小屋は、周囲に私たち以外の人気はない。

　手足を縛られ干し草が敷かれているだけの床に転がされていると、時折建物の隙すき間まから冷たい風が吹き込んでくる。

「っ、誰のせいだと思ってるのよ」

「お前らのせいだろ？　俺は警告したよなぁ、お前たちじゃ、俺たちには届かないって。この場にいるのはお前たちの選択の結果だ。何もなければ、今頃お前たちは街でのんびりしてただろうよ」

「……あんたたちが復讐なんてものにこだわらなければ、こんなことにはなってないわよ」

「はははっ、無茶言うなよ」

　興味がないとばかりに宇景くんは快活に笑い、焚たき火で淹いれたお茶をすすっている。

「何が無茶なのよっ、それだけの力があれば他にいくらだって道は選べるのに、なんでっ」

「……ふぅ、なんでって言われてもなぁ。例えばこれは俺の話だが。俺は寝起きが悪くてな、二度寝しようとすると妹が無理やり布団を引っぺがすんだ。父さんも俺と同じで朝が弱くてさ、母さんに耳を引かれながら起きてくるんだ。母さんはどうにも不器用でさ、何度やってもどうしてもパンが若干焦げてるんだよ。学校じゃあさ、毎日友達と馬鹿やってさ。その度に先生に全員でゲンコツ喰くらうんだ。いつの時代だよって感じだろ？　今なら、みんな、俺にとっては大事な人だって言える人たちだった」

「……だったら、そんな人たちに恥じない生き方をしなさいよ。今のあんたの姿をその人たちに見せられるの？」

「あぁ、今の俺か。見せられないし、見せたくねぇな」

　そのセリフは掛け値なしの本心だった。

　スキルで色を見るまでもなく、その望郷の念に満ちた姿が偽りとは思えない。

　前に言っていた『元の世界に戻る方法を探す旅』というのも、きっと全部が嘘じゃない。

「ねぇ、もうやめましょう。元の世界にだっていつかきっと……」

　そう思ったからこそ、私の説得は、




「でもさ、そんなのはもう関係ないんだ。今の俺を見せたくない相手はみんな死んじまった。俺がこの世界に呼ばれた召喚の代償はな、召喚対象の周囲にいる二百人と血縁者五、六人だ」




　本当の意味で、意味を失った。

「…………なに、それ」

「俺が召喚されたのは学校だった。朝のホームルームの前、何の前触れもなく俺を囲むように足元に魔法陣が広がって、俺は光の壁の中に閉じ込められた。つまり、その時にいた周囲の人間っていうのは、俺の友達や恩師だ」

　それは、自分の身を切るような独白だった。

　何かを話そうと口を開いて、けど、どんな言葉も声にならずに消えていく。

　自分のことじゃないのに、まるで自分の足元も崩れ落ちていくような、そんな心こころ許もとなさが胸の内に広がっていく。

「なぁ、お前はせっかくやり直せるのにって言ったよな？　だったらさ、今度こそ救えるっていうならさ。返してくれよ、俺の家族を、友達を、俺の人生を。なぁ、返してくれよ……。全部、返して、本当になかったことにして、一からやり直させてくれよ……」

「…………っ、私は、私、は……っ」

「……、悪い、お前にあたっても仕方がないんだがな……。それでも俺はお前が心の底から羨うらやましいよ。救えるはずだって心から言えるくらいに前を向けるお前が羨ましくて羨ましくて羨ましくて、嫉妬で頭が変になりそうでたまらねぇよ」

　そこで私を見つめる目の中にあったのは確かな羨せん望ぼう。

　どうしようもなく遠い何かを求めるような、憧れの色。

「どんだけ自分に言い聞かせてもなっ、どんなにみっともないって考えててもなっ、それでも泣き喚わめきたいくらい、俺は、俺は……」

　自分の置かれている状況の全てを置き去りにしてなお、私に哀れみの心が生まれる。

　声が出なくて、言葉が見つからなくて、何かが何かを閉じる音がする。

「……まぁ、それとこれとは別の話だ。俺もお前も休憩は終わりだ。そろそろまた『色欲』の箱の中に入ってもらうぞ」

　その言葉に、自然とビクリッと体が震え上がる。

　そこにはもう、迷子の少年のような様子は消え去り、ただ暗く虚うつろな骸骨のような誰かがいた。

　そして、宇景くんの口から、本人のものとは思えない甲高い子供の声が漏れる。

「────遊びましょうよ、遊びましょうよ、遊びましょうよ。

　────お庭だったら作ってあげる。殺し場だったら作ってあげる。私の匣はこを作ってあげる。

　────喘あえいで啼ないて溶けて爛ただれて削って堕ちて、全部私に捧ささげてみせて。

　────夢も現うつつも混ぜてもらって、みんなみんなで遊びましょう。

　────彩色豊かな宝の匣を、綺麗な綺麗な輝く匣を、宝石みたいな財貨の匣を。

　────【大罪の剣つるぎ・彩さい色しょく匣ひつの童どう女じょ】」

　瞬間、全ての音が飲み込まれたように消えた。

「『あははははっ、お外だーっ、おっそっとー♪』」

　現れたのは、七歳ぐらいの女の子。

　腰まで伸びた髪は虹のように七色にグラデーションが掛かっている。

　透き通るような白い肌を包む白のワンピースに、あどけなく笑う少女。

　手に付けたリストバンドから伸びた七色に輝く毛糸が、宇景くんの右手へと繋つながっている。

「『ねーねー、おにいちゃんあそぼ？　あそべるよね？　あそぼーよ！』」

　響き渡る無邪気な声が、鬼子の声が聞こえてくる。

「うっ、くそっ……きっついな」「うぅ、もういやぁ」「悪夢なら早く冷めてほしいです……」

　その声に、私と同じように床に転がされていたダンたちも目を覚ます。

「あぁ、またこの四人が相手をしてくれるよ。遊べ、ルスト。『極彩色の啜てつ箱ばこ』」

「「「「っ!!」」」」

　次の瞬間、私たちは継ぎ目のないガラスでできた箱にまた閉じ込められる。

　温かくもなく冷たくもない、ねっとりとした半透明の液体の中、不思議と呼吸に無理はない。ただ、肌の表面がどうしようもなく粟あわ立だって、吸いつくように体から魔力が抜けていく。その最初の数秒だけは、まるで天国にでもいるかのように心地がいい。けれど、もう私たちは知っていた。

　これが、体の魔力がもつ間だけの、鞭の前の最後の飴あめであることを。

「ぐぅぅあああっ!?　ぐぅぅううっ、やめっ、やめろっ!!　やめてくれッ!!」

　一番初めに境界線を越えたのは、ＭＰの総量も魔耐も一番低いダンだった。

「っ、くぅぅううっ、がぁああああ、ぐぅうぅう」「はっ、はぁっ、もう、だめぇ……」

　続いてザンクとシュピーネが限界を迎えた。

「っ!!　もうやめてっ、私が全部引き受けるからっ、仲間は解放してっ!!」

「そりゃ無理な話だ。お前ひとりじゃ目的の量に足らない。今回はちょっと長いこと利用するからＭＰを溜め込む必要があってな、諦めろ」

　私の懇願を、宇景くんはにべもなく断った。

　意識がぼんやりとし始め、私さえももう、時間を置いて回復した魔力が尽きてしまう。

「安心しろ、今回が最後だ。必要な魔力はこれで集まる。後は全部終わるまで見ててもらうだけだ」

　そのセリフが終わる頃、私のＭＰも底をついた。

　瞬間、体を包んでいた心地よさは反転し、粟立つような感覚を受けていた肌が、溶け出してしまったかのように境界線を失って。

　逆流するように私の中に何かが侵入してくる。

『痛いんだやめてほしい苦しいよ辛つらくてしかたがない助けてよ怖いんだ悲しい寂しいの救いが欲しい泣きたい暗いわそばにいて一人は嫌だよ寒いから冷たいよ腐ってく消えたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい』

「ひぎぅううっ、やめてっ、入ってこないでぇっ!!」

　負、負、負。

　たった一滴で全てを黒く染めてしまう、ただマイナスに振れる何かを濃縮したドロリとした液体。

　皮膚を超え、肉に染み込んで、血管を侵して、体中を駆け巡って心の臓まで行き渡って甚いた振ぶるように体を蝕むしばんでいく。

　ここ数日の間に何度も繰り返されて、けれど慣れることも抗あらがうこともできない苦痛。

　何かを考えるどころか、意識を保つことさえ難しくなっていく。

「『あぁ、みんなお箱の中が面白いのね、ほら受け取って。いっぱい魔力に変えてあげるから』」

「……いや、少し強すぎだな。ルスト、少し色を抜け。それじゃあ三日ともたない。お前が感情から生み出した魔力も、十分『闇精霊の衣』に溜め込んである。こいつらには、ちゃんと見届ける義務がある。今回は意識まで塗り潰すような濃さはいらない」

「『えー、でもでもー、せっかくいい感じなのにぃ、やだやだやだーっ』」

「わがまま言うんじゃねぇよ。いいから黙って言うことを聞け」

「『ぶぅーっ、はぁーい』」

　七色の髪の少女は小さく口を突き出して不満げにクルンッと指を回す。

「くっ、ケホッケホッ!!」

　と、不快感は消えないまま、急に圧力が弱まっていく。

　それでも、一度空白になった思考は簡単には形にならず、何を吸い込んでいるのかも分からない箱の中で何度も息を求めて喉が鳴く。

「……遊べ、ルスト。『箱の中の空絵』」

　その声が響いた瞬間、まるで箱が組み上がるようにして周囲の世界から小屋の中が区切られる。

「ここ、は……？」

　定まらない思考の中、私たちが見下ろすのは白化粧をした森に囲まれた小さな村。

「『ねっ、ここ遊び場？　遊び場？　潰しちゃえーっ♪』」

「っ、おい待てっ!!」

　宇景くんの制止も聞かず、少女が宙に手をつく身振りをすると同時、森が音を立てて潰れる。

　それはまるで子供が悪戯いたずらで壁に手形を付けるような、そんな手軽さで。

「『アハハッ、潰れたーっ!?　ぎゅぅっ!?』」

　響く笑い声が、急に途切れた。

　ギュンッ、と伸びた七色の毛糸が、少女の首に太く巻きつき、その華きゃ奢しゃな喉を締め上げる。

「おい、ルスト。そこは、お前の遊び場じゃない……、分かるな？」

「『むぎゅーっ、むぎゅーっ、むぅーっ』」

　両の手足をバタバタとさせて少女は不満げながら首を縦に振っている。

　ようやく何かを考える余裕の出来てきた私たちへ、酷薄な表情のまま、こちらに向いた笑み。

「さぁ、ミナリスの復讐が始まるぞ。これでお前たちにも様子が見えるだろ」

「……まさか、この場所は……」

　鈍い感覚のままでも、少し回り始めた思考で、目に映るその場所が何かを理解してしまう。

　視線を向ければまるで見せつけるようにその場所が近づいて見えて。

　箱詰めされたまま、見下ろしたその村は、間違いなく、キキット村だった。
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　俺はレオーネたちに見えるように、『色欲』の力を使ってミナリスが向かったキキット村を箱庭にした。ルストが勝手をして森を潰した時には焦ったが、村からは遠く外れていたし、今回の復讐の対象から外れた子供を隔離した場所からも離れている。

　子供たちを隔離した後、すでにこちらへ向かっているシュリアの方も無事だと心話で報告があった。

　そのことに一安心しつつ、俺は村を改めて見下ろす。

　すると、村の教会の一つが派手に崩れ落ち、瓦が礫れきの山になった。

　本格的にミナリスが動き始めたようだ。

　俺も、自分の役割を果たそう。

　ミナリスが望んだ舞台を最大限演出するために。

　そして、俺の口から自分のものとは思えない低く野太い声が響き落ちる。

「────泥のように埋もれたいんだ。疲れてるから近づくな。狭い世界で出入りをするな。

　────動くな、動くな、動くな、動くな。

　────手間を掛けるな、遠くに逃げるな、誰も俺を動かすな。

　────ただひたすらに緩やかに。ただひたすらに穏やかに。

　────伸びた流れと工こう場ばが暮れ堕ちるまで。

　────【大罪の剣つるぎ・怠たい忌き窟くつの工こう房ぼう主ぬし】」

　現れたのは、トロールのような大きさと、ドワーフのような見た目を持つ大男。

　鍛か冶じ師のような格好をして、腰に黒ずんだ金と銀の長い槌つちを下げている。

　両肩に回った金属の環わから、ベルトのような革紐が俺の手へと繋がっている。

「『……材料がないなら工房は作らん、戻る。戻らせろ』」

　宙に浮いているような周囲の状態で、ゴロンと大男は横になりながらそう言った。

「いきなり戻ろうとするなスロウス。工房をひとつだけ作ったらあとは寝てていいから、従え」

　本気で勝手に俺の中へと戻ろうとしているスロウスに、ほらっ、と俺は事前に用意していた『呪血傷のナイフ』を放り投げる。

「『……前のものよりも、随分と質が悪い』」

「前に使ったのはリッチーの『怨えん闇やみ杖づえ』だったな。贅ぜい沢たく言うな、あのクラスがそうそう手に入るか」

　『呪血傷のナイフ』を用意するだけでも随分と大変だったことを思い出しながらため息をついて、再び『色欲』が生み出した箱庭を見下ろす。

「造り出せ、『黒歯車の工房』」

「『あぁー、めんどくせ』」

　カギィンッ、とスロウスが腰から下げた両槌を何もないように見える村の上で、渡したナイフを挟み込むように打ちつけた。

　砕け散ったその破片が昇華するように光の粒子と消えていく。

　ミニチュアのように村を取り囲むように、ゆっくりと回る黒い歯車を浮かべた光の壁が現れる。

　これで村は『怠惰』の工房の中に閉じ込められた。

　俺はレオーネたちを見て言う。

「お前たちは自分が止めようとしたものがどういうものなのか、その目で確かめろ」

「……」

　何も言わないレオーネから視線を外して、俺は胡坐あぐらをかいて眼下を見下ろす。

　後はここで工房を維持しながら最後まで休みながら楽しませてもらおう。

　そのために聖女の呪いによる苦痛に耐えながら、『闇精霊の衣』にレオーネたちから手に入れた魔力を溜め込み続けてきたのだから。

「好きなだけ楽しめよ、ミナリス」
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「……そうして、邪悪な魔物を倒したその魔法剣士様は、ずっとそばにいた幼おさな馴な染じみの娘と、幸せに暮らしました。おわり」

「えぇー、もうおわりー？　ルーシャ姉、もういっかいよんでー」

「ダメ、今日はこれで終わり。早く寝ないと明日起きられなくなっちゃうわよ。私のこといっぱいお祝いしてくれるんでしょ」

　私は村の女の子にせがまれて読んだ絵本をパタンと閉じた。

「ねぇねぇー、どうしてけんしさまは、おひめさまをえらばなかったのー？　そうしたらおうさまになれたのに。おうさまってえらいんでしょー？」

「それはね、幼馴染の女の子を愛していたからよ。誰よりも、何よりも。愛の力は強いの。目の前にどんな障害が現れたって、乗り越える力をくれるの。私とケリルみたいにね」

　私はその子に布団をかぶせると、蝋ろう燭そくの火を吹き消した。

　優しくポンポンと布団の上から撫なでていると、静かな寝息が聞こえる。

　明日は結婚式の予定日。

　本当は一昨日にはケリルはこの村に着いているはずだったけれど、トラブルが発生したらしく到着が遅れると連絡が来ていた。もともと当日に訪れる予定だったウージェスやカトレアと一緒に、明日の朝早くに村に来るはずだ。

　ケリルがトラブルを引き寄せるのはいつものことだけど、こんな時ぐらいは自重してほしいと思う。そうすれば、夫婦じゃなくて、恋人としての最後の時間をイチャイチャできたのに……。

「ふふっ♪　そうよね、私、やっとケリルのお嫁さんになれるんだ」

　ケリルとの結婚式。

　いつかきっとと、ずっと夢見てきた幸せの日。

　ケリルが私を見てくれるように。

　ケリルが私を好きになってくれるように。

　ケリルが私を何よりも愛してくれるように。

　ケリルのために料理を覚えて、ケリルのために格好にも気を使って。

　頑張って頑張って頑張って。

　あんなに努力して、魔法の力を学んで、権力がある相手も味方につけて。

　いろんな手管を使って二人の絆を割こうとする敵も乗り越えてきた。

　何かあっても、ケリルは私のことを信じてくれる。

　そう思えば、いくらだって頑張れた。

　その努力を阻むかもしれなかったもう一人の幼馴染は、とっくの昔に追いやって今はきっとどこかで野垂れ死んでいるだろう。あの頃、子供だった私たちに大人たちは隠していたが、あの親子が奴隷として売られたことを私は知っている。

　もう誰も、私とケリルの仲を邪魔する者はいない。

（明日は早く起きて、果実たっぷりの手作りのパイを作っておこう。ケリル、喜んでくれるかな）

　あの雪の日に、邪魔者を排除することを覚えた日に手に入れた果実で作ったパイ。

　ケリルが笑いかけてくれる未来を思えば、どんな苦労も苦労じゃなくなる。

（ふふっ、早く明日が来ないかしら）

　私の幸せの赤い果実は、明日手に入る。







　次の日、昨日の昼から降り続いていた雪はやみ、空は綺麗に晴れて地平線の光を受けている。

　氷のような空気の中、私は足の甲が埋まる程度に積もった雪の感触を楽しみながら外に出る。

　パイを焼こうと早起きしたけれど、考えていたよりもずっと早く起きてしまった。だから、ちょっとした暇潰しと、小さな感傷に浸りたくて、ケリルとの思い出がたくさん詰まった村の中を回る。

　あの広場で駆け回って、あの空き家でかくれんぼをして、そして、あの教会で将来の約束をした。

　今日の結婚式も、あの教会で挙げる。村でも早起きの神父様は、そろそろ起き出す頃かな。

　私は礼拝堂をそっと押し開いた。

　誰もいない、静せい謐ひつな空気に満ちたその場所。

　祭壇の前まで来て両手を組んで祈りを捧げる。

「ありがとう、神様。私、絶対にケリルと幸せになります。これからも私たちのことを見守っていてください」

　と、背後からギィ、と小さく扉が開く音がした。

　入ってきたのは豊かな白髭を蓄えた優しげな老人。

「おお、ルーシャちゃんかの。朝早くからお祈りかい？」

「神父様。おはようございます。ちょっと早く目が覚めたから、神様にお礼を言っていたの」

「ほうかほうか、神様もルーシャちゃんのことはちゃんと見ておるよ。大丈夫、ケリルくんもルーシャちゃんも、二人ともきっと幸せになれるさ」

　ほんわかと笑ってくれる神父様。

　その笑顔と祝福に心がほんわかと温まる。

　頭に浮かぶのは、村のみんなに囲まれて祝福される私とケリルの姿。

「えぇ、神父様。私、必ず幸せになります」




　────……けれど、そんな幸せの青写真に。




「うんうん。ようやったのぉ。実はずっと謝りたかったんじゃ、獣人なんて愚劣で野蛮な種族が村に入り込んでおったのに、気付けなんだ。あの化け物の子にルーシャちゃんが虐いじめられてたのに助けてもやれず……。二人が幸せになってくれるならこんなに嬉し、ぅぐがっ!?」




　────……ボトボトッ、と、誰かの血が滴り落ちた。




「ふぅ、まったく、神父様は相変わらず早起きですね。少し邪魔なのでどいてもらえますか？」

「……えっ？　なに、が……？」

　呆ぼう然ぜんとして動けない私の前で、ズシュッ、と柔らかい果実を切る時のような音がして、神父様の腹部から生えた血ち濡まみれの剣先が引き抜かれる。

「なぐっ、うぐっ、ううぅ……。ち、血が、痛いぃッ、誰か、たす」

「大おお袈げ裟さですねぇ。内臓も太い血管も傷つけてないですし、しばらくは死にませんよ？」

「うぐぅっ!?」

　目の前に突然現れたその女は、まるで友人にでも笑いかけるような気安さで微笑ほほえんで。

　当然のように傷ついた神父様を蹴飛ばした。

「あ、ぁあ、死にたく、な……」

「大丈夫です。神様が見ているんでしょう？　だったら幸せになれるんじゃないですか」

　穴の開いた腹に手を当て、うずくまる神父様。

　そんな光景を前に、けれど私の頭の中は空回る。

「ねぇ？　ルーシャちゃん、あなたはどう思いますか？　まぁ私は何もしない神様に見守られていても、幸せになれるなんてとても思えませんけど。そのあたり、共感できるんじゃないですか？」

「み、ミナリス、なの……？」

　亜麻色の髪と瞳、ひょこりと伸びるウサギの耳。

　蠱こ惑わく的な笑みを携え、スラリとした肢体と豊かな女性らしさを艶つややかに彩るメイド服を着て。

　ずっと昔に振り払って排除したもう一人の幼馴染が、そこにいた。

「ど、どうしてっ、アンタは奴隷商に売られて……」

「あら、ケリルは知らなかったようでしたけれど、あなたは知っていたみたいですね。どうせまた、勝手に大人たちの話を盗み聞きしてたんでしょう。だめですよ、バレたら叱しかられてしまいますよ」

　クスクスという笑い声が、ゾワリッとした悪寒を背筋に走り落とす。

　それは朝の空気よりも冷たく鋭利で、氷柱の牙を突き立てられているような危機感が襲う。

「っ、今更現れて何の用よ。私とケリルの結婚でもお祝いしに来てくれたの？」

「えぇ、その通りですよ。幼馴染の門出なんです。祝福しに来るに決まってるじゃないですか」

　白々しくそう言って笑い、なのにまるで隠す気もない殺気が向けられる。

「そう、でも残念ね、神父様を殺あやめるような相手はこちらから願い下げ。……だから、今度こそ私が殺してあげる。────炎土の爛ただれた舌に巻かれて崩れよ。『ラヴァズ・スネーク』っ!!」

　ゴバァアッ、と空気が揺らめくほどの熱を放つ蛇を象かたどった赤黒い溶岩の塊が走る。

（相手は獣人、避けて接近してくるようならファイアウォールで蒸し焼きにしてあげるわ）

　けれど、私の計算はそうそうに覆される。

「殺してないですけどね、まだ。『アイシクル・スピア』」

「なっ!?」

　ミナリスの放った氷の魔法が私の魔法とぶつかり、凍りついた私の魔法がごとりと地面に落ちる。

「火と土の合成魔法ですか。ふむ、なかなかの威力でしたね」

「そ、そんな、獣人が無詠唱でスピア系の魔法なんて……っ」

「獣人の魔力は体から離れると拡散しやすい、ですか？　馬鹿ですねぇ。体の近くならさほど威力は減衰しないってことですよ？　獣人の中にも、魔法剣を操る者はいるらしいじゃないですか。学園の授業でそんな話を聞きましたよ？」

「っ、暁の火精に希こいねがう、走る火は贖あがなうための贄にえへと駆ける。『火精霊の息吹』!!」

　全てを焼き尽くす浄化の力を持った精霊の火は、龍のブレスと同格の炎。

　宙を走る業炎を、けれどミナリスは余裕の表情を崩さずに建物の中を駆け跳ねて避けていく。

「よっと、初手に不意打ちにもならない詠唱魔法、続く二手目も威力ばかりの精霊魔法。お遊びの実戦しかしていなかったのですか？　これではただの砲台ですよ？」

「うるさいっ、黙れッ!!」

　クスクスと笑いながら避けるミナリスに、急速に危機感が募っていく。

　まずいまずいまずい。

　純粋な後衛の私が、獣人の身体能力に勝てるはずはない。

　ケリルがそばにいない今、近くに寄られる前に殺さないと、こちらの身が危ないのに。

（手段なんて選んでられないっ、殺すッ、次の一撃で絶対に殺すんだっ!!）

　もうミナリスがどんな理由で私の前に現れたのかなんて関係ない。

　私とケリルの世界に、ミナリスなんていらないっ。存在しちゃいけないんだからっ!!

「くふふっ、こんなところも子供の頃のままですね。ほら、駆けっこではいつもルーシャちゃんが最後だったでしょう？　くふふっ、鬼さんこちら、手の鳴るほうへ♪　くふふふっ！」

「っ!!　これは使いたくなかったけどっ、余裕ぶったその顔、跡形もなくフッ飛ばしてあげる!!」

　私は道具袋から奥の手を取り出す。

　それは、私が契約する精霊の力を限界まで引き出すための触媒となる紅こう蘭らん石せきという火の魔力がこもる宝石。安いものではなく、一度使えばその魔力を失ってただの石ころになってしまうし、こんな場所で使えば建物ごと吹き飛んでしまう威力があるけれど、もう躊躇ためらっている余裕はない。

「っ、我を害する全てを薙なぎ払う業炎の爆撃っ、『炎精霊の怒り』っ!!」

　瞬間、周囲の魔力が宝石に集まり、宝石は赤熱したような色へと変わる。

　発動の起点となった私を中心に白い炎が周囲を飲み込んでいく。

　爆音とガラガラと建物の崩れ落ちる音がやむころには、周囲は瓦礫の山になっていた。

「か、勝った……？　ふ、ふふっ、馬鹿な女。私の前に現れなければ死ぬことにならなかったのに」

　湧き上がる安あん堵ど感にホッ、とため息をつく。

　今更昔の悪夢にやられるなんて、そんなの冗談じゃない。

「あぁ、でも、教会は潰れちゃった。今日の結婚式、どうしようかし……」

「あら、そんなことで悩む必要はないんですよ？」

「アッ……」

　ゾッ、と、その声はすぐ後ろから耳元で囁ささやくように届く。

　それを認識するのと同時に、グサリと肩に刃物が食い込み、痛みが走る。

「いっ、アァアアアッ!?」

（痛いっ、まずい、どうにかしないと……っ!!）

「ぐぁ、ぐ、い、癒しの丘の精霊、よ。『ヒール』ぅ」

　振り払うようにミナリスとの距離を取り、跪ひざまずいたまま激痛に耐えて回復魔法を掛ける。

「というか、神父様を殺しかけておいて結婚式の心配とは相変わらず恐れ入ります。私が連れ出さなかったらこの程度で楽にしちゃうところだったじゃないですか。まったく、やれやれですねぇ、くふふ♪」

　暖かい緑の光に段々と引いていく痛みに、けれど、心臓を握られているような寒気が消えない。

　私へのミナリスの虫けらを見下ろすような視線に、どうしようもなく恐怖が湧き上がってくる。

「な、なんだっ、どうしたんだ？」「おいっ、教会が瓦礫の山になっちまってるぞっ!!」「ちょっと、子供たちの居場所知らないっ？」「こいつはいったい、お、おい、あれ、ルーシャちゃんの前にいるのってミナリスじゃないかっ!?」

　騒ぎに気付いた村人たちが周囲に集まってくる。

　それを見てミナリスは嬉しそうに、本当に嬉しそうに笑う。

「くふふっ、舞台の準備も整いました。さぁ、始めましょう」

「な、何なの……っ!?」

　次の瞬間、村の周囲を丸ごと取り囲むように、暗い光の壁が現れる。

　壁に浮かぶ黒い歯車がギチギチと音を立てながら回り、その威容はどうしてか見ているだけで不安を掻かき立ててやまなかった。

「くふっ、くふふふっ、ようやく、ようやくです。さぁ、ルーシャ。これからが本番ですよ。全部全部、壊して壊して壊して壊してあげますからぁっ、くふっ、くふふふっ、アハハハッ!!」

　響き渡る哄こう笑しょうに、その時にはじめて私は。

　苛いら立だちでもなく、焦りでもなく、敵意でもなく。

　ミナリスに対して、心の底から恐怖を感じていた。





　　　　☆






　ざわつく観衆。

　集まるのは困惑した村人たちの視線と、ルーシャの怯おびえが混じる視線。

「お久しぶりです、皆さん。ご機嫌はいかがでしょうか？　くふふっ、私は凄すごくすごーくご機嫌です。ふふふっ、あぁ、こんな朝だと──……」

「おいっ、薄汚い獣人がこの村に何のよ、ぎゃおぁあああああっ!!」

「ねぇ、いま、私が話をしていましたよね。どうして口を挟んできているのですか？　人の話が終わってから話す。そんな基本的なこともできないのですか？　ねぇ？　どうなんですか？」

　無詠唱で打ち出した氷の槍やりは正確に狙いに沿って、男の足を貫き、地面に赤い滴りを落とします。

「おっ、お前ッ、調子にッ、ギャアアアアッ!!」

「なにをしやがっ、ギィィイイイエッ!?」

「まったく、少しは警戒するということをしないのですか？　それとも一度虐しいたげた私が反抗してくるとは思っていませんでしたか？　本当に残念な頭をしているのですねぇ、あなた方は」

　キャンキャンと噛みつこうと吠ほえた、想像力に欠けている野良犬二匹の肩も魔法で貫く。

　倒れた彼らを介抱しようと、近づく他の村人の目には怒りと怯えが確かにありました。

「あぁ、その目です。私はその目を望んでいるんです」

　クスクスと私は嗤い声をあげ、心の奥底で沸き立つ、紅あかくて黒い衝動のまま愉悦に浸る。

「ひとつ、初めに宣言しておきましょうか。私は何ひとつ遠慮するつもりはありません。それは何をするのも躊躇う理由が私にはないからです。私にとって躊躇いとなる理由の全ては、私の大切な共犯者が取り払ってくれました。そう、例えば、こんな風に」

「ガッ、ごふゅ、ギュフッッ!?」

　斧おのを手にして背後からこっそりと忍び寄っていた男の心臓を剣で貫く。

「あぁ、カリフさんでしたか。相変わらず単細胞な方ですね。ユリアさんと結婚したのですから少しは落ち着いたらどうですか？」

「カリフッ!?　い、イヤァアアアアアァァッ!!」

　串刺しにしたカリフさんから剣を引き抜いて蹴り飛ばすと、誰の目にも明らかな致命傷を受けた彼にユリアさん一人が駆け寄っていく。

　即死してもおかしくない傷を受け、カリフさんが大声で叫び続ける。

「ギィアアアアアァツ、痛い痛い痛いぃぃっ、死ぬ死ぬ死ぬぅー!?」

「か、カリフッ……？」

　流れ落ちる血と深すぎる怪我、傍目に見てその場で死んでもおかしくない状態にもかかわらず、カリフさんは痛みに我を忘れて叫び続けている。

「心配しなくても、まだまだ死にませんよ？　ここはそういう檻おりに変わりました。あなた方の魂はその体から離れることはなく、アンデッドのように魂が変質することもありません。存分に苦しんでくださいね？　ねぇ、くふふっ、クフフフフフッ♪」

「えっ、あ……、え？」

　ユリアさんが戸惑いの声をあげるのはカリフさんが死なないと分かったからでしょうか。それとも、死にそうな怪我で痛みに喘ぐ彼の姿を理解することを拒んでいるからでしょうか。

　だから私は親切心から、ルーシャへとその視線を向けました。

「ほらルーシャ、回復魔法で助けてあげなくていいのですか？」

「っ、このっ、外道め……っ」

「まぁひどい。くふふっ、私の道を外したのは、あなた方でしょうに」

　優しく諭してあげたのに、ルーシャは失礼にも私を睨にらみつけてきます。

「それでもルーシャ、私はあなたの幼馴染ですから、あなたに理由をあげましょう。たとえばこんなのはどうでしょうか、いつの間にか村から消えている子供たちを人質にされて手が出せないとか、ヒロインっぽくてルーシャの好みじゃないですか？」

「なっ!?　子供にまで手を……っ!?」

「さぁ、どうでしょうか？　くふふっ」

　妄想逞たくましくいろんなことを想像してもらえるように思わせぶりに笑ってみせる。

「それともこれだけじゃ理由が足りませんか？　それでしたらこんなのはどうでしょうか。『怪我人が多すぎて対処できない』、とか？」

「やっ、やめ……っ!!」

　ハッとした様子のルーシャを私は嗤い、周囲に投げナイフをばらまいた。

「ギャァアアアアッ!!」「いっ、痛いっ!!」「アガァアアァアッ！　お、俺の足がぁああっ」

「な、なんてことするのよっ!!　私の魔力が回復してないことを知ってるくせにっ、アンタには人としての情はないのっ!?」

「アハハハハッ!!　そんなもの、ずっと昔に壊れてしまいましたよ。寄って集たかって嬲なぶられて、あなたたちが粉々に踏み砕いていったじゃないですか」

　あぁ、愉快です。とても愉快です。

　響く悲鳴が、私の心を躍らせる。

　仕込んだ種には、そろそろ芽吹きを迎えてもらいましょう。

「そんなことより、ほら、そろそろ始まりますよ？」

「え……っ？」

　傷の痛みにうずくまる村人たちに、変化が訪れる。

「ほぉら、もうすぐですよ。芽吹き始めて」

「ひぐっ、ぎぎっ、ナンダコレ……、キモチワル……」「や、やめてナニコレ、ナンナノコレェエ」

「い、いったい何を……」

「……私の蟲が溢あふれ出します♪」

　また一つ深く転がり始めた地獄に私は笑みを深くした。

「イギィッ!!　ガァああああああ!?」

　深く抉えぐられた傷口から、ボトボトと溢れ出した、何十匹もの白い蛆虫。

「か、カリフッ!?　ひっ、なっ、なにこれっ!?」

「ぐ、グルジイィイィ……ッ、ユ、リア、ガァアアァツ!?」

「くふっ、くふふっ、辛そうですね、痛そうですね、苦しそうですね。私はとっても嬉しいですよ」

　キッ、と向けられる怒りと恐れの混じった目が心地いい。

　だってそれは、私よりも下にいるとこの豚共が感じている証拠だから。だから、これからもっとひどく転がり堕ちる地獄になった時、どんな顔をするかを思うと背筋がゾクゾクとしてきます。

「ルーシャちゃんッ、お願いッ、このままじゃ、このままじゃカリ、え……っ？」

　呆然とした声をあげたのは、ユリアさん。

　その光景を見て目を丸くしているのは村人たちとルーシャ。

「ね？　夫婦なんですから、ちゃんと夫婦で共有させてあげないといけませんよね？」

　私は口元を三日月のように割って、ユリアさんの首元にカリフさんが蛆まみれの口で噛みついたのを、満足げに眺めました。

「ヒギィッ、や、やめ、カリフ、イダイッイダイッイダイィイイイイイイッ!?」

　貪むさぼるようにグリグリと頭を押し込んで、その傷口に蛆虫を押し込むように口を動かして。

「ァ、ァ、ァ、ゴメ、スマ、……デモ、デモデモデモ、ガマ、ガマッ、ムリィィイイイッ!!」

「ギィアァアアアァアアッ!?」

「アハッ♪」

　響き渡るその悲鳴は始めた曲の、最初の一音。

　そして、曲は、一音が響いた瞬間から、流れるようにたくさんの音が響くものですから。

「……っ、あぐ？　な、なんじゃこれ？　ピギィィイイイイッ!?」

　次にいい音を鳴らしたのは、ケチで意地悪な薬局のお婆ばあさん。

　しわがれた肌の下から水風船が膨れ上がったコブが出来上がり、内側で増えすぎた蟲はその皮膚と肉を食い破って外へと這い出てくる。

　ブチブチ、グシャグシャ、ブチュブチュと音を立てて蟲は宿主に相応ふさわしい汚らしさで血を啜すする。

　目から、耳から、鼻から、口から、蛆虫は溢れ出し、悲鳴がくぐもって更に無様になる。

　その次は猟師の奥さん、その次は村長の息子、その次は罠わな師のおじいちゃん、次、次、次。

　同じような症状は瞬く間に広がって、集まった村人の五分の一近くの人間から蟲は芽吹いた。

「っ、ひぃいっ!!　っ、なにっ、おまっ、離してっ、やめっ、やめっ、ヤメテェええぇっ、ギギ」

　その有様に恐怖を覚えた村人の男が泡を食って逃げ出そうとした時、蛆を吐きながら倒れた一人がその足首を掴つかみ、服の上からふくらはぎに噛みついた。

　そして傷口の中に自分の体の蟲を送り込むように口を動かしている。

「くふふっ、ほらほら、逃げなくていいのですか？　村の中で鬼ごっこです。捕まればどうなるかはご覧の通りですよ？」

「イヤァアアアアッ!!」「逃げっ、逃げろぉおお!!」「なんなのっ、なんなのよぉおおおおおっ!!」

　悲鳴をあげ、まるで蜘く蛛もの子を散らすように村人たちは走っていき、逃げられなかった数人が彼らの餌食となって引き倒される。

　悲鳴とともに蟲を植えつけられた村人は、更に他の村人を求めて彷徨さまよい始める。

「くふふっ、さて、私はルーシャのところに行きましょうか」

　私は芽吹きはじめたのを確認すると、騒ぎに紛れて姿を眩くらませたルーシャのもとへと向かう。

　そこには思った通りの醜態を晒すルーシャの姿がありました。

「くそっ、なんなのよ、この壁はッ！」

　必死の形相でカリカリと結界を引っ掻いている姿は滑稽で、思わず笑ってしまいそうです。

「そんなことをしても無駄ですよ？　ご主人様曰いわく、邪龍ですらこの檻から逃れることはできなかったそうですから、あなた程度でどうにかなる代物ではありません」

「っ、ミナリス……っ」

　こちらを振り返り、睨みつけてくるルーシャに、私はまた嗤いかけます。

　すると、少し離れた位置で拳を叩きつけている村人が見えました。

　ルーシャと同じように逃げ出そうとして、ご主人様の作ったこの檻に行き当たったようです。

「ふざけんなぁぁっ!!　くそッ、なんだよこれぇええっ!!　ひぃっ、よ、寄るなっ、来るなよっ、来るなよぉおおおおっ!!　ぎ、ガァツ、やべ、ぐうぅ……、ギャギ!?」

「ひっ……っ」

　蟲に囲い込まれたその村人は抵抗もできずにボリュッ、ガギュッ、と音を立てて貪られました。

　あと少しもすれば、その体も蟲の苗床となるでしょう。

　引き攣つったルーシャの顔に私は向き直ります。

「くふふっ、あぁ、ルーシャ、心配しなくてもあの村人たちはあなたを襲うことはありません。幼馴染は特別扱いです。どうですか？　嬉しいですか？」

「……こんなことをして、無事で済むと思ってるの？　これはカーバンヘイムへの立派な反逆行為よ。それに、もうすぐ私の知り合いの軍人もここにやってくるわ。そうなれば確実にあなたは軍に殺されるわよ」

「…………ふむ。これは、少しばかり想定外ですね」

「ねぇ、諦めなさいよ。今なら私からも口添えしてあげるから。そうすれば少しは減刑されることだって……」

　と、途端に私の様子を窺うようにしていたルーシャの表情が自分の優位を確信したそれに変わる。

　くふふふっ♪　あぁ、そうです。そこから始めましょう。

　あなたと私のあの日の続きは、その表情から始めましょう。

　そうでなければ、壊れてしまったあの日の世界を、私はちゃんと終わりにできないでしょうから。

「ねぇ、ルーシャちゃんって、思った以上に察しが悪かったんだね。ちゃんと現状を把握してないの？　私は『幼馴染は特別扱いです』って言ったよ？」

「…………え？」

　弱みを見つけたとばかりに覗のぞかせた、子供の頃に最後に見たルーシャの嘲あざけりの表情が凍りつく。

　私は、ご主人様から『色欲』の力でお借りした『天在の転移剣』の力を使って、ゆっくりと仕込みをしておいた彼を呼び出す。

「くふふっ、ねぇルーシャちゃん、幼馴染は大切にしなくちゃいけないでしょ？」

「なに、よ……、どういうことよ……」

　私の隣の地面に現れた魔法陣は直径一メートルぐらいの円。

　劣化した転移の能力は、とてもゆっくりと彼をこの場へと誘いざなう。

「どっちも一緒にっていうのも考えたんだけどね、やっぱり二人同時になんてダメかなって思うの」

「いったい、何を、何を言ってるのよ……」

　足元から魔力の粒子が積み固まるように、現れたその姿は。

「だってちゃんと別々に相手をしてあげなくちゃ、どっちにも平等じゃないとかわいそうでしょ？」

　爛れて毒々しい色に変色した肌、渇いて黒く汚れた血の跡、不自然にくしゃりと潰したように折れ曲がった腕、明らかに異様な大きさに肥大化した足、直立したまま俯うつむき加減に立つ姿は。

「だから見て、ケリルくんがどうなったのか。二人とも、平等に……甚いた振ぶり殺してあげるから」

「け、ケリルゥウウウウウウウウッ!!」

　ルーシャが大好きで大好きで堪たまらなかった、ケリルの姿なんですから。

　だから私に、苦しむ姿を、もっと見せて？

「アハハハハハッ!!　ケリルくんが助けに来てくれるとでも思ってたのぉ？　残念でしたぁああああ、もうとっくの昔にケリルくんはこんなになってましたぁああああ、アハハハハハッ!!」

「こ、こんなことって……っ、何なのよコレェええ……っ!!」

「くふふっ♪　ケリルくんはね、まずは全身を滅多打ちにしたの」

　ねぇ、もっと見せて？

「ぁあ、ぁああ、いや、いやいやいやぁ……」

「一本一本、両腕の骨を丁寧に折って、曲がった状態で再生させてあげたの。足には焼けた鉄の棒を何本も埋め込んでね」

　ねぇ、もっともっと見せてよ。

「全身にスライムの粉を混ぜてドロドロにした熱湯を振りまくの。それから塩のベッドの中に入れてあげてね」

「やめ、やめてぇ……、そんな、嘘よ……っ」

　そう、髪を振り乱して、声を震わせて。

「舌を伸ばせば届く位置に毒を混ぜ込んだポーションの氷を置いてあげたわ。頑張って舐めて溶かして、痛みから逃れようとする度、毒にも一緒に侵されていくの。ほら、鋭い痛みだけだと飽きちゃうから。腐った果実のように内臓をダメにする毒にしてみたんだ♪」

「あ……、あ……、あぁぁ……」

　悲痛に顔を歪ゆがませて、嫌だ嫌だと泣き叫んで。

「それでね、この村のみんなと同じように、体の中から蟲に食べてもらったの。でもね、全身食べつくしちゃったら、ケリルだってことが分からなくなっちゃうかもでしょ？　だから、体の表面は長持ちするように、いろんな毒を塗り込んでおいたの。ちょっと色が変わったちゃったけど、ほら、結果はご覧の通りにちゃんと誰だか分かる状態で連れてこられたでしょ、ね？」

「ミナリスゥアアアアアアアアアアアァアァァアッ!!」

「アハハハハハハッ!!　そうですそうですっ、その顔ですよルゥーシャァアアアア!!」

　顔を怒りに染めて、ただただ癇かん癪しゃくを起こした子供のようにルーシャは火球を投げつけてくる。

　狙いも威力もでたらめなそれを、私は最小限自分に影響のないように切り払う。

「いっつもッ、いっつもッ、いっつも邪魔をしてェえええええっ!!　私はッ、ケリルとッ、幸せになるのぉォオォォォォッ!!　なんで今更現れるのよぉッ!!　もう少し、もう少しだったのにっ!!」

「うんうん、知ってる、知ってるよ？　だから私はここにいるんだから。あなたのその夢を壊すためだけに、私はここまで戻ってきたんだからっ、アハハハハハッ!!」

　あぁ、なんて素敵な顔なんでしょう。

　けど、そんな抵抗もすぐに終わる。魔力切れです。

「……くぅ、もう、だめぇ……」

　ブツリと糸が切れたように崩れ落ちるルーシャ。

　冷たい地面に手をついて這いつくばる姿は、あの時の私とお母さんにそっくりです。

「……もう、いい……。殺しなさいよ……。殺したいんでしょ……？　この化け物……」

「うん、その通りだよ。私はずっと、ルーシャちゃんを殺したくて殺したくて堪らなかったよ？」

　けど、まだです。まだですよ？　まだ、地獄の底には落とし足りません。

　まだ、あの頃の私にすら届いていません。

　だから今は、あなたが望む通りに動いてあげましょう。

　その希望を踏み躙にじるために。

「……くふふっ、さぁ、ルーシャちゃんが待ってるよ？　そばに行ってあげて」

「ブバァブァ……、バァアぁああ……」

　ボトボトと口の中の蛆虫を吐き落としながら、彼はルーシャのもとへとふらりふらりと歩み寄る。

　だが、すぐにバランスを崩して倒れる。それでも四つん這いでルーシャのもとへと這って向かう。

「その蟲が目覚めると、脳以外の全身の肉を食い荒らしながら、代わりに疑似的な肉を体内に植えつけるんだ。植えつけた肉は、すぐに馴な染じんで他の蛆の餌になるの。苦しくて苦しくて、蟲を押しつける先を探して回って。噛みつくのは、蟲が口の中で一番繁殖するからなんだ」

「グル、ジィ……、グルジィイイイイ……」

「ケリル、ごめんね……、そんなになるまで、助けてあげられなくて、ゴメンね……」

　ルーシャは躊躇いなく、蛆に溢れかえる彼へと手を伸ばしました。

「クスクス、そういえば今日は結婚式だったね。口づけの一つでもしてあげたらどうかな？」

「……天罰が下るわ。あなた、やっぱり化け物よ。人の皮をかぶった悪魔の子」

「そっか、それじゃあ仕方がないよね。だって化け物に手を出したんだから、絶望の果てに食い荒らされるのがその運命でしょ？」

　諦てい観かんと、それでも捨てきれない敵意の表情。

　あぁ、ほら、ダメですよ。

　そんな表情じゃ、昔の私は騙だませても、今の私には通用しないんですよ。ルーシャ。

「好き、好き、好き、好き。ケリル、私はあなたのことを、この世界の誰よりも、愛してるわ」

「ダズゲデ……ッ、イヤダ、グルジィ……、グルジィ」

「一緒に幸せになろうね。たとえ、あなたがどんな姿になっていたとしても、私がきっと救い出すから」

　夢半ばに倒れ、窮地に陥る英雄とそれに寄りそう恋人。

「オデば……、ガァ、アァアアアア……っ」

「ミナリス、復讐だか何だか知らないけど、私たちの邪魔なんてさせない。ケリルは私の英雄なんだから……、思い通りになんて絶対させない。……内なる雨を彼のものに。『生命の詩ライフ・ソング』、んっ」

　その口づけは、まるで物語の一幕。

　いかにもルーシャが好みそうな展開。

「グァアアアアアアアアァアアァアッ!!」

　パアアアアアァァァァアッ、と広がる光は生命力を精霊の加護にして授ける証。

　精霊術師の中でも限られた人間しか使えない秘術に類する魔法。

　決して短いとは言えない寿命を代価に、光を受けた人物を瀕ひん死しの状態から心身共に最高の状態に快癒する。そして、その強力な加護を受けた人間は一時的に全てのステータスが大幅に向上する。

「……ふぅん、これが、精霊術師の切り札」

　その光を受けた体から、体の中から異物が押し出される。

　話の辻褄合わせに入れておいた錆さびついた鉄の杭くいや、仕込んであった蟲たちが浄化されるようにして宙に消えていく。

「くふっ♪」

　そうですよね、ルーシャ。あなたがこの場で臨む終幕はそういうものですよね？

　命を代価にするというのがどんな感覚なのか分かりませんが、決して楽ではないはず。

　瀕死の人間を生き返らせたのだから、寿命の半分ぐらいは使っていそうですね。

　それでも自分の執着を選ぶあなたのこと、私にも執着するものが出来た今なら少し分かりますよ。

　でもね、ルーシャ。

　あの日から、本当に長い時間が過ぎて、その間、ずっとずっとずぅっと考え続けていたんです。

「ハァ、ハァ、これで形勢逆転よ。いつまで余裕ぶっていられるかしら、復活したケリルには、私の加護が……」

「ねぇ、ルーシャちゃん」

　あなたの思い描く物語の何もかもが外れて、

「よぉく思い出して？　私はソレがケリルくんだって、一言も言ってないんだよ？」

「……え？」




　壊れた世界の涙に呑のまれて、全てが押し流されるその時を。

　…………ずっと、待っていたんです。




「ケリルじゃ……ない？」

　体内から異物を吐き出した後は、体の表面を覆う毒まみれのかぶり物も浄化され消されていく。腕から、足から、腹から、そして顔から、ポロポロと空気に溶けるように消えていく。

「ねぇルーシャちゃん、教えてほしいんだけどね」

　呆然とするルーシャに、囁くように、囁くように、囁くように。

「ケリルくんはね、三日前に表面だけ残して死んじゃったんだけど、どうやって復活するの？」

「イヤァアアアァアァァァァアアアアアァアアアアッ!!」

「ねぇねぇ、ルーシャちゃん、今どんな気持ち？」

「あ、あああ、ぁぁあ、そ、そんな、そんなことって……」

「う、ぐぅ、あぁ、ははは……、戻っちまった……。やっと死ねたのに、ぁ、ぁああ、アアあアあ」

　そのかぶり物の下から現れたのはケリルではなく、眩暈めまいにふらつく私のお父さんだったモノの姿。

「自分の寿命を捧げてまでぇ、私の元お父さんを蘇よみがえらせた今はどんな気分？　ねぇ教えてよ。くふっ、くふふふふっ!!　アハハハハハハハッ♪」

「ミナリスゥ……っ!!　ァアァアァアアアアアァアアアッァッ!!」

　唇から血が出るほどに歯を食いしばり、私を見上げるルーシャの顔ッ!!

　そうですそうです、あぁ、なんて気分がいい!!

「バッカじゃないんですかぁっ!?　あなたが望むような展開への希望なんて、一筋だって残すわけないでしょ？　期待しちゃった？　ねぇ期待しちゃったんですか？　自分が助けたケリルが息を吹き返してぇ、大逆転してケリルに抱きしめられる展開でも期待しちゃったんですか？　でもざぁんねぇん、そんな未来は、私が踏み潰しちゃった♪　くふふっ♪」

「ぁぁあぁああぁぁぁっ、殺してやる殺してやる殺してやるっ!!　ミナリスゥァアアアアァアツ!!」

　体温で溶けかけた泥交じりの雪の中、ジタバタと地面を這いながら罵倒の言葉を吐き続ける。

　寿命を削って体力も底を尽きているでしょうに、ボロボロと流れる涙がとてもとても醜くて。

「死ね死ね死ね死ねぇええええぇつ!!　ふざけるなぁああああぁっ!!　ウワァアアアァァアァッ!!」

　ゾクゾクとした快感が駆け抜けていく。

　甘くて、しょっぱくて、少しだけ苦みと酸味も混じっていて、全身が溶けだしそうな快楽の渦。

「なんで今更現れるのよぉおおおおぉっ!!　もう少しで幸せになれたのにっ!!　消えてよっ、いなくなってよっ！　死んでよぉおおおおっ!!」












　喉を、空気を、魂を引き裂くような支離滅裂な叫び声。

　これが見たかった。これが見たかったんです。ずっとずっとこれが見たかったんです。

「ケリルをっ、私の幸せをカエセェエエっ!!　この泥棒泥棒泥ぼ……っ、がふっ」

「よくも……、よくも生き返らせてくれやがったなコノクソガキィッ!!　やっと壊れられたのにっ、もう少しで死にそうだったのにっ!!　なんで正気に戻すんだよぉおおっ!!　回復しちまったらまた一から……っ!!　ぁあああ、イヤダイヤダイヤダイヤダッ、もう嫌なんだよおおおおっ!!」

「ぎっ、ぐっ、がっ」

「くふふっ♪　せっかく寿命を削ってまで助けた相手なのに、かわいそうですね、惨めですね、無様ですね、あぁあぁ、本当にいい気味です」

　ねぇ、ルーシャ。あの日のあなたも、こんな気分で私を見ていたんですか？

　ねぇねぇねぇねぇねぇねぇねぇねぇねぇねぇねぇねぇねぇねぇねぇねぇねぇ。

　お願いですから、もっともっと、私にこの光景を見せてください。

「アハハッ、ハハハハハハハッ!!　苦しめッ、苦しめッ、苦しめッ!!　私が作ったこの地獄の底でッ、私が這いずった地獄の底より深くッ!!　喘いで啼いて叫んで喚いてッ!!」

　そうして、絶望の果てに死んでいけばいいっ。アハハッ、アハハハハハハッ!!







　陽が沈んで、昇って、沈んで、昇って、沈んで。

　そうして、もう少しでちょうど丸三日。

　夜明け前の空を覆う雲からシンシンと降る雪は、全ての物音を吸い込んでいるみたいでした。

　一日目は、蟲の苦痛や、私に斬られて毒に侵されて、恐怖と憎しみと混乱だけが満ちていました。

　二日目は、憎しみに満ちていました。

　そして三日目が終わるこの村は、白に埋め尽くされていました。

　昨日からまた降り始めた雪の白。

　餌を求めて這いずり回る蛆虫たちの白。

　蛆虫に全ての肉を食いつくされた村人たちの、魂だけがこびりついた骨の白。

　最後に残っているのは仰向けになって虚ろな瞳で空を見上げるルーシャだけ。

　さんざん甚振った結果、両腕と両脚をなくし、開かれた腹には生活に使われていたいろんな鉄器具が突き立っている。両の目はえぐり取られて窪くぼんだ穴だけが残って、とっくに全身の血を失った肌は雪との境目が分からなくなるほどに白い。蟲に食い破られてむき出しになっていた桃色の肉も、窪みに積もる雪に覆われ見えなくなっていました。

　どう見ても生きていられる姿ではありませんが、それでもルーシャが一応は言葉と呼べるものを口にできているのは、ご主人様の結界のおかげです。

　結界内で指定したものの変化を許さない『怠惰』の力。

　その工房の中では、たとえ死神の鎌であっても、生者に安寧を与えることはできない。

「ごめ……なさ……、……め、なさ……、……い」

　うわ言のように呟つぶやく謝罪の言葉。

　悲鳴が一つ落ちる度、私は泣いてしまいそうな安らかな心のさざ波に揺られていました。

「……終わると思うと、長かったような、短ったような、不思議な気分です」

　寝たきりになったお母さんも、最後はこんな風に私に謝ってばかりでした。

　同じ言葉なのに、全然違う言葉。

　そんなルーシャの言葉を私の中にくべる度、荒々しく火の粉を散らしていた黒く濁った炎が、静かに燃える青く透明な炎に変わっていく。

「……め、なさ……、……めんなさ……、ごめ……」

　この三日間、村人たちが苦しむ様子をたっぷりと味わい尽くしました。

　親しげにしていた者同士で苦痛を押しつけ合う様を。

　痛みに嘆いて、苦痛に喘いで、悲哀に涙して、絶望に埋もれていく様を。

　私に激高して踏み潰され、私に媚こびを売って切り刻まれ、私に哀れみを請いつつ蟲に呑まれる様を。

　たっぷりたっぷり、全身に浴びるように浸りきって……、

「でも、足りない、足りないよぉ……」

　足りない、足りないっ、足りないっ!!　足りるわけがないんですよっ!!

　あぁぁああぁああぁつ!!　自分の非才が口惜しいっ、もっともっともっと苦しめたいのにっ!!

「……でも、もう時間がありません。だから、私、ずっとずっとその顔のこと忘れません。死ぬまであなたを許しません。死んでもあなたたちを許しません。私の手が届かないところに行っても、苦しみ続けているように願っています。ずっと、ずっと、ずっと、ずうぅぅっと」

　ビシリッ、ビシリッ、と遠くから音が聞こえる。

　ご主人様が用意してくれた結界が崩れ始めているようです。

　本当にもう時間がない。最後は盛大に行きましょう。

「あなたが生きているだけで、この世界は地獄です。あなたがいなくなっても、きっとそれは変わらないでしょう。けど、それでもこの三日間を思えば、私は生きていけます」

「ユルしてぇ……、シアワセニ、ナリタカッタダケなのぉ……。ワタシガ、ワルカッタからぁ」

「知っていますよ？　誰でも幸せになりたい。私も、きっとお母さんも。ねぇルーシャ、私にも大好きな人ができたんです。誰よりも、何よりも深く繋がっていたいお方ができたんです。だからね、あの日にあなたがしたこと。今なら少しだけ気持ちが分かるんですよ？」

「イダィ……、ぐるしいよぉ……、わがんないよぉ、なんでぇ、ナンデェ……」

「だから、心からのお祝いの言葉をっ！　ケリルと幸せになれなくて残念でしたねぇぇっ!!　あなたにはぁ、その蛆畑に埋もれた花嫁姿がとぉおってもお似合いですよっ！　アハハハハハハハッ!!」

「「「グチィィィィイイィィィィッ!!」」」

　私が『待て』と抑え込んでいた蟲たちが一斉にルーシャへと群がっていく。

「イヤァイヤァ……、タスケ、テヨォ……、しにたく、ないよぉ、シアワ……セ……ニ……」

　絶望に歪んだその表情が、ただの骸骨に変わるまで、そう時間は掛からなかった。

　そして、まるでそれを見計らっていたかのように結界が音を立てて崩れ、少しだけ開いた雲の隙間から朝日が差す。

　宙を舞う雪が煌きらめいて、十分な栄養を得た蛆虫たちが羽化の準備に入って動きを止める。

「あぁ、なるほど、確かに、ご主人様とシュリアの言っていた通りですね。これは、どうにも止まりそうにありません」

　ポロポロと流れ落ちる涙。

　日差しに晒された感情の氷はヒタヒタと溶け出して止まらない。

「さぁ、行きましょうか」

　けれど、まだ、まだ相手にしなくちゃいけない人が残っています。

　シュリアとご主人様のもとへと向かいましょう。それで、最後です。

　二度三度と涙を拭ぬぐい取って私は歩き出す。

　何もかも、白く塗り潰された蛆畑の村へと背を向けて。
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　翌日、キキット村へ友人の結婚式に訪れようとしていた一行は、予定よりも大分遅れてその場所に到着していた。

　道中、不自然なほど襲い掛かってきた魔物の群れを退け、どうにかして辿り着いたが、彼らはそこが目的としていた場所であるのか確信が持てなかった。

　なぜなら、その場所には欠片も人の息吹は存在していなかった。

　もう何百年とただの廃はい墟きょでしかなかったかのように静寂に満ちたその場所は、降り続く雪と住人のものと思われる白骨。

　そして、村中を覆いつくすほど真っ白な蝶ちょうの群れ。

　幻想的な光景は綺麗すぎるがゆえに、拒絶されたような感覚を訪れた人々に与えた。

　その後、突然廃村と化したキキット村に調査が入ったものの、原因は杳ようとして知れなかった。

　交通の便の悪さと廃村と化した経緯の不気味さから人はますます遠ざかり、やがて誰にも知られぬ跡地へと変わった。

　その村の跡地は正式名称で呼ばれることもなく、最初に訪れた一行の手記に記された『白染め村』という名でごく少数の人が知るのみとなった。






エピローグ






「ただ今戻りました、ご主人様」

「おう、お帰り」「お帰りなさいなのです」

　村を後にしてご主人様たちの待つ小屋まで戻ると、その中は『色欲』の力で別空間になっていました。下にはキキット村の周囲が見えて、宙に立っているような感覚は少し不思議です。

　優しげに微笑ほほえんで迎えてくれたのは、ご主人様とシュリアの二人。

　部屋の中では床にゴロンと転がった『怠惰』の大男と、その大男の上に引っついて彼の服の紐ひもを引っ張ったりして遊んでいる『色欲』の少女。

　そして、床に寝転がって気を失っている様子のレオーネさんたち四人。

「よし、よしっと、誘導完了なのです。これで町から向かってくる一団は、隔離した子供たちを拾っていくはずなのです」

「これが『色欲』の箱の力ですか……、凄すごいものですね」

　この光景と実際の状況は同期するらしく、シュリアは地面に手を伸ばすようにして森の魔物を追い立てたり、木々をなぎ倒して進路を妨害して村に来ようとする人間の妨害をしてくれていました。

　おかげでこの三日間、邪魔されずに復ふく讐しゅうを楽しめました。

　使用後のデメリットは大きいですが、箱と認識して区切った空間の中で自由に法則を設定できる『色欲』の能力。これはご主人様の心剣の力を私が使用できるという法則すら生み出せます。

　発動に必要なのは『色欲』の少女が気き紛まぐれに望む量の血を捧ささげることで、ご主人様曰いわく、他の大罪の剣に比べ、発動条件が満たしやすいそうです。

　『怠惰』の能力もズルいと言えるほどに強力なものでした。

　呪いの武器を対価にするとはいえ、工房という名の全ての影響を自由に選択して拒絶できる結界を生み出す『怠惰』の能力は、ある程度は抵抗が可能らしい『色欲』の能力と違い、邪龍ですらその法則に抗あらがえないそうです。

　どちらにしてもご主人様の大罪シリーズは反則級の強さです。

「ミナリス、楽しんでこれたか？」

「はい。ですので、後はここを引き払うだけです」

　そう話して、私はレオーネさんのもとへと歩き出します。

　最後の後始末が残っています。

「これで、ほんとうに全部終わりです。さようなら、レオーネさん」

　私は引き抜いたナイフを手に、レオーネさんの首へと刃やいばを振り下ろし──、

「……どういう、つもりですか。ご主人様」

「なに、馬鹿な真似を共犯者にはさせられないからな。そりゃ止めるだろう」

　刃先がその首に食い込む直前、ナイフはご主人様の手に握られて止められていました。

「馬鹿な真似？　どうしてですか？　彼女たちは、敵なんです。私たちに、この村のことを隠しました。『嘘うそはつかずに』という契約だからなんて言って、気が付かなければこの三日の復讐はできませんでした。騙だましていたんです、私のことを」

「そうだな、恫どう喝かつ紛まがいの裏取引ならともかく、真っ当な契約交渉なんてほとんどしたことはなかったからな。契約に穴を残したのは完全に俺のミスだ」

　ポタポタとご主人様の手から血が流れ落ちる。

「だったらどうして止めるんですかっ!!　レオーネさんたちは敵なんですっ!!　復讐の邪魔をしたんですっ!!　殺さなきゃ、殺さなきゃいけないんですっ!!」

「……だったら、そんな顔と震える手で殺そうとしてんじゃねぇよ、馬鹿」

「っ！　あ……っ」

　無理やり奪われて弾はじき飛ばされたナイフがカラカラと音を立てて滑る。

　そのナイフに糸を切られてしまったみたいに、私の体から力が抜ける。

「わ、私は……」

　どうしてか、私の頬ほおには涙が伝っていました。

　でも、そんなのはおかしいんです。

「いいか、ミナリス。復讐は終わった。つまり、今のこいつらには俺たちを邪魔することはできない。殺さなきゃいけない理由はもうない」

「でもっ、でもっ!!」

　だって、敵なんです。殺さないといけないんです。

「こいつらは、復讐を止めようとした時ですら、お前を傷つけすぎないように加減しようとしていた馬鹿だ。清廉潔白なだけじゃない分、よっぽど好感が持てる」

「だけど……、だけどっ!!」

　レオーネさんたちは敵なんです。

　手が震えてたって、殺したくないって思っていたって。

「敵なんです……、敵は、殺さないと、ダメなんです……ッ」

「本当、眩まぶしいくらいイイ奴だよ。俺の八つ当たりにすら傷つくような馬鹿だ。ここまで悪意がないと、特に思い入れのない俺だっていろいろ考える」

　心配してくれているって分かっていたって、敵は殺さないといけないんですっ!!

「それでもっ、どうしようもないじゃないですかっ!!　レオーネさんたちは私たちの敵なんですっ!!」

「ミナリスッ!!」

　パンッ、と、乾いた音が響く。

　イヤイヤと首を振る私の顔を、ご主人様の両手が乱暴に捕まえる。

「いいか、よく聞けよ、殺したきゃ殺せばいいっ、けどなっ、殺したくない相手を殺すなんて、そんな馬鹿な話はどこにもないっ!!」

　身をよじって逃げようとする私を、ご主人様は逃がしてくれない。

「一度目の俺には、それができなかった。どうすればいいのか分からなくて、どうしたいのかも分からなくて、結局、最後は何より大事な相手に手を掛けた。何度も何度も考えた、あれで良かったのか、本当に道はなかったのか、間違えた俺が本当にこのまま生きていていいのか」

　ご主人様は苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で目を閉じる。

「だけど、お前まで、そんなことすることはない。殺すなら迷うな、迷うなら殺すな」

　一瞬だって私から目を反らさずに、ご主人様が話す。

「ミナリス、終わりにしていいんだ。お前の世界を壊した奴らへの復讐は、もう終わったんだよ」

　その言葉が、最後のトドメでした。

「……ズルいです。そんなことを言われてしまったら、殺せなく、なっちゃうじゃないですか」

「そう思えるだけ、一度目の俺よりもお前はずっと上等だよ」

　肩をすくめたご主人様は、苦笑いを浮かべる。

　あぁ、本当にズルい、体から力が抜けて、どうしようもなくなってしまう。

「お願いします、カイトさん。抱きしめてください。壊れるくらい強く。お願いします。髪を撫でて、頬を触って。……よくやったって、言ってください。大切だって、言ってください」

「あぁ、当たり前だ。お前は俺の大切な共犯者だ。よく頑張った。いい復讐だった。だから、今は思いっきり泣いていい」

「ひぐっ、うぁああああああぁあぁああああああんっ!!　ぁああ、ぁあああああっ!!」

　いよいよ堰せきを切ったように溢あふれ出す涙と声が止まらない。

　心も、体も、感情の何もかもが勝手に動いて制御が効かない。

　ご主人様に抱きついて、私はただ赤ん坊のように声をあげることしかできなくて。

「まったく、しょうがないや──」

「ようやっと隙すきを見せたのぉ」

「なっ、グッ!?」

「……え？」

　それは陰からヌルリと這はい出るように現れて、ご主人様に毒の滴る二本の短剣を突き立てていた。
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　一つの復讐の区切りを迎え、気が緩んでいたとしか言いようがない。

　ゾクリと蛇が纏まとわりつくような気配。

　鋭い痛みと共に肩口に突き立つ二本の刃から一斉に毒が回り出す。

「ひぇひゃっ!?　やだぁーっ、まだ遊び足りないいいっ」「はぁ、めんどくせぇ、めんどくせぇ」

　毒の影響で、ルストとスロウスが無理やり俺の中に戻される。

　それと同時に色欲の能力である箱は解けるように消え、周りは再び元の小屋へと様相を変える。

（この毒は、まさか『聖杯の呪毒』ッ!?　くそっ、まずいまずいまずいっ!!）

「ゴルド……、てめぇ……。ごふっ……っ!?」

　大罪シリーズが二本とも体内に戻ったことで、聖女の呪いが襲い掛かる。

　全身が切り刻まれたように血ち飛沫しぶきが飛び散り、痺しびれにも似た痛みが走り抜ける。

　固有能力を無効化する『聖杯の呪毒』の他に、麻ま痺ひ毒も塗ってあったようで、色欲の使用後のデメリット、『状態異常への抵抗力の喪失』により、更に毒が身体にまわり始める。

「ほほっ、なんじゃ、ワシのことも知っておったのか。それにしても、失敗したのぉ。あそこから反撃を加える、とはの、化け、モ……」

　ズルリと崩れ落ちるゴルドの体には、俺が手にした『始まりの心剣』が正確に心臓を貫いていた。

　だが、状況は逼ひっ迫ぱくしていた。『聖杯の呪毒』を使っているということは、おそらく……。

「ご主人様っ!!」「カイト様っ!?」

「気を抜くなっ!!　備えろっ!!」

　慌てる二人に警戒するように声をあげるが、俺の警鐘は役立つことはなかった。

「『水すい流りゅう閃せん・雪崩』、『水すい牢ろう球きゅう・深海』」

「なっ、うぐっ!?」「ひゃ、あ、ぐ？」

　バギャァアアッ、と音を立てて水流が小屋の壁を押し流し、間髪入れずにトプンッと音がするように現れた水の幕が卵の殻のようにミナリスとシュリアを包み込んで拘束する。

「この技は……っ!!　メテリアッ、どうしてお前がここにいるっ!!」

「うふふっ、あぁ、ようやくお会いできましたね。海かい人と様」

　森の奥から聞こえてきたのは、鈴の鳴るような、水の流れを彷ほう彿ふつとさせる清らかな声。

　ゆっくりと現れたのは、絹のような艶つややかな水色の髪に、女性らしい体つきをしながらも、淫いん靡びさを感じさせない清せい楚そな雰囲気を身に纏う、歴代聖女の中でも突出した素質を持つと呼ばれる女性。

　白の神官服に身を包み、星空を思わせる杖つえ頭がしらをした渦巻く様な魔力を湛たたえた白磁の杖を手にした聖女、メテリア＝ローレリアの姿だった。

「あぁ、長かった。ここに来るまで、本当に長かった」

　感慨深く言葉を零こぼして、メテリアは誰もが見み惚とれてしまうような笑みを浮かべた。

「さぁ、海人様。外れてしまった物語はここで全部リセットしましょう。本当に紡がれるべき、物語を迎えるために」

　『聖杯の呪毒』は法国の秘儀の一つ。

　聖女であるメテリアにしか生み出せず、保存が効かないことを除けば欠点らしい欠点がない毒。

（どうしてだ、どうしてこいつがこの場所にいるっ!!　『不滅者の霊れい柩きゅう』に挑んでいるんじゃなかったのか？　いや、それ以前にあの腐れ教皇がいる以上はそう簡単に身動きを取れるわけが……!!）

　大罪の剣を使うことで、メテリアへ俺の位置が伝わることは分かっていた。呪いが最小限になるように力を抑えていたとはいえ、特にこの三日間は連続して大罪の剣を使っている。

　遠からずこの場所に調査の手が入るとは思っていたが、それでもここに来るのは早すぎる。

（しかもこの力、まさか、ダンジョンを攻略してきたのかっ!?　くそっ、最悪だ、こっちは戦えるような状態じゃ……）

　『怠惰』と『色欲』の使用後のデメリットに、聖女の呪いとゴルドから受けた傷と毒、工房を維持するために溜め込んだ魔力も枯渇してる。おまけに奇襲でミナリスとシュリアも囚とらわれている。

　水牢球に閉じ込められているミナリスとシュリアは抜け出そうと足あ掻がいているが、あれは簡単に抜け出せるような技じゃない。

　超圧縮された水の壁は強固な檻おりとなって、音すら外へと漏らすことはない。

　だが、俺の焦りすら嘲あざ笑わらって、メテリアの言葉は続いた。

「あぁ、海人様、そんなに傷ついて……。申し訳ありません、私が至らないばかりに。神の御手により時間が巻き戻る前も、私が海人様の全てをお支えできていれば、そのような思いをさせずに済んだはずでした」

「なっ!?　まさ…か、お前ッ、前の……記憶がっ？」

「はい、もちろんです。海人様と過ごした一時一時の全て、私のこの胸に刻まれております。全てはルーナリス様の導きの賜たま物ものです。神の御心を受けている私たちは、この世界において本当の意味で特別なのです」

「……っ？　なんだと？」

　俺の困惑をよそに、涙を拭ぬぐったメテリアが何か大切なものを抱きしめるように胸に手をやる。

「それより、本当に、本当に申し訳ありません。また、海人様を傷つけるようなことに……。私が至らないばかりに、苦しい思いばかり、あぁ、どれほどお辛つらかったことでしょう。おそばにいる力もなく……私は、とても自分が情けなくて仕方がありませんでした」

「メテリア……」

　そう言いながら、メテリアはホロホロと悲しげに涙を流す。

　その姿に嘘が見当たらず、本心から俺を気遣う様子にどうしても心がざわつく。

　こんな状況だというのに、ずっと俺の中で燻くすぶり続けた疑問が浮かび上がる。

「お前は、どうして俺を裏切ったんだ……？　俺を殺して、いったい何を得ようとしたんだ？」

　ずっと、ずっと不思議だった。

　メテリアだけは裏切りの直後、大罪シリーズへ聖呪を掛けて以降、執しつ拗ように追い掛けてきた他の連中と違い、ほとんど俺の前に姿を現さなかった。

　一度目が終わるその時も、目を閉じて手を組んだまま、俺を見ようとはしなかった。

　いくら思い返してみても、他の奴らから向けられた俺への悪意や敵意を感じられなかった。

　矛盾している。辻つじ褄つまがどうしても合わない。

「……私は、海人様を裏切ろうと思ったことなどありません」

「っ、ふざけるなっ！　大罪シリーズを封印してっ、俺を神敵認定しておいて今更何をっ!!」

「それは、海人様をお救いするためです。魔王に誘惑され、無理やりに絡めとられてしまった魂を解放するには、そうするしかありませんでした」

　フルフルとメテリアは首を振る。

「魂を、解放するため……？」

「そうです。だから私は神のお導きに従ったのです！　勇者は聖女と結ばれるのが正しいっと、そう決められているのですっ！」

「お前、いったい何を言って……、分かるように説明しろっ!!」

「ルーナリス様がそう望まれているのですから、そうするのが正しいのですっ、何も悩むことなどないのです。うふふっ」

　何かに取り憑つかれてしまったようなその姿に、俺の中でどうしようもなく違和感が暴れまわる。




『────二人だけの秘密ですよ？　実は私、ルーナリス様のお告げ、あまり好きではないのです』




　遠く聞こえる過ぎ去った日の耳鳴り。

　静かな湖にかかる桟橋で、星の光を浴びる森に囲まれた静寂の中で聞いた言葉。




『夢で逢あうルーナリス様はどこか冷たくて……、いただくお言葉に進む道を操られているような気分になってしまうんです。だから、考えることはやめたくありません、悩むことはやめたくありません。聖女としては、良くないのかもしれませんけれど……』




　その言葉の通り、メテリアはどんな場でもお告げを理由にすることはなかった。

　聖女として、神のお告げだと言えばいいだけの場面でも、その内容を自分の言葉をもって、理ことわりを考えて、悩みながら相手に説明していた。

　そのために背負う必要のない苦労を背負って、傷ついていた姿を見ている。

「……お前、本当に、メテリアなのか？」

「？　他の誰に見えるというのですか？」

「だったらどうして、悩む必要がないなんて言葉がお前の口から出る」

「……え？」

　俺の言葉に、メテリアが確かに動きを止める。

「どんな時でも、悩むことも考えることもやめたくないって言ってたのは、嘘だったのか？」

「嘘……？　あれ、いえ、私、私は……違う、そんなはずは……」

　どこか怯おびえるようにメテリアは狼狽うろたえて、しかし、俺自身もバクバクと心臓が鳴り、ふらりと視界が歪ゆがみ始める。

（っ、ま、ずい……、本格的に毒が回ってきた）

「っ、ご主人様っ!!」「このっ、ウウウウッ!!」

「っ!?　『水牢球・渦潮』ッ!!」

　ミナリスとシュリアが、魔法制御が甘くなったメテリアの水牢球を破りかけたが、水牢球には次の段階がある。

　球体だった水はまるで蛇のように二人の体に絡みついて動きを拘束する。

「……私たちの逢おう瀬せの邪魔をしないでください」

「うっ、ぐ……っ」「ひぐっ、うう……っ」

　ギチィ、とその水の縄は、ミナリスとシュリアの細い首に食い込む。

「やめっ、やめろぉっ!!」

「安心してください、海人様。この場で殺したりはしません。この二匹の羽虫が海人様に寄生しているのは理解していますから、下手に手を出したりはしませんよ。……今は、まだ」

　すぐさま落ち着きを取り戻したメテリアの手によって、ミナリスとシュリアの意識が落とされる。

　再びこちらを向いてふわりと笑うメテリアの顔には、先程のような揺らぎはない。

「そうです、何も悩む必要なんてありません、私はただ、未いまだあの魔王に囚われたままの海人様の魂を浄化し、お救いするのです」

「く……っ!!」

　メテリアの言葉に、脳裏に一度目の世界での死の光景が蘇よみがえる。

「あぁ、大丈夫です、ご心配なさらずとも、今回はあのような手段を使う必要はないのです。あのような悲劇は、一度きりでも起きてはいけないことでした。ですから、やり直すのです！　海人様は、再び勇者になってこの世界をお救いになるのです」

「……ふざけたことほざくんじゃねぇぞっ、今更俺がそんな真似をするはずがねぇだろ!!」

「あぁ、海人様、お労いたわしい。ですが、大丈夫ですよ。やり直しの道筋は、全て私が用意してみせます。今度こそ、私が海人様を支えていきます。私たちは幸せになるのです」

　メテリアは本当に夢見るように笑っていた。

　話が噛み合うようで噛み合わず、その異様な姿に寒気が走る。

「お前、いったい何を考えてやがる!?」

「やり直すのです。海人様はこの世界を魔族の手からお救いになり、王女も退けて、勇者として私と幸せになるのです。だから、海人様。少しの間、元の世界でお待ちください」

「なっ、元の、世界だと……？」

「えぇ、その通りです。その間に、私がこの世界を綺き麗れいにしてみせます。海人様を食い物にしようとする全てを私が綺麗にしておきます。王女の勢力を傀かい儡らいとし、魔王を代替わりさせて弱体化させ切った後、再び海人様をこの世界へと呼び戻します。そうすれば、一度目の世界であの半端物の王女が集めたような仲間じゃまものも必要なくなります。海人様は今度こそ、勇者として私と二人で世界を救う英雄になるのです」

「……なん、お前っ、ふざけるなっ!!　送り返して、呼び戻すッ!?　どれだけの命を犠牲にするつもりだっ!!　大体、そんなことをされたところで俺が従うと思ってるのかっ!?」

「心配されずとも、お優しい海人様が気にされているようなことは起きません。未だ魔王をその手に掛けられていない海人様でしたら、来た道を通って海人様を送り返すことができます。門を開くための生いけ贄にえは、この宝珠で代用できます。肉体はありませんが、確かにこの宝珠の中には『不滅者の霊柩』のボスであるリッチーが溜め込んだ大勢の人間の魂が込められています」

「な、に……？」

　そう言って取り出したのは黒に近い紫色の光を放つ禍まが々まがしい宝珠だった。

「こうするのが正しい世界の有り様なのです。その証拠に、必要なものを手に入れる時を見計らったように、海人様は『怠惰』と『色欲』の力をお使いになられました。『色欲』の使用後のデメリットは『状態異常への抵抗力の完全喪失』、『怠惰』のデメリットは『発動場所からの周囲への影響力の喪失』。心苦しいですが、これで、海人様をお送りする儀式にも抵抗されずに済みます」

　その宝珠にメテリアが魔力を注いだ瞬間、俺を中心に七色に光る魔法陣が広がる。

「これまで、とても苦しい思いをされてきたでしょう。申し訳ありません、私が不ふ甲が斐いないばかりに。ですが、元の世界に戻った勇者はこの世界での記憶を忘れるそうです。海人様が私のことまで忘れてしまうのはとても悲しいですが、もう一度大切な思い出を築いていきましょう」

　その魔法陣は王都の召喚の間に刻まれていた召喚陣とどこか似た文様。

　周囲を包むその光は、俺がこの世界に召喚された時に見た光と同じ光。

「ま、待てっ、おい、ちょっと待てっ!!」

　いろいろなことが急すぎて頭が追いつかない。それでも頭の中で反響するように言葉が回る。

　『元の世界に戻る』という言葉と。

　『この世界での記憶を失う』という言葉が。

「さぁ、とても名残惜しいですが、愛の語らいはまた次に出会えた時にしましょう。また一から始めるために、今度こそ海人様を正道へとお戻しするために、やることはたくさんありますから」

「や、やめろ……、なんだそれは、冗談じゃないぞ」

　そうして俺の心に湧き上がったのは、怒りと恐怖。

「ふざけんな、ふざけんなっ、ふざけんなぁあああっ!!」

　元の世界に戻す？　この世界での記憶を失う？

　そうしたらどうなる？　いろんなものが足りなくなった元の世界で。

　どうしてそうなったのかも分からないまま、家族も友達もいない世界で一人生きるのか？

　冗談じゃない、冗談じゃないっ!!

「やめろっ!!　くそっ、俺はこの世界でやることがあるんだよっ!!　こんなっ、こんな形で元の世界に戻れるかよっ!!　まだ終わってねぇんだっ!!」

　頭の中が沸騰しそうになるのに、麻痺毒に侵された手足は立ち上がることすら許してはくれない。

「大丈夫です、海人様。全てやり直しましょう。余計なことは全て忘れて、海人様は再び勇者としてこの地に降り立たれるのです。今度こそ常に私がそばにいます。孤独も痛みも受け止めて、喜びと幸せを分かち合いましょう」

「何がしたいんだお前はっ、どうして、どうしてこんなことをするんだよっ!!」

「どうして？　そんなことは決まっています」

　スッと伸ばされた手が俺の頬を包み、その薄紅の唇が小さく開く。

「お慕いしています、海人様。何があったとしてもこの気持ちだけは私の絶対なのです。例えこれが神様に描かれた道筋でも、この気持ちだけは私の『本当』です、んっ」

「んぐっ!?」

　抵抗する間もなく、唇に触れた暖かく柔らかな感触は、少しだけ湿っていて。

　次の瞬間、俺がこの世界に来た時と同じよう感覚が体を襲い、俺とミナリス、シュリアを繋つないでいた繋がりが断ち切られるのを感じた。

　ぐにゃりと視界が歪んで溶けて、周囲が何色とも表現できない色の流れで埋め尽くされる。












　上も下も分からない空間を泥沼のような抵抗感を味わいながら、ただひたすらに落ちていく。

　そんな中、黒い影のような手がうねる蛇のように伸びてくる。

「がっ、グッ、やめろっ、ヤメロヤメロヤメロぉおおおおおおおっ!!」

　それは肌を透過して、俺の奥底にある何かを無遠慮に指先で掴つかみ引いてくる。

　ガリガリと爪先を突き掻かき回して、一枚一枚引き剥はがすように大切な何かを奪い去っていこうとする。

「ガァアアァアアァアアアッ、フザケンナァアアアァアア!!」

　消える、消える、きえる、キエル。

　俺の中で何かが引き剥がされる度に、感情と記憶が欠けていくのを感じる。

「俺の、モンなんだよぉおおおおっ!!　勝手に触るんじゃねぇえええええっ!!」

　どんなに反へ吐どみたいな記憶や感情でも、全部全部全部、他人に触られていいもんじゃないっ！

　けれど、そんな俺の思いを押し流すように激しさは増していく。

「アガァアッ、グァアアアァアアッ!!」

　脳みその中を掻き混ぜられているような不快感。

　それでも、握り潰してしまうほどに強く、記憶の欠片を俺は握りしめる。

　忘れてなるものかっ、忘れてなんかやるものかっ!!

「ッ、がッ、ハっ!?」

　その一念を胸に永遠のような一瞬を超え、ガラス張りの床を突き抜けたような感覚の後に背中から何かに叩たたきつけられ、その勢いのまま床へと転がり落ちる。

　ガッシャンガララッという音が耳から遠くに響いた。

「きゃあああぁっ!?」「なっ、なんだぁ!?」「だ、誰だそれ、コスプレ？」

　体の周囲を包んでいたねっとりとした何かが消え、どこか懐かしい空気を肌に感じた。

　しかし、周囲の状況に気を配るような余裕は俺にはなかった。

「ふざ、けんな、そいつは、俺のもん、なんだよっ!!」

　俺の中で影の手は今もしぶとく暴れていた。

　気を抜けば、××××のことも、××××のことも、本当に何もかも忘れてしまうだろう。

　まだ俺の中にハッキリと残っているのは、あの異世界に殺さなきゃいけない相手が残っていることと、頭が灼やけそうなほどに荒れ狂う復讐心。

「ぐっ、ぁああああぁあああああああぁああっ!!」

　忘れるなっ、××××が、俺にしたことを。

　家族も、友達も、穏やかな生活も全部踏み躙にじったんだ。

　離すなっ、離すな離すな離すなっ!!　この気持ちまで好きにさせるなっ!!

「ね、ねぇ、なんか苦しんでるし、血だらけだよ？　救急車呼ぶ？」「いや、警察だろ、どう見ても不審者だろ」「落ち着けよ、まず先生呼んでこいって」

　これ以上、何も奪われないように力一杯その欠片を掻き集めて、握り締めて、なのに、




「にい、さま……？」




　その声は、どうしようもなく求めてやまなかった声。

　グラつく意識の中、そうでなくても小さく呟つぶやくような声は、突き刺さるように届いて。

　真っ白な頭の中で顔を上げた先に映ったのは、何もかも見覚えのある制服と教室。

　何度懐かしんだか分からない光景よりも、俺の目を捕らえて離さない姿。

「……嘘だ、こんなの、うそだ」

　膝のあたりまで伸びた艶つやのある長い黒髪と、太ももあたりでその髪をまとめている水色リボン。

　記憶よりも少し身長が伸びたかな、顔つきも幾分大人びて。

　会いたいと思っていた。会えないと思っていた。

　何度も夢に見て、その度に絶望して、必死で甘えを振り払って。

　なのに。

「いくら何でもこれはねぇ、これはねぇよ。いくらなんでも……」

　大切な想い出も、忘れるものかと刻んだ傷跡も、全部全部全部。

　砂が零れ落ちるように、俺の手のひらから溶けて消えて。




「こんなのは……、卑ひ怯きょうだ」




　消えていく意識の中、呆ぼう然ぜんとした目に映る妹の、舞まいの姿だけが、黒く空いた俺の中に入り込んだ。





　　　　☆






　こじ開けるように無理やり開いた門に、海人様が落ちていくのを見届けて、門を閉じる。

　海人様は無事、世界の壁を越え、元の世界に戻られたのでしょう。

　あぁ、海人様、海人様、海人様。

　そこでしばらくお待ちください。全てが綺麗な世界となったら、この道を通してもう一度お呼びします。

　魔王も、纏わりつく害虫も、海人様を傷つけた全てを排除して、私一人でお迎えします。

「ふふふっ、誰の邪魔も入らない二人旅……。今から待ち遠しくて仕方がありません」

　そんな明るい未来を想像するだけで胸が暖かくなる。

「さて、それじゃあ、まずはここにいる害虫から駆除して……」




『ざぁんねぇん。ごめんね、それはちょっと無理かなぁ』




「っ!?　誰ですかっ!?」

　唐突に響く声に、私は慌てて振り返る。

　そこにはまるで最初からそこにいたかのような自然さで、一人の女性が宙に浮いていた。

　肩口に掛かる程度の長さの髪は毛先に強く癖がついていて、ルナリア教のものと似て非なる修道服に身を包んだその女性は、悪戯いたずらっ気の強さが滲み出るような表情でケラケラと笑っている。

「……聖職者のデミ・リッチ？　それにしては……。いえ、ルナリア教徒を騙かたった痴れ者がレイス化したのでしょうか。死者はあるべきところに帰りなさい。『浄化ピュリファイ』」

　霊体の魔物を消し去る清浄な光がその女を包み込む。

　せっかくの節目にケチがついてしまいましたが、これで……。

『リッチにレイスって、失礼しちゃうなぁ。それに、最初にパクったのはそっちの方なのにねぇー』

「なっ!?」

　しかし、私の予想とは異なり、ニヤニヤと笑い続ける女性の姿がありました。

「……あなたは、何者ですか？」

『さぁ、今の私は何者なんですかねぇ？　ま、あんまり長居して本人が出張ってくるとめんどうだから、この子たちは連れてくね、あ、そっちの子たちもついでにもらってくから』

「まさかっ!?　させませんっ!?」

『もう遅い』

　無詠唱で放ったアクア・ランスが地面に突き刺さるよりも早く、転がっていた害虫が一瞬だけ開いた穴に落ちて消える。

『それじゃあ、バァイビー♪　君の計画の成就、心から願ってるよん♪』

「待ちなさ……っ!!」

　ケラケラと笑いながらその女は影も残さずに消えていく。

　あとには私一人と、ゴルドの亡なき骸がらだけが残されていました。

「～～～～～～───っ!!　転移の痕跡は、探れませんか。あぁ、どうして私を邪魔する存在が現れるのでしょう。私はただ、海人様と正道を歩みたいだけですのに」

　私はその場で深く、深くため息をつく。

　とにかく、今は冷静に、まずは街に戻って対策を練ることにしましょう。

　既に海人様を元の世界へと送り届けることは叶かないました。世界を隔てたことで、あの害虫たちと海人様の繋がりも途絶えています。

　アレが何かは分かりませんが海人様が無む垢くに戻られるのなら、問題はありません。

　そんな風に考えて街に戻った私を嘲笑うように、その報は届きました。




『魔族の大群、法国を襲撃する』と。
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